
○○
は
じ
め
に

当
館
で
は
、
本
県
関
連
資
料
を
収
集
す
る
た
め
、

平
成
四
年
度
か
ら
、
資
料
購
入
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

「
奥
州
通
道
中
記
」
は
そ
の
一
つ
で
、
弘
前
城
下
の

本
丁
一
丁
目
か
ら
、
弘
前
藩
上
屋
敷
の
あ
る
江
戸
本

所
二
ツ
目
に
至
る
道
筋
の
地
理
的
情
報
と
、
道
中
で

の
慣
例
等
に
つ
い
て
書
き
連
ね
た
も
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
前
期
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
ま
で
弘

前
藩
津
軽
家
の
参
勤
交
代
の
通
路
は
、
日
本
海
沿
い
の

ル
ー
ト
を
採
っ
た
。（「
弘
前
藩
庁
日
記
御
国
日
記
」

弘
前
市
立
図
書
館
津
軽
家
文
書
）
弘
前
か
ら
西
へ
出
て

鯵
ヶ
沢
、
深
浦
、
大
間
越
を
通
り
、
領
境
を
越
え
て
秋

田
領
八
森
に
出
る
西
浜
街
道
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
能
代

・
森
岡
を
経
由
し
て
羽
州
街
道
に
合
流
す
る
。

西
海
岸
の
道
路
は
難
所
が
多
い
こ
と
か
ら
、
寛
文
五

年
（
一
六
六
五
）
に
は
、
弘
前
か
ら
南
下
し
て
石
川
、

大
鰐
、
碇
ヶ
関
を
経
由
し
、
大
館
、
綴
子
、
飛
根
を
経

て
森
岡
か
ら
羽
州
街
道
を
利
用
す
る
ル
ー
ト
に
変
更
さ

れ
た
（
同
前
）。
そ
の
た
め
、
道
筋
の
情
報
を
整
理
す

る
必
要
が
生
じ
、「
御
登
御
道
中
記
」（
国
文
学
研
究

資
料
館
蔵
津
軽
家
文
書
、
請
求
記
号
二
二
Ｂ
・
三
三
五

・
三
・
一
）
の
よ
う
な
道
中
記
が
作
成
さ
れ
た
。
本
資

料
は
こ
の
「
御
登
御
道
中
記
」
と
、
里
程
の
数
字
、
一

里
塚
の
位
置
、
船
渡
の
有
無
な
ど
に
若
干
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
多
く
の
部
分
で
内
容
が
重
な
る
。

○○
本
資
料
の
構
成
と
概
要

本
資
料
の
構
成
と
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る

（
番
号
は
当
館
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
）。

一
（
凡
例
）

「
塚
印
」「
舟
渡
」「
川
渡
」「
国
境
」「
領
境
」
の

記
号
が
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
「
三

道
中

記
」
の
中
で
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
「
塚
印
」
は
、
前

出
の
「
御
登
御
道
中
記
」
冒
頭
の
「
印
附
」
に
「
●
」

で
示
さ
れ
た
一
里
塚
に
相
当
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

二

小
坂
通
諸
家
看
板

道
中
の
沿
道
十
一
ヶ
所
の
地
名
と
、
そ
れ
ら
に
対
応

す
る
紋
章
様
の
「
看
板
」
が
列
挙
さ
れ
る
。
こ
こ
で
言

う
「
看
板
」
は
、
大
名
家
や
本
陣
の
奉
公
人
・
使
用
人

の
着
用
す
る
印
袢
纏
の
背
中
の
紋
章
等
（『
国
史
大
辞

典
』
第
三
巻
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三

道
中
記

冒
頭
に
「
朱
書
・
点
羽
付
ケ
ハ
御
前
帳
よ
り
書
記

候
、」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
資
料
が
、
藩
が
所
有
す
る

同
類
の
資
料
を
転
写
・
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

項
目
ご
と
に
朱
書
さ
れ
た
人
名
は
、
宿
の
提
供
者

で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
秋
田
領
大
館
の
白
沢
に
は
「
御

本
陣
山
内
儀
兵
衛
」
と
あ
る
。
本
資
料
の
成
立
が
安
政

五
年
（
一
八
五
八
）
頃
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
同
地
を
通
過
し
た

吉
田
松
陰
の
『
東
北
遊
日
記
』
に
出
て
く
る
庄
屋
山
内

儀
兵
衛
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
内
は
松
陰
に
、
文
政
四

年
（
一
八
二
一
）
に
同
地
で
起
き
た
相
馬
大
作
事
件
の

話
を
聞
か
せ
た
人
物
で
あ
る
。
弘
前
藩
九
代
藩
主
津
軽

寧
親
が
急
き
ょ
帰
国
ル
ー
ト
を
変
更
し
た
た
め
大
事
に

至
ら
な
か
っ
た
が
、参
勤
交
代
は
軍
役
の
一
環
で
あ
り
、

変
更
は
本
来
、
幕
府
へ
の
届
出
を
要
す
る
。
津
軽
家
に

と
っ
て
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
わ
さ
れ
た
事
件
だ
っ
た
。

【
新
収
蔵
資
料
紹
介
】 「
奥
州
通
道
中
記
」
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そ
れ
ぞ
れ
の
一
つ
書
き
に
は
、
城
下
町
・
宿
場
・

村
な
ど
の
他
、
峠
名
な
ど
の
地
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
城
下
町
な
ど
の
大
場
で
は
、
そ
の
経
路
上
に
あ

る
町
名
が
列
挙
さ
れ
る
。
地
名
の
次
に
家
作
数
が
記

さ
れ
、
さ
ら
に
、
各
地
の
領
主
名
や
石
高
、
道
中
で

の
御
供
達
の
慣
例
が
記
さ
れ
る
。
主
要
地
点
ま
で
の

里
程
や
川
・
橋
・
渡
場
・
追
分
道
・
坂
・
休
憩
場
所

の
ほ
か
、
城
や
寺
社
な
ど
の
情
報
も
あ
る
。
寺
院
に

つ
い
て
は
、
宗
旨
の
記
載
が
あ
る
。

宿
場
に
つ
い
て
は
「
本
」「
カ
」「
夫
」（
本
荷
、
軽

尻
、
人
夫
役
）
と
記
さ
れ
、
駄
賃
が
示
さ
れ
て
い
る
。

津
軽
領
分
の
駄
賃
に
つ
い
て
は
、
文
久
四
年
（
元
治

元
／
一
八
六
四
）「
御
領
分
中
道
程
駄
賃
定
」（
弘
前

大
学
国
史
研
究
会
編
『
津
軽
史
事
典
』
所
収
、
一
九

七
七
、
名
著
出
版
）
が
、
羽
州
街
道
沿
い
の
他
領
分

に
つ
い
て
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）「
羽
州
街
道

駄
賃
表
」（
同
）
な
ど
が
参
考
に
な
る
。
試
み
に
本
資

料
と
「
羽
州
街
道
駄
賃
表
」
を
比
較
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
一
致
す
る
箇
所
（
例
え
ば
、
刈
和
野
～
神
宮
寺

の
駄
賃
が
本
荷
五
四
文
・
軽
尻
三
六
文
・
夫
役
二
九

文
）
も
あ
り
、
そ
う
で
な
い
箇
所
も
あ
る
。

領
境
は
記
号
で
示
さ
れ
、
城
下
名
や
領
主
名
が
記

さ
れ
る
。
領
境
を
示
す
塚
や
杭
に
つ
い
て
は
、
そ
の

形
状
ま
で
具
体
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
御
供
達
が
行
う
挨
拶
や

「
切
手
」（
通
行
手
形
）
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
も
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
各
地
の
土
産
物
や
伝
説
、

茶
屋
の
名
物
等
が
記
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。

な
お
、
頻
繁
に
見
え
る
「
御
小
簾
」
と
は
、
駕
籠

の
簾
を
上
げ
て
挨
拶
す
る
意
か
と
考
え
ら
れ
る
。

四

道
中
勤
方
略
記

主
と
し
て
津
軽
領
内
か
ら
千
住
ま
で
の
、
寺
社
の

参
詣
、
服
装
の
注
意
点
、
御
供
達
の
規
定
や
慣
例
、

そ
れ
に
対
応
す
る
宿
場
や
関
所
等
の
関
係
者
の
動
き

を
、
箇
条
書
き
で
記
し
て
い
る
。
同
様
の
内
容
は
前

項
に
も
見
ら
れ
る
が
、
本
項
に
は
寺
社
等
の
建
物
や

里
程
な
ど
の
地
理
的
情
報
は
含
ま
れ
ず
、
題
名
通
り

「
勤
方
」
に
特
化
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

五

附
録

「
四

道
中
勤
方
略
記
」
に
付
随
す
る
内
容
で
、
馬

継
・
船
渡
・
小
休
止
等
に
関
す
る
三
箇
条
か
ら
な
る
。

六

定

人
馬
世
話
役
人
、
飛
脚
、
関
所
の
番
人
等
、
旅
先

で
出
会
う
者
へ
の
対
応
に
関
す
る
内
規
と
思
わ
れ
る
。

七

伺
之
部

朝
の
出
発
の
際
の
動
き
や
、
杖
（「
息
杖
」）
の
使

用
、
関
所
・
船
渡
の
通
過
に
つ
い
て
等
、
伺
い
を
立

て
る
べ
き
事
項
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

八

御
小
姓
組
之
頭
勤
方

三
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
る
。
第
一
に
、
寺
社
の
参

詣
、
所
々
で
の
土
産
物
の
購
入
、
酒
事
、
小
休
止
等

を
行
う
場
所
が
列
挙
さ
れ
、
こ
の
項
目
の
お
よ
そ
半

分
を
占
め
る
。
そ
の
後
に
千
住
で
出
迎
え
を
す
る
「
金

姫
様
」「
御
前
様
」「
津
軽
屋
三
右
衛
門
」
の
動
向
等

に
関
す
る
記
述
が
続
く
。

金
姫
は
弘
前
藩
十
代
藩
主
津
軽
信
順
（
一
八
〇
〇

～
六
二
）
の
正
室
で
、「
欽
姫
」
と
も
表
記
さ
れ
る
。

田
安
斉
匡
の
九
女
で
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
六

月
十
六
日
生
ま
れ
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
四
月

に
信
順
と
婚
約
し
、
同
五
年
十
二
月
に
輿
入
れ
し
た
。

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
九
月
十
四
日
、
数
え
四
十

二
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

津
軽
屋
は
、
津
軽
家
の
御
用
達
商
人
狩
谷
家
で
あ

る
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
弘
前
藩
か
ら
こ
の

屋
号
を
与
え
ら
れ
、
代
々
「
三
右
衛
門
」
を
名
乗
っ
た
。

関
東
・
奥
州
諸
国
の
江
戸
回
米
の
委
託
販
売
を
引
き
受

け
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
八
月
、
初
め
て
蔵
元
に

任
命
さ
れ
た
。
十
一
代
目
が
、
寛
政
～
文
化
期
（
一
七

八
九
～
一
八
一
七
）
に
書
誌
学
者
・
考
証
学
者
と
し
て

活
躍
し
た
狩
谷
棭
斎
で
あ
る(

梅
谷
文
夫『
狩
谷
棭
斎
』、

一
九
九
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）。
本
資
料
に
お
け
る
「
三

右
衛
門
」
は
そ
の
後
裔
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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第
二
に
、
立
ち
寄
り
先
の
部
屋
の
見
取
図
が
記
さ

れ
て
い
る
。
①
碇
ヶ
関
ニ
而
国
上
寺
御
目
見
之
節
之

図

②
湊
ニ
而
佐
竹
様
御
使
者
御
直
答
之
節

③
尾

花
沢
ニ
而
柴
崎
弥
左
衛
門
御
目
見
之
節

④
若
木
山

ニ
而
石
宝
院
御
目
見
之
節

⑤
千
住
ニ
而
金
姫
様
御

使
者
ヘ
御
直
答
之
節

⑥
千
住
ニ
而
津
軽
屋
三
右
衛

門
御
目
見
之
節
の
六
か
所
で
あ
る
。
③
の
部
分
に
は
、

「
嘉
永
四
辛
亥
念
三
月
廿
日
」
の
日
付
が
見
ら
れ
る
。

第
三
に
、
先
触
れ
の
者
が
宿
場
の
担
当
者
に
出
す

書
類
の
様
式
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
文
に
「
安

政
四
丁
巳
十
月
二
十
三
日
」
と
い
う
日
付
が
あ
る
。

九

覚

長
走
（
佐
竹
家
領
北
端
）・
院
内
（
南
端
）
の
番
所

を
通
過
す
る
時
は
笠
や
冠
物
を
取
り
、
馬
か
ら
降
り
、

失
礼
の
無
い
よ
う
に
と
、「
北
川
左
膳
」
な
る
人
物
が

伝
達
し
て
い
る
。
末
尾
に
「
午
十
二
月
」「
安
政
五
午

年
十
二
月
也
、」
と
い
う
註
記
が
あ
る
。

十

道
中
心
得

文
化
八
年
正
月
に
出
さ
れ
た
も
の
。
街
道
を
旅
す

る
際
、
御
三
家
の
者
、「
日
光
御
門
守
」、
武
家
伝
奏

な
ど
の
行
列
に
出
会
っ
た
場
合
の
作
法
等
、
通
行
上

の
注
意
が
記
さ
れ
て
い
る
。

十
一

寛
文
二
年

道
中
掟

参
勤
交
代
に
係
る
旅
の
心
得
に
つ
い
て
記
す
。
前

述
の
よ
う
に
、
弘
前
藩
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）

に
江
戸
へ
の
参
勤
ル
ー
ト
を
変
更
し
て
い
る
の
で
、

元
々
の
道
中
掟
の
内
容
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

十
二

そ
の
他

「
御
貸
人
自
分
家
来
手
当
給
形
」「
諸
令
中
御
貸
人

給
金
」「
覚
各
之
事
」「
御
酒
事
」「
御
番
割
」
ほ
か
。

最
後
部
に
、
御
目
付
と
御
小
姓
組
に
は
二
度
御
目
見

得
が
あ
り
、
一
度
目
の
際
に
茶
坊
主
か
ら
御
菓
子
が

配
ら
れ
た
、
と
あ
る
。
ま
た
、
万
延
元
年
九
月
に
は

二
度
、
御
菓
子
が
配
ら
れ
た
、
と
あ
る
。

○○
本本
資資
料料
のの
成成
立立
年年
代代
にに
つつ
いい
てて

本
資
料
は
、
弘
前
藩
士
が
藩
所
蔵
の
道
中
記
な
ど

を
筆
写
し
、
参
勤
交
代
の
際
の
参
考
に
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
「
三

道
中
記
」
の
項
の
四
か

所
に
「
イ
ニ
」
＝
「
異
本
に
」
の
記
載
が
あ
り
、
単

な
る
引
き
写
し
で
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
出

羽
国
羽
黒
、
下
野
国
黒
羽
、
下
野
国
羽
黒
を
す
べ
て

「
羽
黒
」
と
表
記
す
る
な
ど
、
一
部
に
地
名
の
混
同

が
見
ら
れ
る
が
、
実
用
性
を
意
識
し
て
諸
所
の
概
況

を
簡
潔
に
整
理
し
て
あ
る
点
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。

成
立
年
代
は
明
確
で
な
い
が
、
次
の
二
つ
の
記
事

は
興
味
深
い
。
第
一
に
、
新
庄
領
の
南
に
接
す
る
名

木
沢
と
、
そ
の
南
の
尾
花
沢
が
松
前
氏
の
預
り
地
一

万
三
千
石
の
内
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
尾
花
沢
よ
り

や
や
南
の
土
生
田
と
そ
の
次
の
本
飯
田
に
あ
る
朱
書

に
は
、
松
前
領
三
万
石
の
内
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
松
前
氏
に
対
し
、
開
国
に

伴
う
東
西
蝦
夷
地
上
知
と
封
地
縮
小
が
行
わ
れ
た
。

同
年
十
二
月
四
日
、
代
替
の
領
地
と
し
て
陸
奥
国
出

羽
国
村
山
郡
で
三
万
石
が
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
同
村

山
郡
尾
花
沢
周
辺
で
一
万
三
千
石
が
松
前
氏
に
預
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
松
前
町
史
通
説
篇
第
一

巻
上
』
一
九
八
八
、
松
前
町
史
編
纂
室
）。

第
二
に
、
山
形
の
項
に
「
水
野
大
監
物
御
城
下
、

五
万
石
」
と
あ
る
。「
水
野
大
監
物
」
は
、
老
中
水
野

忠
邦
の
嫡
子
忠
精
で
あ
る
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

九
月
、
強
制
隠
居
と
な
っ
た
父
の
跡
を
継
い
で
浜
松

藩
主
と
な
っ
た
が
、
そ
の
際
、
領
知
を
二
万
石
削
ら

れ
五
万
石
と
な
っ
た
。
十
一
月
晦
日
、
浜
松
か
ら
山

形
へ
転
封
と
な
っ
て
い
る
（
吉
川
弘
文
館
『
国
史
大

事
典
』
水
野
忠
邦
の
項
）。
大
監
物
は
嘉
永
六
（
一
八

五
三
）
年
三
月
晦
日
に
奏
者
番
と
な
っ
た
時
の
官
職

で
（『
柳
営
補
任
』
第
一
巻
）、
安
政
五
年
（
一
八
五

八
）
年
六
月
二
十
四
日
、
左
近
将
監
に
遷
任
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
点
か
ら
、
本
資
料
は
、
基
本
部
分
が
安

政
五
年
（
一
八
五
八
）
頃
に
成
立
し
、
実
際
に
使
用

す
る
中
で
得
た
情
報
・
知
見
を
補
足
・
修
正
し
て
い
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っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
末
尾
に
万
延
元
年
（
一
八

六
〇
）
の
年
紀
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
年
代
は
さ

ほ
ど
の
幅
が
な
い
、
と
考
え
る
。
紙
幅
の
制
約
も
あ

り
、
本
稿
で
は
、「
一
（
凡
例
）」「
二

小
坂
通
諸
家

看
板
」「
三

道
中
記
」
の
翻
刻
文
の
み
を
掲
載
し
た
。

最
後
に
、
津
軽
家
の
参
勤
ル
ー
ト
の
見
取
図
と
し

て
は
「
江
戸
よ
り
御
国
迄
行
程
記
」（
国
文
学
研
究
資

料
館
蔵
津
軽
家
文
書
、
請
求
記
号
同
二
二
Ｂ
・
〇
一
八

九
八
）
が
、
前
出
の
「
御
登
御
道
中
記
」
な
ど
と
と
も

に
国
文
学
研
究
資
料
館
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
で

公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
羽
州
街
道
各
地
の
ビ
ジ
ュ

ア
ル
な
姿
を
描
い
た
「
参
勤
道
中
記
」（
弘
前
市
立
博

物
館
）が
、弘
前
大
学
教
育
学
部
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト「
津

軽
デ
ジ
タ
ル
風
土
記
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て

参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
本
稿
を
査
読
し
て
頂
い
た
長
谷
川
成
一
氏
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

「道中記」の冒頭部

「
奥
州
通
道
中
記
」（
青
森
県
立
郷
土
館
蔵
）

【
資
料
デ
ー
タ
】

令
和
２
年
度
購
入
資
料
受
入
番
号
二
四
六
七
❘
一

【
体
裁
】

横
帳
（
閉
じ
た
状
態
）
九
・
〇
×
一
九
・
五
セ
ン
チ

七
六
丁
（
表
紙
・
裏
表
紙
は
除
く
）

【
校
訂
者
注
・
補
足
】

①
凡
例
の
記
号
は
、
ゴゴ
チチ
ッッ
クク
太太
字字
で
略
記
し
た
。

塚
印
→
（（
塚塚
））

舟
渡
→
（（
舟舟
））

川
渡
→

△△

右
同
→

○○

国
堺
→
（（
ササ
））

領
境

②
旧
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
た
が
、
必
要

に
よ
り
原
表
記
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

③
句
読
点
は
す
べ
て
、
校
訂
者
に
よ
る
。

④
敬
意
を
示
す
欠
字
・
平
出
・
擡
頭
の
類
は
省
略
し
、

字
間
・
行
間
を
詰
め
た
。

⑤
貼
紙
等
に
よ
る
修
正
箇
所
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に

表
記
し
、
そ
の
位
置
を
「
※
」
な
ど
で
示
し
た
。

（
懸
紙
）
＝
複
数
行
に
わ
た
り
め
く
れ
る
も
の

（
点
羽
）
＝
単
独
行
分
だ
け
め
く
れ
る
も
の

（
貼
紙
）
＝
す
べ
て
を
覆
う
よ
う
貼
り
付
け
る
も
の

（
表
紙
）

奥
州
通

道
中
記

塚
印

舟
渡

川
渡

右
同

国
堺

領
境

小
坂
通
諸
家
看
板

久
保
田

地
花
色
紋
白

新
庄

地
紺
紋
白

御
先
払
小
路
堅

金
山

木
戸
ノ
字

山
形

地
紺
紋
目
引

上
ノ
山

地
黒
紋
黄

湯
ノ
原

小
紋
柿

福
島

地
黒
紋
目
引

二
本
松

地
黒
紋
白

地
黒
紋
白

越
堀

中
浅
黄

太
田
原

地
黒
紋
目
引

(

大
、
以
下
同)

宇
都
宮

黒
絹
羽
織

其
外
御
代
官
所
ハ
大
体
田
ノ
字
也
、

（
丁
ア
キ
）

道
中
記

※

※
（
朱
書
）「
朱
書
・
点
羽
付
ケ
ハ
御
前
帳
よ
り
書
記
候
、
乍

去
間
違
も
有
之
、」

弘
前
よ
り
千
年
山
迄
二
里
廿
八
丁
、
碇
ヶ
関
迄
七
里

八
丁
、

本軽夫

一
、
本
丁
一
丁
目

左
之
方
御
制
札
有
、

一
、
同
二
丁
目

三
丁
目

四
丁
目

五
丁
目

出
口
石
橋
あ
り
、

一
、
親
方
町

小
坂
あ
り
、

一
、
土
手
町

一
、
下
土
手
町

右
之
方
御
制
札
あ
り
、町
中
土
渕
川
、蓬
莱
橋
あ
り
、

一
、
新
土
手
町

町
中
左
（（
塚塚
））、
同
下
小
川
あ
り
、

一
、
土
手
鍛
治
町

一
、
松
森
町

町
中
小
坂
、
小
川
、
橋
あ
り
、

（
印
）

（
印
）
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（
表
紙
）

奥
州
通

道
中
記

塚
印

舟
渡

川
渡

右
同

国
堺

領
境

小
坂
通
諸
家
看
板

久
保
田

地
花
色
紋
白

新
庄

地
紺
紋
白

御
先
払
小
路
堅

金
山

木
戸
ノ
字

山
形

地
紺
紋
目
引

上
ノ
山

地
黒
紋
黄

湯
ノ
原

小
紋
柿

福
島

地
黒
紋
目
引

二
本
松

地
黒
紋
白

地
黒
紋
白

越
堀

中
浅
黄

太
田
原

地
黒
紋
目
引

(

大
、
以
下
同)

宇
都
宮

黒
絹
羽
織

其
外
御
代
官
所
ハ
大
体
田
ノ
字
也
、

（
丁
ア
キ
）

道
中
記

※

※
（
朱
書
）「
朱
書
・
点
羽
付
ケ
ハ
御
前
帳
よ
り
書
記
候
、
乍

去
間
違
も
有
之
、」

弘
前
よ
り
千
年
山
迄
二
里
廿
八
丁
、
碇
ヶ
関
迄
七
里

八
丁
、

本軽夫

一
、
本
丁
一
丁
目

左
之
方
御
制
札
有
、

一
、
同
二
丁
目

三
丁
目

四
丁
目

五
丁
目

出
口
石
橋
あ
り
、

一
、
親
方
町

小
坂
あ
り
、

一
、
土
手
町

一
、
下
土
手
町

右
之
方
御
制
札
あ
り
、町
中
土
渕
川
、蓬
莱
橋
あ
り
、

一
、
新
土
手
町

町
中
左
（（
塚塚
））、
同
下
小
川
あ
り
、

一
、
土
手
鍛
治
町

一
、
松
森
町

町
中
小
坂
、
小
川
、
橋
あ
り
、

（
印
）

（
印
）
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一
、
富
田
町

入
口
釜
萢
堰
、
橋
有
、
右
之
方
町
奉
行
・
町
年
寄
出

る
、又
、
原
ヶ
平
村
庄
屋
も
出
る
、
御
先
よ
り
告
来
、

（
姓
）

御
中
小
性
申
上
る
、

一
、
足
軽
町

右
之
方
御
蔵
跡
あ
り
、

一
、
百
年
山

一
丁
上
坂
下
（（
塚塚
））、

一
、
千
年
山

碇
ヶ
関
迄
四
里
六
丁
、右
之
方
松
原
之
内
御
休
所
有
、

弘
前
よ
り
此
所
迄
惣
御
供
也
、

一
、
小
栗
山

家
廿
軒
程

村
中
小
川
、
橋
有
、
右
之
方
松
山
之
内
十
二
所
権
現

社
有
、
庄
屋
・
手
代
出
る
、

一
、
松
木
平
村

四
十
軒
程

五
丁
上
右
、
右
之
方
森
山
ニ
御
小
用
所
有
、

一
、
大
沢
村

三
十
軒
程

下
端
右
之
方
八
幡
之
社
有
、
村
中
小
川
、
橋
あ
り
、

一
、
大
沢
新
田

廿
軒
程

一
、
石
川
村

八
十
軒
程

六
丁
下
右
（（
塚塚
））
、
下
端
石
川
、
大
橋
有
、
上
端
左

之
方
堀
越
之
道
あ
り
、
村
中
右
之
方
大
仏
ヶ
鼻
古
城

之
跡
見
ゆ
る
、

一
、
鯖
石
村

七
・
八
十
軒
程

上
端
小
川
、
橋
有
、
左
之
方
黒
石
江
之
道
あ
り
、
六

羽
川
、
橋
あ
り
、

一
、
宿
川
原
村

廿
八
軒
程

剣
ヶ
鼻
之
坂
有
、
山
之
上
ニ
御
休
所
あ
り
、
前
方
可

申
上
事
、

一
、
大
鰐
村

八
十
軒
程

宿
中
左
（（
塚塚
））
、
上
端
右
之
方
大
鰐
川
、
橋
有
、
同

所
湯
之
川
原
江
之
道
あ
り
、

一
、
大
日
派

七
・
八
軒
程

右
下
端
槻
之
木
之
大
木
あ
り
、

一
、
蔵
館
村

七
十
軒
程

宿
中
温
泉
三
ヶ
所
あ
り
、
左
之
方
大
日
堂
有
、
別
当

行
人
派
、
弘
前
大
円
寺
末
寺
神
岡
山
高
伯
寺
、
御
上

下
之
節
御
参
詣
被
遊
候
、
右
之
内
御
供
代
ル
な
り
、

右
之
方
大
鰐
之
阿
闍
羅
山
見
ゆ
る
、

一
、
本
長
峰
村

十
四
・
五
軒
程

蔵
館
と
の
間
、
左
之
方
八
幡
社
有
、

一
、
長
峰
村

廿
軒
程

二
丁
上
（（
塚塚
））
、
下
端
左
八
幡
宮
・
薬
師
堂
有
、

一
、
九
十
九
森
村

廿
軒
程

此
間
に
福
島
渡
と
云
橋
有
、

一
、
唐
牛
村

卅
軒
程

二
丁
上
（（
塚塚
））
、
下
端
右
之
方
観
音
堂
有
、
左
之
方

古
懸
山
見
ゆ
る
、古
城
之
跡
あ
り
、八
幡
の
社
あ
り
、

く
り
ン
石
有
、

一
、
楰
村

十
四
・
五
軒
程

モ
チ
ノ
キ

片
側
村
也
、
五
丁
下
右
之
方
碇
石
と
云
大
石
あ
り
、

左
之
方
古
懸
ヘ
の
追
分
道
あ
り
、
御
上
下
共
古
懸
江

御
参
詣
被
遊
候
、

一
、
碇
ヶ
関

二
百
軒
程

白
沢
迄
三
里
三
十
丁
、
釈
迦
内
迄
五
里
、
上
端
山
神

堂
有
、
上
町
中
右
之
方
御
仮
屋
御
門
前
、
町
奉
行
・

御
代
官
出
る
、翌
日
御
関
所
前
御
通
之
節
、町
奉
行
、

御
関
所
・
御
番
所
江
出
る
、
御
仮
屋
御
門
外
ヘ
御
目

付
出
る
、
町
中
左
之
方
三
笠
石
有
、
御
仮
屋
御
門
外

御
制
札
有
、
左
之
方
辻
番
所
有
、
是
よ
り
下
之
方
村

々
庄
屋
・
手
代
出
る
、左
の
方
町
之
後
に
温
泉
あ
り
、

同
所
御
着
否
ヤ
、
踏
込
・
羽
折
ニ
而
伺
御
機
嫌
罷
出

候
、
尤
役
人
衆
并
頭
方
ヘ
も
廻
り
申
候
、
同
所
よ
り

杉
橋
、
御
番
所
迄
之
間
川
三
ヶ
所
有
、
遠
部
川
・
津

刈
川
、
杉
橋
有
、
右
之
方
（（
塚塚
））
、
是
よ
り
峠
下
之

御
番
所
、
大
石
ヶ
沢
、
橋
有
、
左
之
方
湯
之
沢
と
云

温
泉
有
、
杉
橋
、
御
番
所
よ
り
右
之
方
辻
番
所
有
、

峠
下
之
御
番
所
よ
り
一
丁
程
先
大
坂
也
、

奥

一
、
矢
立
峠

（（
ササ
））

両
界

羽

杉
峠
と
も
云
、
峠
之
上
左
之
方
御
休
所
有
、
是
よ
り

上
端
（（
塚塚
））
、御
上
下
共
峠
之
上
ニ
而
御
休
被
遊
候
、

此
所
ヘ
御
代
官
出
る
、杉
峠
ハ
津
軽
・
秋
田
之
境
也
、

是
よ
り
下
り
坂
也
、
陣
場
迄
之
間
川
多
し
、
四
十
八

川
と
云
、
道
不
分
明
之
人
往
来
成
か
た
し
、
川
侭
行

ハ
新
峠
ヘ
出
る
、
瀬
越
多
し
、

一
、
陣
場
村

七
・
八
軒
程

（
点
羽
）
上

(

点
羽)

と
ち
川
瀬
越

下
端
左
之
方
山
神
堂
有
、
一
丁
下
新
峠
川
瀬
多
し
、

一
、
尻
合

三
十
軒
程

※
九
丁
上
（（
塚塚
））
、
同
所
長
走
共
云
、
宿
中
小
坂
有
、

上
端
右
之
方
佐
竹
様
御
関
所
有
、
御
通
之
節
御
関
所

御
番
人
下
座
、御
窺
上
る
、下
番
御
駕
籠
よ
り
挨
拶
、

自
分
下
之
節
ハ
久
保
田
ニ
而
切
手
取
、此
所
ニ
置
也
、

御
番
人
と
下
番
之
居
所
、
前
に
有
之
、
番
所
前
柵
立

有
、佐
竹
様
御
家
来
両
人
出
る
、其
外
下
番
も
出
る
、

下
番
ハ
御
門
左
右
江
出
、
扉
押
ゆ
る
也
、

※
（
朱
書
）「
宿
中
小
坂
有
、
六
丁
上
松
原
川
、
瀬
越
し
、
右

川
向
松
原
村
と
い
ふ
有
、
寺
之
沢
迄
廿
六
丁
也
、」

（
マ
マ
）

一
、
松
原

四
・
五
軒
程

一
、
寺
野
沢

四
・
五
軒
程

四
丁
上
（（
塚塚
））
、
通
之
内
少
し
左
脇
之
村
也
、
塚
印

有
故
呼
出
ル
也
、
端
寺
の
沢
と
云
川
、
瀬
越
也
、
塚

よ
り
尻
合
迄
廿
六
丁
有
、
十
丁
上
松
原
川
、
瀬
越
、

川
向
に
松
村
、
松
原
よ
り
尻
合
迄
十
六
丁
、

（
朱
書
）
御
本
陣
山
内
儀
兵
衛

一
、
白
沢

四
十
軒
程

釈
迦
内
迄
一
里
、

本

百
八
十
文

軽

百
二
十
文

夫

九
十
文

大
館
領
也
、
御
上
下
之
節
馬
継
也
、
上
端
小
川
、
瀬

越
、
下
端
道
心
庵
有
、
右
之
方
山
之
上
神
明
社
有
、

山
下
ニ
白
沢
川
、
瀬
越
、

一
、
橋
桁
村

七
・
八
軒
程

（
蒼
前
、
以
下
同
）

下
端
橋
桁
川
、瀬
越
、右
之
方
惣
染
堂
・
稲
荷
堂
有
、

一
、
萩
長
森

七
・
八
軒
程

下
端
通
よ
り
少
し
脇
村
也
、
萩
長
森
と
云
山
有
、
左

山
神
堂
あ
り
、
右
惣
染
、

一
、
釈
迦
内

五
十
軒
程

※
大
館
迄
一
里
、

本軽夫
三
丁
上
（（
塚塚
））
、
上
端
釈
迦
川
有
、
右
之
方
実
正

寺
、
禅
、
左
之
方
稲
荷
堂
、

※(

朱
書)｢

右
方
松
峰
山
見
ゆ
る
、
峰
ニ
不
動
尊
有
、
松
峰
山

不
動
尊
と
い
ふ
、
怘
懸
不
動
尊
と
一
体
分
身
之
由
と
い
ふ
、」

（
朱
書
）
弐

一
、
板
子
石

三
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））
、
上
端
右
観
音
堂
、
近
年
家
引
越
、

（
朱
書
）
同
浜
松
新
六

（
朱
書
）
五

一
、
大
館

四
百
軒
程

（
朱
書
）
又
曰
五
里

※
綴
子
迄
四
里
廿
四
丁
四
間
、

本軽夫
同
所
下
口
郡
、佐
竹
家
四
天
王
之
内
佐
竹
大
和
住
居
、

高
六
千
石
、
久
保
田
ニ
而
西
様
と
号
ス
、
大
鄙
之
内

押
也
、
町
中
左
之
方
居
館
有
、
御
通
之
節
御
先
払
出

る
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
小
路
堅
メ
出
る
、
右
同

断
、
下
端
左
之
方
神
明
堂
あ
り
、
右
之
方
連
正
寺
、

ヤ
シ
ロ

法
花
宗
、
宿
中
坂
有
、
右
宗
福
寺
、
禅
、
下
之
方
ニ

愛
宕
堂
有
、
上
端
大
館
川
に
て
（（
舟舟
））、
△△
船
渡
、

（
マ
マ
）

夏
者
瀬
越
、
川
綱
出
る
ル
、
御
小
簾
、
御
通
之
節
仮

橋
な
り
、
大
館
領
之
内
御
上
下
共
人
馬
白
沢
迄
通
し

也
、

※
（
朱
書
）「
同
所
よ
り
久
保
田
迄
三
十
里
、
白
沢
者
大
館
領

也
、
四
天
王
ハ
大
館
・
比
山
・
湯
沢
・
横
手
、」

一
、
長
軽
町

十
七
・
八
軒

下
端
町
界
木
戸
有
、

一
、
餅
田
村

十
軒
程

（
朱
書
）
モ
ロ
コ
シ

二
十
丁
上
（（
塚塚
））、
左
之
方
唐
の
嵩
と
云
高
山
見
ゆ

る
、

一
、
船
場
村

三
十
軒
程

（
朱
書
）
又
弐
十
軒

一
、
館
鼻
村

二
・
三
軒
程

※
下
端
（（
塚塚
））、
三
丁
半
上
餅
田
川
、
船
渡
、
水
無
時

ハ
瀬
越
・
仮
橋
な
り
、
尤
川
綱
、
御
馳
走
人
鑓
・
挟

箱
ニ
而
御
同
人
家
来
出
る
、
御
小
簾
外
ニ
足
軽
両
人

出
る
事
も
あ
り
、
※
（
朱
書
）「
川
口
迄
十
丁
あ
り
、」

（
朱
書
）
佐
藤
兵
左
衛
門

一
、
川
口
村

五
十
軒
程

上
端
小
川
、
瀬
越
、
仮
橋
の
節
も
有
、
右
之
方
八
幡

社
あ
り
、
左
之
方
ニ
も
ろ
こ
し
の
嵩
見
ゆ
る
、
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一
、
陣
場
村

七
・
八
軒
程

（
点
羽
）
上

(

点
羽)

と
ち
川
瀬
越

下
端
左
之
方
山
神
堂
有
、
一
丁
下
新
峠
川
瀬
多
し
、

一
、
尻
合

三
十
軒
程

※
九
丁
上
（（
塚塚
））
、
同
所
長
走
共
云
、
宿
中
小
坂
有
、

上
端
右
之
方
佐
竹
様
御
関
所
有
、
御
通
之
節
御
関
所

御
番
人
下
座
、御
窺
上
る
、下
番
御
駕
籠
よ
り
挨
拶
、

自
分
下
之
節
ハ
久
保
田
ニ
而
切
手
取
、此
所
ニ
置
也
、

御
番
人
と
下
番
之
居
所
、
前
に
有
之
、
番
所
前
柵
立

有
、佐
竹
様
御
家
来
両
人
出
る
、其
外
下
番
も
出
る
、

下
番
ハ
御
門
左
右
江
出
、
扉
押
ゆ
る
也
、

※
（
朱
書
）「
宿
中
小
坂
有
、
六
丁
上
松
原
川
、
瀬
越
し
、
右

川
向
松
原
村
と
い
ふ
有
、
寺
之
沢
迄
廿
六
丁
也
、」

（
マ
マ
）

一
、
松
原

四
・
五
軒
程

一
、
寺
野
沢

四
・
五
軒
程

四
丁
上
（（
塚塚
））
、
通
之
内
少
し
左
脇
之
村
也
、
塚
印

有
故
呼
出
ル
也
、
端
寺
の
沢
と
云
川
、
瀬
越
也
、
塚

よ
り
尻
合
迄
廿
六
丁
有
、
十
丁
上
松
原
川
、
瀬
越
、

川
向
に
松
村
、
松
原
よ
り
尻
合
迄
十
六
丁
、

（
朱
書
）
御
本
陣
山
内
儀
兵
衛

一
、
白
沢

四
十
軒
程

釈
迦
内
迄
一
里
、

本

百
八
十
文

軽

百
二
十
文

夫

九
十
文

大
館
領
也
、
御
上
下
之
節
馬
継
也
、
上
端
小
川
、
瀬

越
、
下
端
道
心
庵
有
、
右
之
方
山
之
上
神
明
社
有
、

山
下
ニ
白
沢
川
、
瀬
越
、

一
、
橋
桁
村

七
・
八
軒
程

（
蒼
前
、
以
下
同
）

下
端
橋
桁
川
、瀬
越
、右
之
方
惣
染
堂
・
稲
荷
堂
有
、

一
、
萩
長
森

七
・
八
軒
程

下
端
通
よ
り
少
し
脇
村
也
、
萩
長
森
と
云
山
有
、
左

山
神
堂
あ
り
、
右
惣
染
、

一
、
釈
迦
内

五
十
軒
程

※
大
館
迄
一
里
、

本軽夫
三
丁
上
（（
塚塚
））
、
上
端
釈
迦
川
有
、
右
之
方
実
正

寺
、
禅
、
左
之
方
稲
荷
堂
、

※(
朱
書)｢

右
方
松
峰
山
見
ゆ
る
、
峰
ニ
不
動
尊
有
、
松
峰
山

不
動
尊
と
い
ふ
、
怘
懸
不
動
尊
と
一
体
分
身
之
由
と
い
ふ
、」

（
朱
書
）
弐

一
、
板
子
石

三
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））
、
上
端
右
観
音
堂
、
近
年
家
引
越
、

（
朱
書
）
同
浜
松
新
六

（
朱
書
）
五

一
、
大
館

四
百
軒
程

（
朱
書
）
又
曰
五
里

※
綴
子
迄
四
里
廿
四
丁
四
間
、

本軽夫
同
所
下
口
郡
、佐
竹
家
四
天
王
之
内
佐
竹
大
和
住
居
、

高
六
千
石
、
久
保
田
ニ
而
西
様
と
号
ス
、
大
鄙
之
内

押
也
、
町
中
左
之
方
居
館
有
、
御
通
之
節
御
先
払
出

る
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
小
路
堅
メ
出
る
、
右
同

断
、
下
端
左
之
方
神
明
堂
あ
り
、
右
之
方
連
正
寺
、

ヤ
シ
ロ

法
花
宗
、
宿
中
坂
有
、
右
宗
福
寺
、
禅
、
下
之
方
ニ

愛
宕
堂
有
、
上
端
大
館
川
に
て
（（
舟舟
））、
△△
船
渡
、

（
マ
マ
）

夏
者
瀬
越
、
川
綱
出
る
ル
、
御
小
簾
、
御
通
之
節
仮

橋
な
り
、
大
館
領
之
内
御
上
下
共
人
馬
白
沢
迄
通
し

也
、

※
（
朱
書
）「
同
所
よ
り
久
保
田
迄
三
十
里
、
白
沢
者
大
館
領

也
、
四
天
王
ハ
大
館
・
比
山
・
湯
沢
・
横
手
、」

一
、
長
軽
町

十
七
・
八
軒

下
端
町
界
木
戸
有
、

一
、
餅
田
村

十
軒
程

（
朱
書
）
モ
ロ
コ
シ

二
十
丁
上
（（
塚塚
））、
左
之
方
唐
の
嵩
と
云
高
山
見
ゆ

る
、

一
、
船
場
村

三
十
軒
程

（
朱
書
）
又
弐
十
軒

一
、
館
鼻
村

二
・
三
軒
程

※
下
端
（（
塚塚
））、
三
丁
半
上
餅
田
川
、
船
渡
、
水
無
時

ハ
瀬
越
・
仮
橋
な
り
、
尤
川
綱
、
御
馳
走
人
鑓
・
挟

箱
ニ
而
御
同
人
家
来
出
る
、
御
小
簾
外
ニ
足
軽
両
人

出
る
事
も
あ
り
、
※
（
朱
書
）「
川
口
迄
十
丁
あ
り
、」

（
朱
書
）
佐
藤
兵
左
衛
門

一
、
川
口
村

五
十
軒
程

上
端
小
川
、
瀬
越
、
仮
橋
の
節
も
有
、
右
之
方
八
幡

社
あ
り
、
左
之
方
ニ
も
ろ
こ
し
の
嵩
見
ゆ
る
、
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一
、
横
岩
村

三
・
四
軒
程

一
、
岩
瀬
村

二
十
六
・
七
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
○○
宿
中
岩
瀬
川
（（
舟舟
））、
船
渡
、
水

無
時
ハ
瀬
越
、
又
ハ
仮
橋
也
、

一
、
早
口
村

二
十
軒
程

○○
宿
中
早
口
川
（（
舟舟
））、
船
渡
、
夏
者
瀬
越
、
船
橋

之
節
も
あ
り
、

一
、
長
坂
村

十
四
・
五
軒
程

下
端
長
坂
有
、
宿
中
左
神
明
社
・
権
現
堂
有
、
半
丁

下
（（
塚塚
））、

（
朱
書
）
同
高
橋
万
三
郎

一
、
綴
子

七
十
軒
程

坊
沢
迄
一
里
、

本

廿
三
文

カ

十

夫

拾
弐
文

七
丁
下
（（
塚塚
））
、、
宿
中
左
之
方
法
正
寺
、
禅
、
右
之

方
八
幡
之
社
、
下
端
右
方
愛
宕
堂
、
廿
二
丁
上
秋
田

川
、
瀬
越
、
洪
水
之
節
往
来
留
る
也
、

一
、
深
沢
村

二
・
三
軒
程

綴
子
川
、
瀬
越
、
左
之
方
愛
宕
堂
有
、

一
、
横
道
沢

四
・
五
軒

五
丁
下
（（
塚塚
））、
坊
沢
新
田
共
云
、
左
之
方
比
内
川

見
ゆ
る
、
近
年
新
村
ニ
成
、

一
、
坊
沢

九
十
軒
程

小
繋
迄
二
里
、

本

五
十
四
文

カ

三
十
六
文

夫

二
十
八
文

宿
中
右
立
山
神
明
堂
有
、
右
永
安
寺
、
禅
宗
、

（
朱
書
）
又
五
十
軒

一
、
前
山

三
十
軒
程

八
丁
下
左
森
有
（（
塚塚
））、
上
端
右
之
方
天
神
堂
、
下

端
左
之
方
三
ヶ
月
堂
、
前
森
川
、
橋
あ
り
、

一
、
今
泉

三
十
軒
程

八
丁
程
上
右
方
溜
池
二
ヶ
所
、
宿
中
右
之
方
神
明
堂

有
、

（
朱
書
）
同
高
橋
与
左
衛
門

一
、
小
繋

四
十
軒
程

四
丁
下
柳
二
本
有
（（
塚塚
））、
荷
上
場
迄
三
十
五
丁
卅

一
間
、

本

三
十
六
文

カ

二
十
四
文

夫

十
八
文

此
塚
川
欠
ニ
而
見
ヘ
す
、
四
丁
下
柳
二
本
ニ
而
替
る

也
、
下
端
左
之
方
七
倉
天
神
堂
有
、
今
泉
之
間
高
山

有
、
小
沢
多
し
、
坂
上
り
口
左
之
方
稲
荷
堂
あ
り
、

比
内
川
と
云
大
川
見
ゆ
る
、

一
、
船
場

四
・
五
軒
程

※
○○
宿
下
一
里
渡
と
云
大
船
場
渡
（（
舟舟
））、
此
川
下
切

（
能
代
、
以
下
同
）

（

検

断

）

石
鼻
、
野
代
川
ヘ
続
也
、
ケ
ン
ダ
ン
・
肝
煎
出
る
、

挨
拶
ニ
不
及
、
此
川
中
程
ニ
岩
穴
有
、
津
軽
通
、

※
（
朱
書
）「
同
所
ニ
而
御
供
之
外
歩
行
立
之
分
廿
六
文
ツ
ゝ

銭
出
候
也
」

（
朱
書
）
同
菊
池
藤
四
郎

一
、
荷
上
場

八
十
軒
程

（
朱
書
）
又
曰
一
里
卅
五
丁
十
三
間

飛
根
迄
一
里
三
十
丁
、

本

五
十
八
文

カ

三
十
九
文

夫

二
十
九
文

一
、
比
井
野

百
軒
程

上
端
右
之
方
天
神
山
清
徳
寺
、
禅
宗
、
是
七
倉
天
神

の
別
当
也
、

一
、
薄
井

八
十
軒
程

宿
中
左
之
方
平
安
寺
、
禅
宗
、

（
朱
書
）
同
工
藤
名
左
衛
門

一
、
切
石
鼻

十
五
・
六
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
上
端
左
之
方
愛
宕
堂
有
、
清
水
堂
左

之
方
神
明
堂
、
下
端
野
代
、
○○
川
（（
舟舟
））、
船
渡
、

川
向
よ
り
荷
上
場
ヘ
廿
二
丁
、

（
朱
書
）
同
大
高
治
左
衛
門

一
、
飛
根

八
十
軒
程

四
丁
上
（（
塚塚
））、
鶴
形
迄
一
里
十
六
丁
廿
間
、

※
下
端
坂
下
野
代
川
有
、
上
端
左
之
方
観
音
堂
、
宿
中

左
長
徳
寺
、
禅
、
此
間
山
越
也
、

本

四
十
六
文

カ

三
十
一
文

夫

二
十
三
文

※
（
懸
紙
）

「
一
、
飛
根
派

拾
軒
程

同
所
右
方
沼
有
、
道
よ
り
少
脇
也
、

（
朱
書
）
○○
合
印

一
、
多
戸
粉
内

拾
軒
程

同
所
少
左
脇
村
也
、
上
端
芹
川
と
て
小
川
、

橋
あ
り
、

（
朱
書
）
御
前
帳
ニ
ハ
此
村
鶴
形
之
前
ニ
書
記
有
」

一
、
鶴
形

五
十
軒
程

十
八
丁
作
り
坂
上
り
口
（（
塚塚
））、
比
山
迄
一
里
十
六

(

桧
山)

丁
廿
六
間
、

本

四
十
六
文

カ

三
十
一
文

夫

二
十
三
文

上
端
坂
の
下
右
之
方
野
代
辺
、
野
代
川
有
、
宿
中
右

海
蔵
寺
、
禅
、
下
端
鶴
形
川
、
大
橋
あ
り
、

（
朱
書
）
○○

一
、
多
戸
粉
内

十
軒
程

道
よ
り
少
し
脇
村
也
、
上
端
芹
川
と
云
川
有
、

（
朱
書
）
神
馬
太
郎
兵
衛

一
、
桧
山

百
軒
程

（
朱
書
）
又
三
里

森
岡
迄
二
里
二
十
六
丁
、

※

本

八
十
五
文

カ

五
十
七
文

夫

四
十
三
文

三
丁
下
（（
塚塚
））、
同
所
多
賀
谷
下
総
知
行
所
、
高
五

千
石
、
野
代
押
也
、
御
通
之
節
御
同
人
家
来
・
御
先

払
両
人
出
る
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
右
之
方
山
之

上
ニ
屋
敷
有
、
久
保
田
ニ
而
ハ
城
主
と
唱
る
由
、
上

端
大
日
堂
、
多
宝
院
、
禅
、
左
之
方
愛
宕
堂
、
常
明

院
、
門
徒
、
地
蔵
院
、
真
言
、
観
音
堂
有
、
下
端
左

之
方
桧
山
川
、
橋
有
、
夫
よ
り
下
右
野
代
道
有
、
廿

三
丁
下
松
長
沢
之
内
（（
塚塚
））、
此
塚
よ
り
鶴
形
迄
廿

八
丁
、
※
（
朱
書
）「
豊
岡
迄
三
里
十
六
丁
四
十
六
間
、」

一
、
志
戸
橋

二
十
軒
程

十
八
丁
下
柏
木
の
内
（（
塚塚
））、
柏
木
野
よ
り
比
山
の

間
上
り
赤
坂
、
下
り
赤
坂
と
て
三
坂
有
、
坂
の
上
よ

り
野
代
の
海
見
ゆ
る
、

一
、
金
光
寺

廿
軒
程

下
端
右
之
方
権
現
堂
有
、
左
之
方
惣
染
堂
有
、
野
代

道
あ
り
、

一
、
豊
岡

七
十
軒
程

（
朱
書
）
又
十
五
丁

※
森
岡
よ
り
七
丁
廿
五
間
、
下
十
五
日
馬
継
勤
之
、
上

端
右
之
方
野
代
見
ゆ
る
、
同
所
よ
り
野
代
迄
三
里
、

※
（
朱
書
）「
鹿
渡
迄
二
里
半
、」

（
朱
書
）
嶋
田
勘
次
郎

一
、
森
岡

百
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
鹿
渡
迄
一
里
廿
八
丁
廿
八
間
、

本

四
十
文

カ

二
十
九
文

夫

二
十
二
文

上
十
五
日
馬
継
也
、
御
通
之
節
御
先
払
出
る
、
御
駕

籠
脇
よ
り
挨
拶
、
下
端
左
之
方
神
明
堂
有
、
宿
中
森

岡
川
と
云
、
大
橋
有
、
向
左
之
方
真
覚
寺
、
禅
宗
、

豊
岡
も
御
先
払
出
る
、

（
朱
書
）
又
三
十
軒
程

一
、
荒
屋
敷

二
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））
、、
宿
中
左
之
方
龍
光
寺
、
禅
、
下
端

左
之
方
神
明
堂
、
溜
池
あ
り
、

一
、
浜
村

十
軒
程

右
之
方
八
郎
太
郎
の
潟
あ
り
、
長
サ
七
里
・
巾
四
里

ト
云
、

（
朱
書
）
川
村
金
右
衛
門

一
、
鹿
渡

八
十
軒
程

一
日
市
迄
二
里
廿
六
丁
、

本カ夫

三
十
七
文

宿
中
左
之
方
山
王
堂
、
右
之
方
清
源
寺
、
禅
、

一
、
山
屋
村

十
軒
程

二
丁
下
（（
塚塚
））、

一
、
鯉
川
村

二
十
軒
程

右
に
八
郎
太
郎
の
潟
有
、

一
、
天
瀬
川

五
十
軒
程

五
丁
下
（（
塚塚
））、
宿
中
天
瀬
川
、
小
川
、
土
橋
有
、

一
説
に
清
瀬
川
と
云
、

一
、
三
倉
ヶ
鼻

三
十
軒
程

同
所
本
ハ
山
の
名
な
る
由
、十
四
丁
上
地
蔵
峠
と
云
、

左
之
方
海
辺
ニ
ぬ
か
森
と
云
山
有
、
又
、
左
に
高
山
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※
（
懸
紙
）

「
一
、
飛
根
派

拾
軒
程

同
所
右
方
沼
有
、
道
よ
り
少
脇
也
、

（
朱
書
）
○○
合
印

一
、
多
戸
粉
内

拾
軒
程

同
所
少
左
脇
村
也
、
上
端
芹
川
と
て
小
川
、

橋
あ
り
、

（
朱
書
）
御
前
帳
ニ
ハ
此
村
鶴
形
之
前
ニ
書
記
有
」

一
、
鶴
形

五
十
軒
程

十
八
丁
作
り
坂
上
り
口
（（
塚塚
））、
比
山
迄
一
里
十
六

(
桧
山)

丁
廿
六
間
、

本

四
十
六
文

カ

三
十
一
文

夫

二
十
三
文

上
端
坂
の
下
右
之
方
野
代
辺
、
野
代
川
有
、
宿
中
右

海
蔵
寺
、
禅
、
下
端
鶴
形
川
、
大
橋
あ
り
、

（
朱
書
）
○○

一
、
多
戸
粉
内

十
軒
程

道
よ
り
少
し
脇
村
也
、
上
端
芹
川
と
云
川
有
、

（
朱
書
）
神
馬
太
郎
兵
衛

一
、
桧
山

百
軒
程

（
朱
書
）
又
三
里

森
岡
迄
二
里
二
十
六
丁
、

※

本

八
十
五
文

カ

五
十
七
文

夫

四
十
三
文

三
丁
下
（（
塚塚
））、
同
所
多
賀
谷
下
総
知
行
所
、
高
五

千
石
、
野
代
押
也
、
御
通
之
節
御
同
人
家
来
・
御
先

払
両
人
出
る
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
右
之
方
山
之

上
ニ
屋
敷
有
、
久
保
田
ニ
而
ハ
城
主
と
唱
る
由
、
上

端
大
日
堂
、
多
宝
院
、
禅
、
左
之
方
愛
宕
堂
、
常
明

院
、
門
徒
、
地
蔵
院
、
真
言
、
観
音
堂
有
、
下
端
左

之
方
桧
山
川
、
橋
有
、
夫
よ
り
下
右
野
代
道
有
、
廿

三
丁
下
松
長
沢
之
内
（（
塚塚
））、
此
塚
よ
り
鶴
形
迄
廿

八
丁
、
※
（
朱
書
）「
豊
岡
迄
三
里
十
六
丁
四
十
六
間
、」

一
、
志
戸
橋

二
十
軒
程

十
八
丁
下
柏
木
の
内
（（
塚塚
））、
柏
木
野
よ
り
比
山
の

間
上
り
赤
坂
、
下
り
赤
坂
と
て
三
坂
有
、
坂
の
上
よ

り
野
代
の
海
見
ゆ
る
、

一
、
金
光
寺

廿
軒
程

下
端
右
之
方
権
現
堂
有
、
左
之
方
惣
染
堂
有
、
野
代

道
あ
り
、

一
、
豊
岡

七
十
軒
程

（
朱
書
）
又
十
五
丁

※
森
岡
よ
り
七
丁
廿
五
間
、
下
十
五
日
馬
継
勤
之
、
上

端
右
之
方
野
代
見
ゆ
る
、
同
所
よ
り
野
代
迄
三
里
、

※
（
朱
書
）「
鹿
渡
迄
二
里
半
、」

（
朱
書
）
嶋
田
勘
次
郎

一
、
森
岡

百
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
鹿
渡
迄
一
里
廿
八
丁
廿
八
間
、

本

四
十
文

カ

二
十
九
文

夫

二
十
二
文

上
十
五
日
馬
継
也
、
御
通
之
節
御
先
払
出
る
、
御
駕

籠
脇
よ
り
挨
拶
、
下
端
左
之
方
神
明
堂
有
、
宿
中
森

岡
川
と
云
、
大
橋
有
、
向
左
之
方
真
覚
寺
、
禅
宗
、

豊
岡
も
御
先
払
出
る
、

（
朱
書
）
又
三
十
軒
程

一
、
荒
屋
敷

二
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））
、、
宿
中
左
之
方
龍
光
寺
、
禅
、
下
端

左
之
方
神
明
堂
、
溜
池
あ
り
、

一
、
浜
村

十
軒
程

右
之
方
八
郎
太
郎
の
潟
あ
り
、
長
サ
七
里
・
巾
四
里

ト
云
、

（
朱
書
）
川
村
金
右
衛
門

一
、
鹿
渡

八
十
軒
程

一
日
市
迄
二
里
廿
六
丁
、

本カ夫

三
十
七
文

宿
中
左
之
方
山
王
堂
、
右
之
方
清
源
寺
、
禅
、

一
、
山
屋
村

十
軒
程

二
丁
下
（（
塚塚
））、

一
、
鯉
川
村

二
十
軒
程

右
に
八
郎
太
郎
の
潟
有
、

一
、
天
瀬
川

五
十
軒
程

五
丁
下
（（
塚塚
））、
宿
中
天
瀬
川
、
小
川
、
土
橋
有
、

一
説
に
清
瀬
川
と
云
、

一
、
三
倉
ヶ
鼻

三
十
軒
程

同
所
本
ハ
山
の
名
な
る
由
、十
四
丁
上
地
蔵
峠
と
云
、

左
之
方
海
辺
ニ
ぬ
か
森
と
云
山
有
、
又
、
左
に
高
山
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有
、
峰
ニ
地
蔵
塔
、
松
壱
本
有
、
山
の
下
地
蔵
峠

と
云
、

一
、
間
坂
派

三
十
軒
程

一

夜
叉
ヶ
袋

六
十
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
左
之
方
溜
池
有
、

（
朱
書
）
小
林
九
左
衛
門

一
、
一
日
市

九
十
軒
程

（
朱
書
）
又
一
丁
四
十
一
軒

阿
武
川
迄
二
里
二
丁
四
十
一
軒
、

本

五
十
六
文

カ

三
十
五
文

夫

二
十
八
文

宿
中
左
之
方
山
王
堂
、
右
之
方
清
源
寺
、
禅
、

一
、
大
川

九
十
軒
程

七
丁
上
（（
塚塚
））、
○○
上
端
五
所
ノ
目
川
と
云
（（
舟舟
））、

船
渡
、
下
端
右
之
方
天
神
堂
有
、
五
十
の
目
川
と
も

云
、
五
十
辺
川
の
事
な
り
、

本カ夫

四
十
一
文

同
所
よ
り
鹿
渡
ヘ
二
里
三
十
丁
、

一
、
浜
井
川

廿
軒
程

宿
中
浜
井
川
、
橋
有
、
左
之
方
神
※
明
堂
有
、

一
、
伊
塚
村

三
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））
、

※
（
点
羽
）「
一
、
浜
井
川
新
田

十
軒
程
」

（
朱
書
）
又
四
十
軒

一
、
芋
川
村

三
十
軒
程

下
端
芋
川
、
土
橋
、

一
、
和
田
村

廿
軒
程

下
端
右
之
方
古
城
之
跡
有
、

一
、
阿
武
川

八
十
軒
程

※
大
久
保
迄
二
里
廿
八
丁
、
宿
中
左
之
方
佐
竹
様
御
鷹

野
之
節
御
休
所
有
、
阿
武
川
と
云
、
小
橋
あ
り
、

※
（
朱
書
）「
湊
迄
四
里
三
丁
七
間
、」

（
朱
書
）
菅
沼
久
四
郎

一
、
大
久
保

六
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
湊
迄
三
里
廿
五
丁
、

本

八
十
四
文

カ

五
十
九
文

夫

四
十
二
文

下
端
大
久
保
川
、
橋
有
、
左
之
方
月
山
堂
、
同
円
福

寺
、
禅
宗
、

一
、
新
関
村

廿
軒
程

（
朱
書
）
山

此
辺
よ
り
北
方
津
軽
大
間
越
の
境
見
ゆ
る
、
右
に
男

鹿
の
島
見
ゆ
る
、

（
朱
書
）
又
三
・
四
軒

一
、
清
水
茶
屋

三
十
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
右
之
方
家
也
、
上
端
男
鹿
之
島
江
の

道
あ
り
、

（
朱
書
）
又
二
・
三
軒

一
、
下
仮
茶
屋

二
・
三
十
軒
程

右
之
方
山
影
よ
り
引
移
り
之
村
也
、
五
丁
上
鳥
井
・

天
神
、
道
あ
り
、

一
、
中
野
村

三
十
軒
程

六
丁
上
（（
塚塚
））、
村
中
左
之
方
庄
内
・
羽
黒
ヘ
の
追

分
有
、
下
端
山
影
北
野
天
神
堂
、
左
之
方
古
城
の
跡

有
、
む
か
し
新
庄
山
城
と
云
人
住
居
の
由
、
六
丁
上

右
之
方
男
鹿
へ
之
追
分
道
あ
り
、

一
、
堀
川

廿
軒
程

井
妻
共
云
、
上
端
津
部
足
川
、
橋
あ
り
、
恵
比
寿
堂

(

粒
足

)

有
、

一
、
国
上

十
三
軒
程

※
上
端
（（
塚塚
））、
下
端
よ
り
北
の
三
里
と
て
砂
原
、

※
（
点
羽
）

「
一
、
惣
染
村

五
拾
軒
程

左
之
方
惣
染
堂
有
、

」

（
朱
書
）
山
村
与
十
郎

一
、
湊

九
百
軒
程

久
保
田
迄
一
里
廿
九
丁
五
十
六
間
、
上
端
（（
塚塚
））、

本

四
十
九
文

カ

三
十
三
文

夫

二
十
五
文

御
返
之
節
ハ
御
先
払
出
る
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

久
保
田
よ
り
御
使
者
有
之
、
御
直
答
被
遊
候
に
付
、

御
次
廻
り
帯
刀
ニ
而
御
挨
拶
有
之
、

一
、
湊
新
町

三
十
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、
上
端
左
御
米
蔵
・
御
茶
屋
有
、
右

之
方
湊
町
奉
行
所
也
、

一
、
寺
内
町

三
十
軒
程

茶
屋
有
、
上
端
右
之
方
虚
空
蔵
堂
有
、
左
之
方
権
現

堂
、
上
端
上
坂
よ
り
砂
地
也
、

（
朱
書
）
又
弐
十
軒

一
、
矢
場
勢

三
十
軒
程

（
八
橋
）

半
丁
下
（（
塚塚
））
、、
半
丁
上
砂
川
橋
有
、
左
之
方
御
仕

置
場
所
有
、
下
端
荒
神
社
有
、

一
、
穢
多
町

三
十
軒
程

革
物
・
具
も
の
有
、

一
、
足
軽
町

五
十
軒
程

下
端
町
境
、
木
戸
有
、

一
、
久
保
田

※
豊
島
迄
三
里
三
丁
、

本カ夫

五
十
八
文

同
所
佐
竹
様
御
城
下
、
二
十
万
五
千
八
百
石
余
也
、

右
京
大
夫
様
と
号
ス
、
御
通
り
之
節
御
先
払
出
る
、

御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
本
丁
右
之
方
ヘ
入
小
路
有
、

御
城
ヘ
之
道
也
、
自
分
下
り
之
節
ハ
此
所
ニ
而
切
手

取
、
足
軽
町
と
の
間
境
辻
あ
り
、

※
「
江
戸
よ
り
同
所
迄
百
四
十
三
里
、
和
田
ま
で
三
里
十
五
丁
、

馬
喰
丁
伝
馬
役
所
有
、
町
中
小
川
、
橋
、
下
端
馬
喰
丁
入
口

大
川
、
橋
有
、
此
川
よ
り
便
船
有
、
馬
喰
丁
入
口
木
木
戸

(

マ
マ)

門
有
、
町
中
右
ニ
明
神
堂
あ
り
、」

一
、
足
軽
町

百
軒
程

町
中
小
川
橋
下
端
、
馬
喰
丁
ヘ
之
入
口
、
大
橋
有
、

入
口
境
木
戸
門
有
、
左
之
方
神
明
堂
有
、

（
朱
書
）
高
橋
惣
左
ヱ
門

一
、
牛
島

百
二
十
軒
程

上
端
（（
塚塚
））
、
町
中
左
之
方
観
音
堂
有
、
上
端
山
川

と
云
、
大
橋
有
、
橋
向
左
之
方
宝
影
寺
、
下
端
左
之

方
鳥
海
山
見
ゆ
る
、
扨
御
先
払
出
る
、

一
、
三
ツ
屋

廿
四
・
五
軒
程

一
、
二
ツ
屋

十
軒
程

上
端
猿
田
川
、
橋
有
、
右
の
方
古
沼
あ
り
、

一
、
新
井
田
村

二
十
軒
程

(

仁
井
田

)

三
丁
上
（（
塚塚
））、
右
に
同
、
長
田
村
と
云
有
、
宿
中

薬
師
堂
有
、

一
、
横
山
村

十
軒
程

茶
屋
也
、宿
中
よ
り
久
保
田
の
御
城
、砂
山
見
ゆ
る
、

上
端
右
之
方
愛
宕
堂
有
、

（
朱
書
）
所
と
有

一
、
五
軒
茶
屋

五
・
六
軒
程

五
所
野
と
云
野
原
有
、
佐
竹
様
御
鷹
野
場
所
な
り
、

右
野
方
湊
之
海
見
ゆ
る
、

一
、
豊
成
村

十
軒
程

十
丁
下
（（
塚塚
））、

（
朱
書
）
川
村
澤
右
門

（
朱
書
）
又
九
十
軒

一
、
豊
島

五
十
軒
程

※
上
端
川
端
（（
塚塚
））、
下
十
五
日
馬
継
者
此
塚
川
欠
ニ

而
無
之
、
＊
一
丁
半
下
端
ニ
而
替
な
り
、
船
場
、
右

之
方
山
道
有
、此
道
よ
り
人
馬
共
宮
島
へ
通
る
な
り
、

下
端
右
之
方
古
城
の
跡
有
、
神
明
堂
有
、
宿
中
右
之

方
万
蔵
寺
、
禅
、
上
端
○○
、
十
丁
程
上
ニ
豊
成
川

（（
舟舟
））、
船
渡
、
夏
瀬
越
、
又
仮
橋
、

※
（
朱
書
）「
境
迄
三
里
三
丁
、」

＊
（
朱
書
）「
淀
川
迄
三
里
五
丁
、」

（
朱
書
）
小
野
清
右
衛
門

一
、
和
田
村

五
十
軒
程

淀
川
迄
三
里
三
丁
、

本

百
三
文

カ

六
十
文

夫

五
十
二
文

豊
島
と
十
五
日
代
馬
継
也
、
廿
二
丁
下
豊
島
川
、
舟

渡
、
夏
ハ
瀬
越
、
仮
橋
の
時
も
有
、
下
端
養
伝
寺
、

禅
宗
、

（
朱
書
）
又
十
軒
ト
モ

一
、
石
川
村

廿
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
宿
中
左
之
方
観
音
堂
有
、
下
端
右
之

方
雷
電
堂
有
、

一
、
坂
本
村

廿
軒
程

同
所
船
場
よ
り
少
し
脇
也
、

一
、
宮
崎
村

五
十
軒
程

○○
上
端
石
川
（（
舟舟
））、
舟
渡
、
又
者
瀬
越
、
仮
橋
の
時

も
あ
り
、

モ

一
、
下
甚
内
村

十
五
軒
程

一
、
上
甚
内
村

五
・
六
軒
程

上
端
甚
内
川
、
小
橋
、

165

太田原慶子 佐藤良宣 滝本　敦 本田　伸



茶
屋
有
、
上
端
右
之
方
虚
空
蔵
堂
有
、
左
之
方
権
現

堂
、
上
端
上
坂
よ
り
砂
地
也
、

（
朱
書
）
又
弐
十
軒

一
、
矢
場
勢

三
十
軒
程

（
八
橋
）

半
丁
下
（（
塚塚
））
、、
半
丁
上
砂
川
橋
有
、
左
之
方
御
仕

置
場
所
有
、
下
端
荒
神
社
有
、

一
、
穢
多
町

三
十
軒
程

革
物
・
具
も
の
有
、

一
、
足
軽
町

五
十
軒
程

下
端
町
境
、
木
戸
有
、

一
、
久
保
田

※
豊
島
迄
三
里
三
丁
、

本カ夫

五
十
八
文

同
所
佐
竹
様
御
城
下
、
二
十
万
五
千
八
百
石
余
也
、

右
京
大
夫
様
と
号
ス
、
御
通
り
之
節
御
先
払
出
る
、

御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
本
丁
右
之
方
ヘ
入
小
路
有
、

御
城
ヘ
之
道
也
、
自
分
下
り
之
節
ハ
此
所
ニ
而
切
手

取
、
足
軽
町
と
の
間
境
辻
あ
り
、

※
「
江
戸
よ
り
同
所
迄
百
四
十
三
里
、
和
田
ま
で
三
里
十
五
丁
、

馬
喰
丁
伝
馬
役
所
有
、
町
中
小
川
、
橋
、
下
端
馬
喰
丁
入
口

大
川
、
橋
有
、
此
川
よ
り
便
船
有
、
馬
喰
丁
入
口
木
木
戸

(

マ
マ)

門
有
、
町
中
右
ニ
明
神
堂
あ
り
、」

一
、
足
軽
町

百
軒
程

町
中
小
川
橋
下
端
、
馬
喰
丁
ヘ
之
入
口
、
大
橋
有
、

入
口
境
木
戸
門
有
、
左
之
方
神
明
堂
有
、

（
朱
書
）
高
橋
惣
左
ヱ
門

一
、
牛
島

百
二
十
軒
程

上
端
（（
塚塚
））
、
町
中
左
之
方
観
音
堂
有
、
上
端
山
川

と
云
、
大
橋
有
、
橋
向
左
之
方
宝
影
寺
、
下
端
左
之

方
鳥
海
山
見
ゆ
る
、
扨
御
先
払
出
る
、

一
、
三
ツ
屋

廿
四
・
五
軒
程

一
、
二
ツ
屋

十
軒
程

上
端
猿
田
川
、
橋
有
、
右
の
方
古
沼
あ
り
、

一
、
新
井
田
村

二
十
軒
程

(

仁
井
田

)

三
丁
上
（（
塚塚
））、
右
に
同
、
長
田
村
と
云
有
、
宿
中

薬
師
堂
有
、

一
、
横
山
村

十
軒
程

茶
屋
也
、宿
中
よ
り
久
保
田
の
御
城
、砂
山
見
ゆ
る
、

上
端
右
之
方
愛
宕
堂
有
、

（
朱
書
）
所
と
有

一
、
五
軒
茶
屋

五
・
六
軒
程

五
所
野
と
云
野
原
有
、
佐
竹
様
御
鷹
野
場
所
な
り
、

右
野
方
湊
之
海
見
ゆ
る
、

一
、
豊
成
村

十
軒
程

十
丁
下
（（
塚塚
））、

（
朱
書
）
川
村
澤
右
門

（
朱
書
）
又
九
十
軒

一
、
豊
島

五
十
軒
程

※
上
端
川
端
（（
塚塚
））、
下
十
五
日
馬
継
者
此
塚
川
欠
ニ

而
無
之
、
＊
一
丁
半
下
端
ニ
而
替
な
り
、
船
場
、
右

之
方
山
道
有
、此
道
よ
り
人
馬
共
宮
島
へ
通
る
な
り
、

下
端
右
之
方
古
城
の
跡
有
、
神
明
堂
有
、
宿
中
右
之

方
万
蔵
寺
、
禅
、
上
端
○○
、
十
丁
程
上
ニ
豊
成
川

（（
舟舟
））、
船
渡
、
夏
瀬
越
、
又
仮
橋
、

※
（
朱
書
）「
境
迄
三
里
三
丁
、」

＊
（
朱
書
）「
淀
川
迄
三
里
五
丁
、」

（
朱
書
）
小
野
清
右
衛
門

一
、
和
田
村

五
十
軒
程

淀
川
迄
三
里
三
丁
、

本

百
三
文

カ

六
十
文

夫

五
十
二
文

豊
島
と
十
五
日
代
馬
継
也
、
廿
二
丁
下
豊
島
川
、
舟

渡
、
夏
ハ
瀬
越
、
仮
橋
の
時
も
有
、
下
端
養
伝
寺
、

禅
宗
、

（
朱
書
）
又
十
軒
ト
モ

一
、
石
川
村

廿
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
宿
中
左
之
方
観
音
堂
有
、
下
端
右
之

方
雷
電
堂
有
、

一
、
坂
本
村

廿
軒
程

同
所
船
場
よ
り
少
し
脇
也
、

一
、
宮
崎
村

五
十
軒
程

○○
上
端
石
川
（（
舟舟
））、
舟
渡
、
又
者
瀬
越
、
仮
橋
の
時

も
あ
り
、

モ

一
、
下
甚
内
村

十
五
軒
程

一
、
上
甚
内
村

五
・
六
軒
程

上
端
甚
内
川
、
小
橋
、

164

【新収蔵資料紹介】 「奥州通道中記」



一
、
船
ヶ
沢

二
十
軒
程

二
丁
上
（（
塚塚
））、
蕨
餅
名
物
也
、
下
端
小
橋
、

一
、
船
岡
村

三
十
軒
程

村
中
（（
塚塚
））、
二
丁
上
舟
岡
川
、
小
橋
、
向
長
坂
、

(

マ
マ)

上
り
也
、
此
間
山
越
し
、

一
、
下
芦
壁
村

五
・
六
軒
程

上
端
一
之
渡
と
云
（（
舟舟
））
、、
船
渡
、
夏
ハ
瀬
越
、
仮

橋
之
時
も
有
、

一
、
芦
壁
村

四
・
五
軒
程

下
芦
壁
之
間
二
丁
斗
、

（
朱
書
）
鈴
木
孫
十
郎

一
、
境

八
十
軒
程

上
十
五
日
馬
継
、上
端
左
之
方
佐
竹
様
御
休
所
あ
り
、

地
蔵
堂
あ
り
、
権
現
堂
有
、
右
ニ
唐
松
大
明
神
の
社

有
、
別
当
見
成
院
、
安
産
之
守
出
し
、
同
梅
松
寺
、

禅
、
同
愛
宕
堂
有
、
下
端
左
之
方
大
明
神
堂
有
、

一
、
淀
川

四
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
苅
和
野
迄
二
里
一
丁
、

(

刈
和
野
、
以
下
同)

本

六
十
八
文

カ

四
十
三
文

※

夫

三
十
四
文

下
十
五
日
馬
継
也
、
下
端
淀
川
、
大
橋
、
左
右
庵
寺

二
宇
有
、

※
（
点
羽
）

「
一
、
峰
村

六
・
七
軒
程

六
丁
上
ウ
ト
坂
上
（（
塚塚
））、
宿
中
右
方
福
常
寺
、

禅
、
塚
よ
り
一
丁
上
山
中
左
白
滝
大
明
神
堂
有
、

入
口
鳥
井
有
、
下
之
節
参
詣
候
ハ
ゝ
ウ
ト
坂
下

道
あ
り
、

」

一
、
吉
沢
村

三
十
軒
程

一
、
前
沢
村

三
十
軒
程

一
、
高
木
村

五
・
六
軒
程

（
朱
書
）
今
野
庄
右
衛
門

一
、
苅
和
野

百
五
十
軒
程

二
丁
上
（（
塚塚
））、
新
町
ま
で
一
里
廿
丁
、

本

五
十
四
文

カ

三
十
六
文

夫

二
十
七
文

(

朱
書
）
天
ト
有

同
処
秋
田
家
臣
矢
野
隼
人
知
行
所
、
五
千
石
、
足
軽

（
朱
書
）
拾
人

三
十
人
、
佐
竹
様
よ
り
御
先
払
出
候
得
ハ
、
御
駕
籠

脇
よ
り
挨
拶
、
上
端
左
之
方
神
明
堂
有
、
不
動
院
、

宿
中
右
之
方
佐
竹
様
御
休
所
有
、
左
之
方
清
光
院
、

真
言
、
右
之
方
願
龍
寺
、
門
徒
、
本
念
寺
、
浄
土
、

右
之
方
居
館
有
、
二
丁
半
下
右
古
川
橋
有
、
本
庄
・

亀
田
江
と
追
分
通
路
、
舟
渡
し
、

一
、
新
町

六
十
軒
程

※
二
十
四
丁
上
（（
塚塚
））、
花
館
迄
一
里
廿
丁
九
間
、

※
（
朱
書
）「
神
宮
寺
迄
拾
六
丁
余
、」

本カ夫

廾
四
文

塚
よ
り
十
丁
上
座
当
橋
有
、
是
よ
り
三
丁
上
酢
川
、

天
川
、
大
橋
有
、
橋
向
左
之
方
古
城
之
跡
有
、
山

上
ニ
浮
潟
明
神
堂
、
南
能
寺
、
禅
、

（
朱
書
）
高
橋
名
兵
衛

一
、
神
宮
寺

八
十
軒
程

※
十
四
丁
下
（（
塚塚
））、
上
十
五
日
馬
継
也
、
宿
中
右
之

方
八
幡
社
有
、
蔵
院
、
真
言
、
神
有
、
斎
藤
長
門

(

社)

地
内
住
居
、
御
通
之
節
出
る
事
も
、
△△
有
、
神
宮
寺

川
（（
舟舟
））、
大
舟
渡
、
川
綱
、
御
馳
走
人
出
る
、
御

小
簾
上
る
、
二
丁
先
二
又
舟
渡
有
、
川
向
一
人
、
川

手
前
一
人
出
る
、
川
岸
ニ
番
所
あ
り
、
是
川
綱
之
面

々
待
合
之
所
也
、

※
（
朱
書
）「
花
館
迄
一
里
、」

（
朱
書
）
斎
藤
七
太
郎

一
、
花
館

九
十
軒
程

※
十
一
丁
上
中
川
原
内
（（
塚塚
））、
六
郷
迄
二
里
廿
二
丁

九
間
、

※
（
朱
書
）「
大
曲
迄
十
九
丁
三
拾
間
、」

本

七
十
一
文

カ

四
十
七
文

夫

三
十
七
文

△△
下
十
五
日
馬
継
也
、
五
丁
上
花
館
川
（（
舟舟
））、
舟
渡
、

川
綱
、
御
馳
走
人
出
る
、
御
小
簾
、
川
向
一
人
、
川

手
前
一
人
、
神
宮
寺
と
同
所
へ
も
川
端
番
所
、
右

待
合
之
所
也
、
此
塚
川
欠
ニ
而
無
之
、
中
川
原
之
内

見
合
替
へ
し
、
三
丁
上
ハ
神
宮
寺
渡
也
、
神
宮
寺
嵩

と
云
山
見
ゆ
る
、
往
昔
安
部
貞
任
陣
場
山
の
上
に

三
本
の
杉
見
ゆ
る
、

一
、
大
曲

百
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
同
所
佐
竹
様
御
休
み
所
あ
り
、
右
之

方
宝
泉
寺
、
浄
土
、
夫
よ
り
高
無
川
と
云
、
大
橋
有
、

花
館
と
の
間
並
木
柳
有
、
※
上
十
五
日
馬
継
な
り
、

※
（
点
羽
）

「

一
、
大
曲
新
田

十
五
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、

」

一
、
下
新
井
田

二
十
軒
程

右
之
方
本
阿
ミ
目
村
と
云
大
口
有
、
仙
北
川
の
舟
渡

な
る
と
云
、

一
、
上
新
井
田

十
軒
程

下
端
左
之
方
神
明
堂
有
、

一
、
追
分
茶
屋

四
・
五
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
右
之
方
片
側
村
也
、
右
ニ
鳥
海
山
見

ゆ
る
、
宿
中
左
仙
台
道
あ
り
、
角
間
川
有
、
浅
間
江

之
道
有
、

（
朱
書
）
米
沢
栄
吉

一
、
六
郷

二
百
軒
程

四
丁
上
（（
塚塚
））、
金
沢
迄
一
里
十
五
丁
二
間
、

本

三
十
四
文

カ

二
十
三
文

夫

十
七
文

（
朱
書
）
田
ノ
中

此
所
昔
六
郷
兵
庫
頭
在
城
之
由
、左
之
方
杉
二
本
有
、

城
址
之
由
、
宿
中
左
之
方
薬
師
堂
有
、
大
連
寺
、
浄

土
、諏
訪
明
神
堂
、
上
端
右
之
方
養
泉
寺
、
地
蔵
堂
、

清
水
あ
り
、

＊
（
朱
書
）「
此
間
山
越
し
、」

一
、
野
荒
村

三
十
軒
程

五
丁
上
（（
塚塚
））、
下
端
野
あ
ら
川
、
橋
有
、
＊

一
、
金
沢
本
町

六
十
軒
程

下
端
宿
中
（（
塚塚
））、
横
手
迄
二
里
、

本

五
十
三
文

カ

三
十
四
文

※
夫

二
十
六
文

下
端
左
之
方
鳥
海
弥
三
郎
城
跡
有
、
宿
中
厨
川
と
云

小
川
あ
り
、
橋
之
上
に
景
政
高
名
の
印
杉
二
本
有
、

同
八
幡
社
有
、
右
之
方
連
光
寺
、
門
徒
、
寺
三
・
四

宇
あ
り
、
上
端
左
之
方
中
の
目
川
と
云
ふ
、
小
川
、

橋
有
、
此
間
山
越
な
り
、
景
政
ハ
鎌
倉
の
権
五
郎
か

事
也
、

※(

朱
書)

「
同
所
上
端
左
方
鳥
海
弥
三
郎
古
城
跡
有
、
宿
中
安

部
貞
任
・
宗
任
兄
弟
、
厨
川
ノ
城
ニ
楯
籠
た
る
時
、
相
敵
と

成
源
頼
義
、
康
安
五
年
発
向
之
砌
、
宗
臣
鎌
倉
権
五
郎
景
正
、

(

景
政)

鳥
海
弥
三
郎
ニ
左
の
目
を
い
ら
れ
、
右
川
ニ
而
洗
け
る
、

此
川
の
か
ち
か
目
半
之
由
、
今
ニ
常
ニ
あ
る
よ
し
、」

一
、
金
沢
新
田

五
十
軒
程

中
野
目
村
共
云
、三
村
ニ
切
、宿
中
左
之
方
徳
寿
寺
、

門
徒
、

一
、
中
野
新
田

四
・
五
軒
程

三
丁
上
（（
塚塚
））、
左
之
方
脇
村
也
、
塚
有
故
記
、

一
、
荒
小
屋

五
十
軒
程

一
、
三
貫
関

二
十
軒
程

一
、
安
本

四
・
五
軒
程

一
、
二
ッ
屋

四
・
五
軒
程

一
、
吉
沢

四
・
五
軒
程

（
朱
書
）
松
木
与
三
郎

(

文
カ)

一
、
横
手

五
百
軒
程

※
鍛
冶
町
中
（（
塚塚
））、
湯
沢
迄
四
里
廿
二
丁
、

※
朱
書
「
久
保
田
よ
り
同
所
迄
二
十
里
、」

本

百
五
十
文

カ

百
文

夫

七
十
文

秋
田
家
臣
戸
村
十
太
夫
、知
行
高
六
千
六
百
五
十
石
、

城
主
と
唱
候
由
、御
通
之
節
御
先
払
二
人
出
候
得
ハ
、

御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
小
路
堅
出
る
、
同
断
、
四
日

町
中
左
之
方
阿
弥
陀
堂
有
り
、
夫
よ
り
蛇
ヶ
崎
川
、

大
橋
あ
り
、
橋
向
左
之
方
居
館
見
ゆ
る
、
佐
竹
様
御

休
所
、
夫
よ
り
上
武
家
町
と
云
、
村
か
く
し
辻
有
、

一
、
山
崎
村

六
・
七
軒
程

宿
中
左
薬
師
堂
有
、

一
、
新
堂
柳
田

三
十
軒
程

四
丁
下
（（
塚塚
））、
下
端
赤
坂
三
ツ
有
、
此
間
野
中
な

り
、
右
清
水
有
、
神
明
堂
・
太
子
堂
有
、

一
、
石
成
村

三
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））、
合
の
宿
茶
屋
な
り
、

（
朱
書
）
又
梨
木
場

一
、
梨
馬
場

二
十
軒
程
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下
端
（（
塚塚
））、
同
所
佐
竹
様
御
休
み
所
あ
り
、
右
之

方
宝
泉
寺
、
浄
土
、
夫
よ
り
高
無
川
と
云
、
大
橋
有
、

花
館
と
の
間
並
木
柳
有
、
※
上
十
五
日
馬
継
な
り
、

※
（
点
羽
）

「

一
、
大
曲
新
田

十
五
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、

」

一
、
下
新
井
田

二
十
軒
程

右
之
方
本
阿
ミ
目
村
と
云
大
口
有
、
仙
北
川
の
舟
渡

な
る
と
云
、

一
、
上
新
井
田

十
軒
程

下
端
左
之
方
神
明
堂
有
、

一
、
追
分
茶
屋

四
・
五
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
右
之
方
片
側
村
也
、
右
ニ
鳥
海
山
見

ゆ
る
、
宿
中
左
仙
台
道
あ
り
、
角
間
川
有
、
浅
間
江

之
道
有
、

（
朱
書
）
米
沢
栄
吉

一
、
六
郷

二
百
軒
程

四
丁
上
（（
塚塚
））、
金
沢
迄
一
里
十
五
丁
二
間
、

本

三
十
四
文

カ

二
十
三
文

夫

十
七
文

（
朱
書
）
田
ノ
中

此
所
昔
六
郷
兵
庫
頭
在
城
之
由
、左
之
方
杉
二
本
有
、

城
址
之
由
、
宿
中
左
之
方
薬
師
堂
有
、
大
連
寺
、
浄

土
、諏
訪
明
神
堂
、
上
端
右
之
方
養
泉
寺
、
地
蔵
堂
、

清
水
あ
り
、

＊
（
朱
書
）「
此
間
山
越
し
、」

一
、
野
荒
村

三
十
軒
程

五
丁
上
（（
塚塚
））、
下
端
野
あ
ら
川
、
橋
有
、
＊

一
、
金
沢
本
町

六
十
軒
程

下
端
宿
中
（（
塚塚
））、
横
手
迄
二
里
、

本

五
十
三
文

カ

三
十
四
文

※
夫

二
十
六
文

下
端
左
之
方
鳥
海
弥
三
郎
城
跡
有
、
宿
中
厨
川
と
云

小
川
あ
り
、
橋
之
上
に
景
政
高
名
の
印
杉
二
本
有
、

同
八
幡
社
有
、
右
之
方
連
光
寺
、
門
徒
、
寺
三
・
四

宇
あ
り
、
上
端
左
之
方
中
の
目
川
と
云
ふ
、
小
川
、

橋
有
、
此
間
山
越
な
り
、
景
政
ハ
鎌
倉
の
権
五
郎
か

事
也
、

※(

朱
書)

「
同
所
上
端
左
方
鳥
海
弥
三
郎
古
城
跡
有
、
宿
中
安

部
貞
任
・
宗
任
兄
弟
、
厨
川
ノ
城
ニ
楯
籠
た
る
時
、
相
敵
と

成
源
頼
義
、
康
安
五
年
発
向
之
砌
、
宗
臣
鎌
倉
権
五
郎
景
正
、

(

景
政)

鳥
海
弥
三
郎
ニ
左
の
目
を
い
ら
れ
、
右
川
ニ
而
洗
け
る
、

此
川
の
か
ち
か
目
半
之
由
、
今
ニ
常
ニ
あ
る
よ
し
、」

一
、
金
沢
新
田

五
十
軒
程

中
野
目
村
共
云
、三
村
ニ
切
、宿
中
左
之
方
徳
寿
寺
、

門
徒
、

一
、
中
野
新
田

四
・
五
軒
程

三
丁
上
（（
塚塚
））、
左
之
方
脇
村
也
、
塚
有
故
記
、

一
、
荒
小
屋

五
十
軒
程

一
、
三
貫
関

二
十
軒
程

一
、
安
本

四
・
五
軒
程

一
、
二
ッ
屋

四
・
五
軒
程

一
、
吉
沢

四
・
五
軒
程

（
朱
書
）
松
木
与
三
郎

(

文
カ)

一
、
横
手

五
百
軒
程

※
鍛
冶
町
中
（（
塚塚
））、
湯
沢
迄
四
里
廿
二
丁
、

※
朱
書
「
久
保
田
よ
り
同
所
迄
二
十
里
、」

本

百
五
十
文

カ

百
文

夫

七
十
文

秋
田
家
臣
戸
村
十
太
夫
、知
行
高
六
千
六
百
五
十
石
、

城
主
と
唱
候
由
、御
通
之
節
御
先
払
二
人
出
候
得
ハ
、

御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
小
路
堅
出
る
、
同
断
、
四
日

町
中
左
之
方
阿
弥
陀
堂
有
り
、
夫
よ
り
蛇
ヶ
崎
川
、

大
橋
あ
り
、
橋
向
左
之
方
居
館
見
ゆ
る
、
佐
竹
様
御

休
所
、
夫
よ
り
上
武
家
町
と
云
、
村
か
く
し
辻
有
、

一
、
山
崎
村

六
・
七
軒
程

宿
中
左
薬
師
堂
有
、

一
、
新
堂
柳
田

三
十
軒
程

四
丁
下
（（
塚塚
））、
下
端
赤
坂
三
ツ
有
、
此
間
野
中
な

り
、
右
清
水
有
、
神
明
堂
・
太
子
堂
有
、

一
、
石
成
村

三
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））、
合
の
宿
茶
屋
な
り
、

（
朱
書
）
又
梨
木
場

一
、
梨
馬
場

二
十
軒
程
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下
端
左
之
方
愛
宕
堂
、
宿
中
左
八
幡
宮
社
、
佐
竹
様

御
休
所
、

一
、
古
内
村

十
五
・
六
軒
程

四
丁
上
（（
塚塚
））、（

朱
書
）

一
、
岩
崎
村

「
岩
城
川
（（
舟舟
））、」
三
十
軒
程

一
、
成
沢
村

四
十
軒
程

一
丁
（（
塚塚
））、
宿
中
左
観
音
堂
有
、

（
朱
書
）
四

一
、
杉
沢
村

三
十
軒
程

（
朱
書
）
一
、
杉
沢
荒
原

（
朱
書
）
三
十
軒
程

（
マ
マ
）

一
、
前
森
村

四
十
軒
程

（
新
）

（
朱
書
）
松
井
林
太
郎

一
、
湯
沢

五
百
軒
程

※
上
端
（（
塚塚
））、

※(

朱
書
）「
同
所
よ
り
碇
ヶ
関
迄
五
十
八
里
十
丁
四
十
間
有
、」

院
内
ま
で
三
里
廿
丁
、

本カ夫

五
十
文

同
所
佐
竹
左
衛
門
知
行
所
、
九
千
石
、
万
石
之
格
式

也
、
四
家
之
内
也
、
久
保
田
南
様
と
号
ス
、
町
中
左

居
館
有
、
御
通
之
節
御
先
払
二
人
出
る
、
御
駕
籠
脇

よ
り
挨
拶
、
小
路
堅
無
之
、
下
端
左
観
音
堂
、
宗
泉

寺
、
真
言
、
町
中
湯
沢
と
云
小
川
あ
り
、
上
町
左
之

方
本
光
寺
、
真
言
、
二
丁
下
前
森
丁
入
口
、
小
川
あ

り
、
是
村
境
な
り
、

一
、
関
口
村

六
十
軒
程

下
端
右
之
方
山
田
と
云
人
住
居
之
由
、
城
跡
有
、
左

薬
師
堂
、
赤
坂
岳
と
い
ふ
あ
り
、

一
、
若
狭
村

十
軒
程

一
、
酢
川
村

二
十
軒
程

※
下
端
酢
川
と
云
、
大
橋
有
、
此
川
魚
無
之
、
川
上
温

泉
あ
、宿
中
右
之
方
松
の
根
よ
り
流
出
る
清
水
あ
り
、

(

り
欠)

※
（
朱
書
）「
此
酢
川
、
上
関
村
ノ
次
ニ
有
リ
、
如
何
、」

一
、
下
関
村

三
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、

一
、
上
関
村

五
十
軒
程

宿
中
右
之
方
神
明
堂
有
、
同
右
の
方
に
鳥
海
山
見
ゆ

る
、

一
、
中
泊
村

六
十
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、

一
、
小
野
村

五
十
軒
程

境
村
迄
小
野
七
ヶ
村
と
云
、
往
昔
小
野
好
実
住
、
山

城
の
国
小
野
と
ふ
所
の
人
に
而
、
当
国
の
郡
司
と
な

る
故
、
郷
の
名
を
以
小
野
村
と
云
と
そ
、
好
実
屋
敷

跡
あ
り
、

一
、
水
口
村

五
十
軒
程

宿
中
左
之
方
神
明
・
地
蔵
堂
有
、

一
、
稲
荷
町

二
十
軒
程

下
端
左
の
方
神
明
社
有
、

一
、
吉
町
村

二
十
軒
程

一
、
宮
内
村

二
十
軒
程

宿
中
左
の
方
田
の
畦
に
芍
薬
九
十
九
本
有
、
古
俗
伝

云
、昔
小
野
小
町
の
植
し
所
也
と
、柵
の
中
ニ
あ
り
、

塚
の
面
ニ
大
同
二
年
と
斗
有
、
左
の
方
好
実
の
城
跡

有
、
下
端
左
之
方
権
現
堂
有
、
安
藤
寺
、
禅
宗
、

一
、
古
堂
村

七
・
八
軒
程

（
朱
書
）
又
二
十
軒
程

一
、
境
村

五
十
軒
程

宿
中
左
之
方
山
の
上
に
神
明
堂
有
、
此
所
小
野
七
ヶ

村
之
内
也
、

一
、
横
堀
村

五
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
下
馬
場
村
五
丁
上
横
堀
川
、
大
橋
有
、

右
地
蔵
堂
有
り
、
川
綱
、
両
人
出
る
、

一
、
下
馬
場
村

二
十
軒
程

一
丁
上
馬
場
川
、
橋
有
、

一
、
新
馬
場
村

廿
軒
程

宿
中
左
勢
願
寺
、
※

※
（
朱
書
）「
院
内
迄
廿
五
丁
、」

（
朱
書
）
斎
藤
儀
八
郎

一
、
下
院
内

八
十
軒
程

同
所
秋
田
家
臣
大
山
十
郎
住
居
、
高
七
百
石
、
宿
中

佐
竹
様
御
休
所
有
、御
本
陣
、左
之
方
院
内
川
有
之
、

上
ニ
同
流
之
川
有
、
大
橋
有
、
橋
向
左
観
音
堂
・
薬

師
堂
、
別
当
泉
福
寺
、
天
台
、

一
、
上
院
内

八
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
及
位
迄
三
里
十
一
丁
、

本

二
百
文

カ

百
三
十
文

夫

百
文

上
端
右
之
方
佐
竹
様
御
関
所
有
、
御
番
人
出
下
座
、

御
小
簾
、
下
番
人
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
御

先
払
出
候
得
者
御
関
所
柵
外
ニ
下
座
、
挨
拶
、
宿
中

大
川
、
大
橋
有
、
左
之
方
院
内
川
有
、
右
之
方
ニ
新
能

長
安
寺

院
、
禅
、
下
端
左
之
方
愛
宕
堂
、
仁
王
門
有
、
別
当
、

自
分
上
り
之
節
久
保
田
ニ
而
切
手
取
此
所
ヘ
置
也
、

東
北

秋
田
領

((

ササ))

西
南

新
庄
領

峠
之
上
佐
竹
様
御
休
所
、
是
よ
り
下
り
坂
也
、
峠
下

り
駒
泣
セ
と
い
ふ
難
所
有
、
馬
立
場
之
下
（（
塚塚
））、

小
沢
多
、
上
院
内
、
染
川
あ
り
、

一
、
厚
朴
沢

二
・
三
軒
程

ホ
ウ
ノ
キ

※
一
丁
半
（（
塚塚
））
、、下
端
右
、
羽
州
矢
島
へ
の
道
有
、

一
丁
上
境
川
、
橋
あ
り
、
是
よ
り
半
丁
上
り
七
色
木

有
、
左
の
方
杉
峠
上
り
口
な
り
、
峠
之
上
紫
坂
難
所

な
り
、
御
上
下
共
此
所
ニ
而
御
小
休
、
峠
之
上
左
右

両
界
分
杭
二
本
有
、

ク
ヒ

※
（
朱
書
）「
及
位
迄
之
間
、
所
ゝ
小
沢
有
、
右
ニ
倉
ヶ
館

と
い
ふ
山
有
、
昔
城
跡
之
由
、
館
の
山
ニ
屋
敷
跡
の
由
、

清
水
抔
今
ニ
た
へ
す
し
て
有
、
高
橋
図
書
と
ふ
人
住
居

の
由
、
夫
よ
り
右
ニ
臼
沢
と
い
ふ
あ
り
、」

ソ
レ

（
朱
書
）
高
橋
作
左
衛
門

一
、
及
位

三
十
軒
程

(

の
ぞ
き)

※
金
山
迄
三
里
、

※
（
朱
書
）「
上
中
田
迄
一
里
半
、
同
所
最
上
郡
之
内
、」

本

百
六
十
二
文

カ

百
八
文

夫

八
十
一
文

同
所
戸
沢
様
御
領
分
、
御
通
之
節
御
家
来
出
る
、
御

小
簾
、
御
先
払
両
人
出
る
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

上
端
左
御
関
所
有
、
下
番
人
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ
り

挨
拶
、
左
之
方
家
の
後
に
及
位
川
有
、
六
・
七
丁
上

赤
坂
有
、
下
り
口
右
臼
沼
有
、
夫
よ
り
上
右
倉
ヶ
館

と
云
高
山
あ
り
、昔
城
跡
之
由
、館
之
上
屋
敷
跡
有
、

清
水
有
、
高
橋
図
書
と
い
ふ
人
住
居
之
由
、
ほ
う
の

木
沢
の
間
所
ゝ
小
沢
多
し
、

一
、
下
戸
沢

五
・
六
軒
程

一
丁
上
、
三
丁
半
下
、
丸
森
沢
と
云
、
橋
あ
り
、
此

橋
よ
り
峠
上
り
口
丸
森
山
と
云
山
有
、及
位
と
の
間
、

厚
朴
峠
と
て
難
所
有
、
峠
之
上
狗
つ
き
坂
と
云
難

(

い
ぬ)

所
有
、
峠
の
下
右
之
方
小
社
有
、
夫
よ
り
下
川
橋

（（
塚塚
））、
塚
之
下
及
位
と
云
、
橋
有
、
水
、
上
院
内

峠
近
所
よ
り
流
れ
来
る
也
、

一
、
上
中
田
村

六
・
七
軒
程

同
所
落
合
村
共
云
、
干
餅
名
物
也
、

一
、
本
中
田
村

三
十
軒
程

上
中
田
村
の
間
家
続
、
村
中
左
之
方
山
神
堂
有
、
阿

弥
陀
堂
有
、

（
朱
書
）
又
弐
十
軒

一
、
下
中
田
村

四
十
軒
程

此
所
馬
場
村
共
云
、

一
、
金
山
新
田

四
・
五
軒
程

四
丁
上
森
屋
敷
の
内
（（
塚塚
））、

（
朱
書
）
柴
田
九
平
司

一
、
金
山

八
十
軒
程

新
庄
迄
三
里
半
、

本

百
五
十
文

カ

百
二
文

夫

七
十
文

戸
沢
様
御
領
分
、御
通
之
節
万
宝
院
出
る
、御
小
簾
、

御
先
払
両
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
小
路
堅

出
る
、
同
断
、
金
山
、
川
、
橋
有
、
二
丁
下
長
坂
上

り
、
下
端
左
之
方
愛
宕
堂
、
宿
中
大
法
寺
、
禅
、
万

宝
院
、
山
伏
也（

朱
書
）
又
四
十
軒

一
、
山
崎
村

十
軒
程

一
、
上
代
村

二
十
軒
程

上
端
上
代
橋
有
、

一
、
赤
坂
新
田

十
四
・
五
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
上
代
村
迄
の
間
赤
坂
と
云
三
坂
有
、

雨
天
の
節
ハ
難
所
な
り
、
南
之
方
湯
殿
山
・
鳥
海
山

見
ゆ
る
、
赤
坂
三
ツ
目
下
り
、
右
之
方
小
社
有
、

一
、
和
泉
川
新
田

三
十
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
赤
坂
新
田
迄
の
間
柏
木
並
木
也
、
十

161

太田原慶子 佐藤良宣 滝本　敦 本田　伸



カ

百
三
十
文

夫

百
文

上
端
右
之
方
佐
竹
様
御
関
所
有
、
御
番
人
出
下
座
、

御
小
簾
、
下
番
人
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
御

先
払
出
候
得
者
御
関
所
柵
外
ニ
下
座
、
挨
拶
、
宿
中

大
川
、
大
橋
有
、
左
之
方
院
内
川
有
、
右
之
方
ニ
新
能

長
安
寺

院
、
禅
、
下
端
左
之
方
愛
宕
堂
、
仁
王
門
有
、
別
当
、

自
分
上
り
之
節
久
保
田
ニ
而
切
手
取
此
所
ヘ
置
也
、

東
北

秋
田
領

((

ササ))

西
南

新
庄
領

峠
之
上
佐
竹
様
御
休
所
、
是
よ
り
下
り
坂
也
、
峠
下

り
駒
泣
セ
と
い
ふ
難
所
有
、
馬
立
場
之
下
（（
塚塚
））、

小
沢
多
、
上
院
内
、
染
川
あ
り
、

一
、
厚
朴
沢

二
・
三
軒
程

ホ
ウ
ノ
キ

※
一
丁
半
（（
塚塚
））
、、下
端
右
、
羽
州
矢
島
へ
の
道
有
、

一
丁
上
境
川
、
橋
あ
り
、
是
よ
り
半
丁
上
り
七
色
木

有
、
左
の
方
杉
峠
上
り
口
な
り
、
峠
之
上
紫
坂
難
所

な
り
、
御
上
下
共
此
所
ニ
而
御
小
休
、
峠
之
上
左
右

両
界
分
杭
二
本
有
、

ク
ヒ

※
（
朱
書
）「
及
位
迄
之
間
、
所
ゝ
小
沢
有
、
右
ニ
倉
ヶ
館

と
い
ふ
山
有
、
昔
城
跡
之
由
、
館
の
山
ニ
屋
敷
跡
の
由
、

清
水
抔
今
ニ
た
へ
す
し
て
有
、
高
橋
図
書
と
ふ
人
住
居

の
由
、
夫
よ
り
右
ニ
臼
沢
と
い
ふ
あ
り
、」

ソ
レ

（
朱
書
）
高
橋
作
左
衛
門

一
、
及
位

三
十
軒
程

(

の
ぞ
き)

※
金
山
迄
三
里
、

※
（
朱
書
）「
上
中
田
迄
一
里
半
、
同
所
最
上
郡
之
内
、」

本

百
六
十
二
文

カ

百
八
文

夫

八
十
一
文

同
所
戸
沢
様
御
領
分
、
御
通
之
節
御
家
来
出
る
、
御

小
簾
、
御
先
払
両
人
出
る
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

上
端
左
御
関
所
有
、
下
番
人
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ
り

挨
拶
、
左
之
方
家
の
後
に
及
位
川
有
、
六
・
七
丁
上

赤
坂
有
、
下
り
口
右
臼
沼
有
、
夫
よ
り
上
右
倉
ヶ
館

と
云
高
山
あ
り
、昔
城
跡
之
由
、館
之
上
屋
敷
跡
有
、

清
水
有
、
高
橋
図
書
と
い
ふ
人
住
居
之
由
、
ほ
う
の

木
沢
の
間
所
ゝ
小
沢
多
し
、

一
、
下
戸
沢

五
・
六
軒
程

一
丁
上
、
三
丁
半
下
、
丸
森
沢
と
云
、
橋
あ
り
、
此

橋
よ
り
峠
上
り
口
丸
森
山
と
云
山
有
、及
位
と
の
間
、

厚
朴
峠
と
て
難
所
有
、
峠
之
上
狗
つ
き
坂
と
云
難

(

い
ぬ)

所
有
、
峠
の
下
右
之
方
小
社
有
、
夫
よ
り
下
川
橋

（（
塚塚
））、
塚
之
下
及
位
と
云
、
橋
有
、
水
、
上
院
内

峠
近
所
よ
り
流
れ
来
る
也
、

一
、
上
中
田
村

六
・
七
軒
程

同
所
落
合
村
共
云
、
干
餅
名
物
也
、

一
、
本
中
田
村

三
十
軒
程

上
中
田
村
の
間
家
続
、
村
中
左
之
方
山
神
堂
有
、
阿

弥
陀
堂
有
、

（
朱
書
）
又
弐
十
軒

一
、
下
中
田
村

四
十
軒
程

此
所
馬
場
村
共
云
、

一
、
金
山
新
田

四
・
五
軒
程

四
丁
上
森
屋
敷
の
内
（（
塚塚
））、

（
朱
書
）
柴
田
九
平
司

一
、
金
山

八
十
軒
程

新
庄
迄
三
里
半
、

本

百
五
十
文

カ

百
二
文

夫

七
十
文

戸
沢
様
御
領
分
、御
通
之
節
万
宝
院
出
る
、御
小
簾
、

御
先
払
両
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
小
路
堅

出
る
、
同
断
、
金
山
、
川
、
橋
有
、
二
丁
下
長
坂
上

り
、
下
端
左
之
方
愛
宕
堂
、
宿
中
大
法
寺
、
禅
、
万

宝
院
、
山
伏
也（

朱
書
）
又
四
十
軒

一
、
山
崎
村

十
軒
程

一
、
上
代
村

二
十
軒
程

上
端
上
代
橋
有
、

一
、
赤
坂
新
田

十
四
・
五
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
上
代
村
迄
の
間
赤
坂
と
云
三
坂
有
、

雨
天
の
節
ハ
難
所
な
り
、
南
之
方
湯
殿
山
・
鳥
海
山

見
ゆ
る
、
赤
坂
三
ツ
目
下
り
、
右
之
方
小
社
有
、

一
、
和
泉
川
新
田

三
十
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
赤
坂
新
田
迄
の
間
柏
木
並
木
也
、
十
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八
丁
上
、横
根
沢
と
い
ふ
赤
坂
有
、宿
中
八
幡
社
有
、

一
、
柳
原
村

二
・
三
軒

四
ツ
屋
共
云
、
上
端
泉
川
、
瀬
越
し
、
又
ハ
仮
橋
、

川
綱
、
御
馳
走
人
出
候
得
ハ
御
小
簾
、

一
、
荒
小
屋
村

十
軒
程

（
朱
書
）
古
ト
有

一
、
太
田
村

三
十
軒
程

上
端
右
之
方
八
幡
社
有
、
同
橋
雲
寺
、
永
林
寺
、
常

光
寺
あ
り
、

（
朱
書
）
伊
藤
弥
惣
右
衛
門

一
、
新
庄

三
丁
下
（（
塚塚
））、
船
形
迄
二
里
八
丁
、

本

八
十
六
文

カ

五
十
九
文

夫

四
十
三
文

羽
州
最
上
郡
戸
沢
上
総
介
様
御
城
下
、六
万
八
千
石
、

御
通
之
節
御
馳
走
人
出
る
、御
小
簾
、御
先
払
両
人
、

小
路
堅
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
也
、
町
中
右
之

方
御
城
御
門
見
ゆ
る
、
下
番
人
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ

り
挨
拶
、
又
二
・
三
十
丁
行
ハ
御
門
見
ゆ
る
、
下
番

人
下
座
、
挨
拶
、
下
端
六
日
町
中
右
長
泉
寺
、
禅
、

松
岸
寺
、
天
台
、
十
日
町
左
泉
正
寺
、
門
徒
、
右
之

方
泉
龍
寺
、
小
川
、
町
中
さ
す
の
川
と
い
ふ
、
大
橋

(

差
首
野

)

有
、
夫
よ
り
茶
屋
町
下
端
か
く
し
辻
あ
り
、

一
、
足
軽
町

五
十
軒
程

上
端
左
の
方
愛
宕
堂
有
、
夫
よ
り
下
大
川
橋
有
、

（
朱
書
）
又
十
軒

一
、
茶
屋
町

五
十
軒
程

一
、
鳥
越
町

二
十
軒
程

八
丁
下
（（
塚塚
））、

一
、
太
平
ヶ
口
村

三
・
四
軒
程

十
丁
下
（（
塚塚
））、

一
、
椚
木
村

五
・
六
軒
程

ク
ノ
キ

小
茶
屋
有
、
右
庄
内
へ
の
追
分
道
有
、
く
の
木
有
、

鳥
越
の
間
柏
木
並
木
也
、

（
朱
書
）
早
坂
文
兵
衛
、
清
水
半
助

（
朱
書
）
又
七
十
軒

一
、
船
形

百
軒
程

名
木
沢
迄
一
里
半
、

本

六
十
四
文

カ

四
十
四
文

夫

三
十
三
文

同
所
迄
新
庄
領
也
、
下
端
右
御
関
所
有
、
御
通
之
節

番
人
下
座
、
外
ニ
御
先
払
両
人
出
ル
、
左
之
方
八
幡

社
有
、
長
泉
寺
、
禅
、
上
端
猿
羽
根
川
（（
舟舟
））
、、
△△

船
渡
、
川
綱
、
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
水
無
時

ハ
瀬
越
、
御
下
向
之
節
ハ
川
端
ニ
而
馬
継
也
、

西
之
方

新
庄
領

((

ササ))

東
之
方

松
前
様
御
預
地

一
、
名
木
沢

六
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））、
尾
花
沢
迄
二
里
、

本

八
十
三
文

カ

六
十
八
文

夫

四
十
三
文

同
所
松
前
伊
豆
守
様
御
預
地
一
万
三
千
石
之
内
、
御

通
之
節
御
先
払
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
芦
沢

と
の
間
野
間
也
、最
上
川
見
ユ
、戸
羽
坂
と
云
坂
有
、

下
端
坂
下
名
木
沢
と
云
小
川
有
、
右
の
方
土
手
、
番

所
有
、
山
形
よ
り
之
切
手
此
処
へ
置
也
、
尤
自
分
下

※
（
朱
書
）
当
時
無
之
、

り
之
節
也
、船
形
迄
之
間
山
越
、三
十
一
丁
下
猿
羽
根

サ

ハ

子

峠
有
、
山
中
（（
塚塚
））、
塚
よ
り
六
丁
程
坂
の
上
ニ
両

境
分
杭
二
本
有
、
宿
中
右
之
方
長
仙
寺
、
禅
、

一
、
芦
沢
村

三
十
軒
程

宿
中
右
之
方
大
石
道
有
、
右
名
木
沢
也
、
此
山
越
右

之
方
最
上
川
見
ゆ
る
、

一
、
野
黒
沢

三
十
軒
程

一
丁
下
坂
上
（（
塚塚
））、
下
端
野
黒
沢
と
云
小
川
、
橋

有
、
宿
中
右
之
方
諏
訪
堂
、
別
当
一
明
院
、

一
、
萩
ヶ
袋

三
十
軒
程

宿
中
左
方
報
教
院
、
禅

（
朱
書
）
笹
森
保
三
郎

一
、
尾
花
沢

四
百
軒
程

※
本
飯
田
迄
二
里
、

本

五
十
四
文

カ

三
十
九
文

夫

二
十
七
文

※
（
朱
書
）「
土
生
田
迄
一
里
半
、」

同
所
松
前
様
御
預
地
一
万
三
千
石
之
内
也
、
御
通
之

節
ハ
御
先
払
出
候
得
者
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
宿

中
左
仙
台
江
之
道
有
、同
古
城
之
跡
有
、御
陣
屋
有
、

即
御
代
官
役
所
也
、往
昔
鳥
井
佐
兵
衛
亮
住
居
之
由
、

鳥
井
伊
賀
守
先
祖
也
、
左
龍
正
寺
、
倉
迎
寺
、
真
教

寺
、
山
王
堂
、
天
神
堂

有
、
了
仙
寺
、
七
丁
上
乳

井
と
云
（（
舟舟
））、
△△
船
渡
、

川
綱
、
御
手
代
出
ル
、

御
小
簾
、

一
、
滝
村
（
朱
書
）「
又
疣
取
村
と
有
、」

二
十
軒
程

下
端
滝
川
、
瀬
越
、
又
ハ
仮
橋
也
、
上
端
右
之
方
大

石
田
辺
・
尾
花
沢
家
続
也
、
七
日
町
の
間
入
口
左
之

方
六
角
石
、
高
三
尺
位
（（
塚塚
））、

一
、
横
内
村

二
十
軒
程

下
端
な
め
川
、
瀨
越
、
又
者
仮
橋
也
、

一
、
追
分
茶
屋

三
・
四
軒
程

二
丁
下
（（
塚塚
））、

一
、
土
生
田

五
十
軒
程

※
上
十
五
日
馬
継
也
、御
通
之
節
御
先
払
出
ル
、挨
拶
、

右
之
方
薬
師
堂
、
貞
養
寺
、
禅
宗
、
松
前
様
三
万
石

之
内
也
、

※
（
朱
書
）「
本
飯
田
迄
十
八
丁
、
館
岡
迄
一
里
半
、」

一
、
本
飯
田

六
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））、
館
岡
迄
一
里
八
丁
、

本

四
十
六
文

カ

三
十
四
文

夫

二
十
三
文

（
朱
書
）「
下
十
五
日
馬
継
也
、
松
前
様
御
領
分
三
万
石
之
内
也
、」

御
通
り
之
節
御
先
払
い
出
ル
、
挨
拶
、
下
端
左
出
城

跡
有
、
宿
中
右
菩
提
院
、
左
石
山
の
上
に
遠
見
番
所

有
、

一
、
金
屋
村

三
十
軒
程

一
、
林
崎

五
十
軒
程

同
所
御
代
官
支
配
所
也
、
御
手
代
等
出
ル
、
左
之
方

古
城
之
跡
有
、
居
合
夢
想
之
神
也
、
宿
中
左
之
方
喜

福
寺
、
禅
、

一
、
館
岡

二
百
軒
程

（
朱
書
）
又
二

上
端
（（
塚塚
））、
※
六
田
迄
一
里
十
六
丁
、

※
（
朱
書
）「
宮
崎
迄
一
里
四
丁
、」

本カ夫

（
朱
書
）
同
所
秋
元
但
馬
守
様
御
領
分
之
内
な
り
、

御
通
之
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
同
所
ニ
而

阿
部
能
登
守
様
御
家
来
・
御
先
払
両
人
出
ル
、
御
駕

籠
脇
よ
り
挨
拶
、左
小
松
沢
観
音
堂
の
追
分
道
あ
り
、

宿
中
左
の
方
正
安
寺
、
本
覚
寺
、
山
口
ニ
浮
中
と
云

額
、
入
口
門
の
上
ニ
あ
り
、
夫
よ
り
上
右
之
方
愛
宕

堂
、
徳
正
寺
、
左
方
城
跡
有
、
昔
館
岡
甲
斐
と
い
ふ

人
住
居
之
由
、
右
之
方
家
後
五
・
六
丁
先
最
上
川
見

ゆ
る
、
六
丁
先
上
清
水
有
、
上
端
町
中
界
辻
有
、
大

石
有
、
上
端
清
水
二
ヶ
所
有
、

（
朱
書
）
又
四
十
軒

一
、
宮
崎

七
十
軒
程

（
朱
書
）
御
代
官
支
配
、

一
丁
上
（（
塚塚
））、
上
十
五
日
馬
継
也
、
同
所
ニ
而
御

手
代
出
ル
、
宿
中
観
音
堂
、
左
之
方
常
恩
寺
、
浄
土
、

下
端
よ
り
館
岡
迄
の
間
い
ろ
は
林
と
云
て
、
石
橋
四

十
八
有
、
十
五
丁
下
に
左
之
方
湯
殿
山
見
ゆ
る
、

一
、
六
田

六
十
軒
程

天
童
迄
二
里
廿
丁
、

本

八
拾
文

カ

五
十
文

夫

三
十
八
文

下
十
五
日
馬
継
也
、
御
通
の
節
御
代
官
出
ル
、
御
小

簾
、
宿
中
二
ヶ
寺
有
、
上
端
白
砂
川
、
瀬
越
、

一
、
四
ツ
谷
新
田

七
・
八
軒
程

（
朱
書
）
御
代
官
支
配

一
、
若
木
新
田

四
十
軒
程

（
朱
書
）
御
代
官
支
配
所
也
、

一
丁
下
（（
塚塚
））、
宿
中
若
木
ノ
森
有
、
別
当
山
伏
石

宝
院
、
疱
瘡
の
守
出
ル
、
御
通
の
節
石
宝
院
出
ル
、

御
小
簾
、
上
端
よ
り
四
丁
半
上
、
野
川
と
云
川
、瀬
、

尤
別
当
よ
り
御
先
払
両
人
出
ル
、
挨
拶
ニ
不
及
、

一
、
乱
川
村

三
十
軒
程

（
朱
書
）
御
代
官
支
配
地
、

上
端
乱
川
、
瀬
越
、

一
、
久
野
本
村

三
十
軒
程

四
丁
半
（（
塚塚
））、
六
丁
下
天
部
川
の
大
橋
有
、

一
、
老
野
森
村

二
十
軒
程
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節
ハ
御
先
払
出
候
得
者
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
宿

中
左
仙
台
江
之
道
有
、同
古
城
之
跡
有
、御
陣
屋
有
、

即
御
代
官
役
所
也
、往
昔
鳥
井
佐
兵
衛
亮
住
居
之
由
、

鳥
井
伊
賀
守
先
祖
也
、
左
龍
正
寺
、
倉
迎
寺
、
真
教

寺
、
山
王
堂
、
天
神
堂

有
、
了
仙
寺
、
七
丁
上
乳

井
と
云
（（
舟舟
））、
△△
船
渡
、

川
綱
、
御
手
代
出
ル
、

御
小
簾
、

一
、
滝
村
（
朱
書
）「
又
疣
取
村
と
有
、」

二
十
軒
程

下
端
滝
川
、
瀬
越
、
又
ハ
仮
橋
也
、
上
端
右
之
方
大

石
田
辺
・
尾
花
沢
家
続
也
、
七
日
町
の
間
入
口
左
之

方
六
角
石
、
高
三
尺
位
（（
塚塚
））、

一
、
横
内
村

二
十
軒
程

下
端
な
め
川
、
瀨
越
、
又
者
仮
橋
也
、

一
、
追
分
茶
屋

三
・
四
軒
程

二
丁
下
（（
塚塚
））、

一
、
土
生
田

五
十
軒
程

※
上
十
五
日
馬
継
也
、御
通
之
節
御
先
払
出
ル
、挨
拶
、

右
之
方
薬
師
堂
、
貞
養
寺
、
禅
宗
、
松
前
様
三
万
石

之
内
也
、

※
（
朱
書
）「
本
飯
田
迄
十
八
丁
、
館
岡
迄
一
里
半
、」

一
、
本
飯
田

六
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））、
館
岡
迄
一
里
八
丁
、

本

四
十
六
文

カ

三
十
四
文

夫

二
十
三
文

（
朱
書
）「
下
十
五
日
馬
継
也
、
松
前
様
御
領
分
三
万
石
之
内
也
、」

御
通
り
之
節
御
先
払
い
出
ル
、
挨
拶
、
下
端
左
出
城

跡
有
、
宿
中
右
菩
提
院
、
左
石
山
の
上
に
遠
見
番
所

有
、

一
、
金
屋
村

三
十
軒
程

一
、
林
崎

五
十
軒
程

同
所
御
代
官
支
配
所
也
、
御
手
代
等
出
ル
、
左
之
方

古
城
之
跡
有
、
居
合
夢
想
之
神
也
、
宿
中
左
之
方
喜

福
寺
、
禅
、

一
、
館
岡

二
百
軒
程

（
朱
書
）
又
二

上
端
（（
塚塚
））、
※
六
田
迄
一
里
十
六
丁
、

※
（
朱
書
）「
宮
崎
迄
一
里
四
丁
、」

本カ夫

（
朱
書
）
同
所
秋
元
但
馬
守
様
御
領
分
之
内
な
り
、

御
通
之
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
同
所
ニ
而

阿
部
能
登
守
様
御
家
来
・
御
先
払
両
人
出
ル
、
御
駕

籠
脇
よ
り
挨
拶
、左
小
松
沢
観
音
堂
の
追
分
道
あ
り
、

宿
中
左
の
方
正
安
寺
、
本
覚
寺
、
山
口
ニ
浮
中
と
云

額
、
入
口
門
の
上
ニ
あ
り
、
夫
よ
り
上
右
之
方
愛
宕

堂
、
徳
正
寺
、
左
方
城
跡
有
、
昔
館
岡
甲
斐
と
い
ふ

人
住
居
之
由
、
右
之
方
家
後
五
・
六
丁
先
最
上
川
見

ゆ
る
、
六
丁
先
上
清
水
有
、
上
端
町
中
界
辻
有
、
大

石
有
、
上
端
清
水
二
ヶ
所
有
、

（
朱
書
）
又
四
十
軒

一
、
宮
崎

七
十
軒
程

（
朱
書
）
御
代
官
支
配
、

一
丁
上
（（
塚塚
））、
上
十
五
日
馬
継
也
、
同
所
ニ
而
御

手
代
出
ル
、
宿
中
観
音
堂
、
左
之
方
常
恩
寺
、
浄
土
、

下
端
よ
り
館
岡
迄
の
間
い
ろ
は
林
と
云
て
、
石
橋
四

十
八
有
、
十
五
丁
下
に
左
之
方
湯
殿
山
見
ゆ
る
、

一
、
六
田

六
十
軒
程

天
童
迄
二
里
廿
丁
、

本

八
拾
文

カ

五
十
文

夫

三
十
八
文

下
十
五
日
馬
継
也
、
御
通
の
節
御
代
官
出
ル
、
御
小

簾
、
宿
中
二
ヶ
寺
有
、
上
端
白
砂
川
、
瀬
越
、

一
、
四
ツ
谷
新
田

七
・
八
軒
程

（
朱
書
）
御
代
官
支
配

一
、
若
木
新
田

四
十
軒
程

（
朱
書
）
御
代
官
支
配
所
也
、

一
丁
下
（（
塚塚
））、
宿
中
若
木
ノ
森
有
、
別
当
山
伏
石

宝
院
、
疱
瘡
の
守
出
ル
、
御
通
の
節
石
宝
院
出
ル
、

御
小
簾
、
上
端
よ
り
四
丁
半
上
、
野
川
と
云
川
、瀬
、

尤
別
当
よ
り
御
先
払
両
人
出
ル
、
挨
拶
ニ
不
及
、

一
、
乱
川
村

三
十
軒
程

（
朱
書
）
御
代
官
支
配
地
、

上
端
乱
川
、
瀬
越
、

一
、
久
野
本
村

三
十
軒
程

四
丁
半
（（
塚塚
））、
六
丁
下
天
部
川
の
大
橋
有
、

一
、
老
野
森
村

二
十
軒
程
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宿
中
左
浄
福
寺
、
浄
土
、
右
の
方
仙
台
追
分
道
有
、

此
間
家
続
也
、

南

羽
州
天
童
領

（（
ササ
））

北

常
州
土
浦
領

（
朱
書
）
金
子
栄
助

一
、
天
童

五
百
軒
程

（
朱
書
）
又
三
里
と
有
、

山
形
迄
三
里
半
、

本

百
九
文

カ

七
十
三
文

夫

五
十
四
文

同
所
織
田
左
近
将
監
様
御
城
下
、高
二
万
石
之
内
也
、

御
通
之
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

下
端
左
東
福
寺
、
宿
中
左
の
方
古
城
の
跡
有
、
昔
天

童
修
理
亮
住
居
の
由
、
町
中
に
薬
師
堂
、
三
宝
寺
、

上
端
神
光
寺
、
天
童
川
有
、

一
、
芳
賀
村

三
十
軒
程

（
朱
書
）
同
所
館
林
領
分
也
、

三
丁
上
（（
塚塚
））、
二
丁
半
程
上
右
方
清
水
有
、

（
朱
書
）
又
蔵
増
門
伝
村
と
有
、

一
、
門
前
町

二
十
軒
程

同
所
館
林
御
領
分
也
、
御
代
官
入
交
り
の
由
、

一
、
清
池
村

廿
軒
程

下
端
立
屋
川
、
瀬
越
、
館
林
御
領
分
也
、
一
説
ニ
生

池
村
共
云
、

（
懸
紙
抹
消
）

｢

南
方

米
沢
領

北
方

御
代
官
領

｣

一
、
漆
山
村

五
十
軒
程

一
丁
下
松
一
本
（（
塚塚
））、
同
所
秋
元
但
馬
守
様
御
領

分
六
万
石
の
内
也
、
御
通
之
節
秋
元
様
よ
り
勤
番
役

人
為
御
馳
走
出
ル
、
宿
中
左
正
一
位
稲
荷
社
あ
り
、

右
方
光
善
寺
、
門
徒
、
円
行
寺
、
上
藤
院
、
禅
、
湯

殿
山
ヘ
の
道
あ
り
、

一
、
七
浦
村

七
十
軒
程

水
野
様
御
領
分
也
、
右
之
方
庚
申
堂
、
稲
荷
堂
、
又

観
音
堂
あ
り
、

一
、
七
浦
新
田

二
十
軒
程

同
所
館
林
御
領
分
也
、

南
方

山
形
領

（（
ササ
））

北
方

館
林
領

一
、
長
町
村

九
十
軒
程

宿
中
右
正
念
寺
、
上
端
左
観
音
堂
、

下
端
ぬ
る
川
、
瀬
越
、

一
、
沖
野
原
村

二
十
軒
程

上
端
村
隠
辻
（（
塚塚
））、

（
朱
書
）
又
三
百
軒
余

一
、
銅
町

五
・
六
軒
程

同
所
右
側
家
也
、
一
丁
下
ま
み
か
崎
川
、
瀬
越
、

(
馬
見
ヶ
崎)

川
向
沖
ノ
沢
村
也
、

（
朱
書
）
後
藤
小
平
次

一
、
山
形

十
日
町
（（
塚塚
））、
松
原
迄
一
里
十
九
丁
四
十
八
間
、

本

四
十
九
文

カ

三
十
四
文

夫

二
十
五
文

羽
州
村
山
郡
山
形
、
江
戸
よ
り
九
十
四
里
十
九
丁
十

一
間
也
、
水
野
大
監
物
様
御
城
下
、
五
万
石
、
御
止

宿
の
節
、
御
国
・
江
戸
よ
り
之
御
飛
脚
御
同
所
ニ
而

落
合
、江
戸
・
御
国
引
違
御
飛
脚
立
、伺
御
機
嫌
有
、

役
人
衆
改
方
へ
も
回
る
、
御
通
の
節
御
馳
走
人
出
、

御
小
簾
、
御
先
払
両
人
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
上

端
左
之
方
庚
申
堂
、
左
中
寺
有
、
本
行
寺
、
八
日
町

中
右
之
方
光
善
寺
、
禅
、
御
朱
印
、
二
百
石
也
、
六

日
町
左
の
方
伝
馬
役
所
有
、
七
日
町
左
の
方
御
城
追

手
御
門
見
ゆ
る
、御
番
人
下
座
、西
の
方
笹
屋
道
有
、

自
分
登
り
節
同
所
ニ
而
切
手
取
、
下
り
之
節
同
所
ニ

而
取
、
名
木
沢
ヘ
置
也
、
下
宮
町
右
之
方
泉
正
寺
、

浄
土
、
光
常
寺
、
禅
、
常
寿
寺
、
天
台
、
夫
よ
り
右

光
忠
寺
、
浄
土
、
下
端
辻
有
、
御
城
御
門
見
ゆ
る
、

自
登
之
節
切
手
松
原
へ
置
也
、

(

分
脱)

一
、
南
館
町

三
十
軒
程

同
所
山
形
領
也
、
下
端
千
年
山
と
い
ふ
山
見
ゆ
る
、

一
丁
上
山
形
入
口
、
村
隠
辻
有
、

北
方

山
形
領

（（
ササ
））

南
方

佐
倉
領

一
、
吉
原
村

二
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
同
所
下
総
佐
倉
領
、
堀
田
備
中
守
様

御
領
分
、
御
通
り
之
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、

御
先
払
両
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
上
端
小

川
有
、
境
杭
二
本
有
、

西
方

山
形
領

（（
ササ
））

東
方

佐
倉
領

同
境
下
次
川
と
い
ふ
、
舟
渡
し
、
川
綱
、
御
馳
走
人

出
ル
、

一
、
片
谷
地

三
十
軒
程

山
形
領
な
り
、

（
朱
書
）
草
刈
市
郎
右
衛
門

一
、
松
原
村

五
十
軒
程

※
上
の
山
迄
一
里
十
一
丁
、

本

五
十
九
文

カ

三
十
七
文

夫

二
十
八
文

此
所
山
形
領
、
吉
原
村
の
御
先
払
此
所
迄
出
ル
、
右

御
関
所
あ
り
、
御
番
人
下
座
候
而
、
御
小
簾
、
下
番

人
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
下
端
入
口
木
戸
門
有
、

※
（
朱
書
）「
同
所
右
方
山
形
御
関
所
有
、
御
家
中
自
分
登

リ
之
節
ハ
山
形
ニ
而
取
候
切
手
此
処
ニ
置
、」

一
、
黒
沢
村

三
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
松
原
村
と
続
村
也
、
下
端
黒
沢
と
い

ふ
川
有
、
橋
也
、
此
塚
よ
り
猿
羽
根
山
塚
迄
之
間
十

五
里
、
是
出
羽
国
十
五
里
ヶ
原
と
い
ふ
、
此
間
山
な

し
、
平
地
な
り
、

一
、
黒
沢
新
田

二
・
三
軒
程

（
朱
書
）
ヽ

※
下
端
黒
沢
坂
と
い
ふ
大
難
処
有
、
館
の
峠
と
も
い
ふ

城
跡
の
よ
し
、
尤
御
代
官
領
な
り
、

南
方

上
の
山
領

※
（
朱
書
）「
ヽ
飯
」

（（
ササ
））

北
方

御
代
官
領

両
境
黒
沢
新
田
迄
之
内
佐
倉
領
・
上
の
山
領
・
御
代

官
領
入
交
有
之
、
峠
御
休
所
有
之
、

一
、
四
ツ
屋
新
田

十
軒
程

五
丁
上
右
地
蔵
左
右
に
有
（（
塚塚
））
、
同
所
家
は
な
れ

〳
〵
に
有
、
左
之
方
黒
山
と
い
ふ
森
有
、
宿
中
左
之

方
上
之
山
御
関
所
有
、
御
通
り
の
節
御
番
人
下
座
候

ハ
ゝ
御
小
簾
、
下
番
人
挨
拶
、
尤
松
平
※
山
城
守
様

御
家
来
也
、
外
御
先
払
壱
人
出
ル
、
上
五
丁
石
地
蔵

有
、
右
之
方
両
境
杭
あ
り
、

※(

朱
書)

「
上
ノ
山
ノ
前
足
軽
町
十
軒
位
、下
端
町
境
ノ
辻
有
、」

（
朱
書
）
原
田
周
蔵

一
、
上
の
山

※
町
中
右
温
泉
有
（（
塚塚
））
、
楢
下
迄
二
里
八
丁
、

※
（
朱
書
）「
同
所
よ
り
江
戸
迄
九
十
里
廿
八
丁
廿
三
間
、」

本

五
十
九
文

カ

三
十
七
文

夫

二
十
八
文

同
所
松
平
山
城
守
様
御
城
下
、
高
三
万
石
、
御
通
の

節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
三
人
出
ル
、

小
路
堅
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
町
中
追
手
御

門
見
ゆ
る
、
下
番
人
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

下
端
前
川
と
云
、
大
橋
有
、
上
町
界
辻
あ
り
、

一
、
長
清
水
村

二
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
清
水
川
、
小
川
、
橋
有
、
同
所
入
口

村
隠
辻
有
、

一
、
下
関
根
村

四
十
軒
程

※
右
二
ヶ
村
続
也
、
左
之
方
米
沢
道
有
、

※
（
朱
書
）「
中
関
根
村
四
十
軒
程
一
丁
隔
り
、」

一
、
上
関
根
村

六
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
中
関
根
と
上
関
根
と
家
続
也
、

一
、
皆
沢
村

二
十
軒
程

関
根
の
雑
木
並
木
、

一
、
姥
ヶ
袋
村

十
軒
程

左
之
方
楢
下
道
有
、

（
朱
書
）
桧
山
文
吉

一
、
楢
下

八
十
軒
程

湯
ノ
原
ま
で
三
里
十
二
丁
、

本カ夫

九
十
六
文

同
所
上
の
山
領
、
赤
山
川
、
大
橋
有
、
右
之
方
御
関

所
有
、
御
通
の
節
御
番
人
出
ル
、
御
小
簾
、
下
番
人

御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
御
先
払
一
人
出
ル
、
楢
下
不

動
、
別
当
右
京
坊
、
楢
下
峠
江
出
ル
、
御
小
簾
、
不

動
御
参
詣
有
、
自
分
登
之
節
上
の
山
ニ
而
取
切
手
、
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御
先
払
両
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
上
端
小

川
有
、
境
杭
二
本
有
、

西
方

山
形
領

（（
ササ
））

東
方

佐
倉
領

同
境
下
次
川
と
い
ふ
、
舟
渡
し
、
川
綱
、
御
馳
走
人

出
ル
、

一
、
片
谷
地

三
十
軒
程

山
形
領
な
り
、

（
朱
書
）
草
刈
市
郎
右
衛
門

一
、
松
原
村

五
十
軒
程

※
上
の
山
迄
一
里
十
一
丁
、

本

五
十
九
文

カ

三
十
七
文

夫

二
十
八
文

此
所
山
形
領
、
吉
原
村
の
御
先
払
此
所
迄
出
ル
、
右

御
関
所
あ
り
、
御
番
人
下
座
候
而
、
御
小
簾
、
下
番

人
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
下
端
入
口
木
戸
門
有
、

※
（
朱
書
）「
同
所
右
方
山
形
御
関
所
有
、
御
家
中
自
分
登

リ
之
節
ハ
山
形
ニ
而
取
候
切
手
此
処
ニ
置
、」

一
、
黒
沢
村

三
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
松
原
村
と
続
村
也
、
下
端
黒
沢
と
い

ふ
川
有
、
橋
也
、
此
塚
よ
り
猿
羽
根
山
塚
迄
之
間
十

五
里
、
是
出
羽
国
十
五
里
ヶ
原
と
い
ふ
、
此
間
山
な

し
、
平
地
な
り
、

一
、
黒
沢
新
田

二
・
三
軒
程

（
朱
書
）
ヽ

※
下
端
黒
沢
坂
と
い
ふ
大
難
処
有
、
館
の
峠
と
も
い
ふ

城
跡
の
よ
し
、
尤
御
代
官
領
な
り
、

南
方

上
の
山
領

※
（
朱
書
）「
ヽ
飯
」

（（
ササ
））

北
方

御
代
官
領

両
境
黒
沢
新
田
迄
之
内
佐
倉
領
・
上
の
山
領
・
御
代

官
領
入
交
有
之
、
峠
御
休
所
有
之
、

一
、
四
ツ
屋
新
田

十
軒
程

五
丁
上
右
地
蔵
左
右
に
有
（（
塚塚
））
、
同
所
家
は
な
れ

〳
〵
に
有
、
左
之
方
黒
山
と
い
ふ
森
有
、
宿
中
左
之

方
上
之
山
御
関
所
有
、
御
通
り
の
節
御
番
人
下
座
候

ハ
ゝ
御
小
簾
、
下
番
人
挨
拶
、
尤
松
平
※
山
城
守
様

御
家
来
也
、
外
御
先
払
壱
人
出
ル
、
上
五
丁
石
地
蔵

有
、
右
之
方
両
境
杭
あ
り
、

※(
朱
書)

「
上
ノ
山
ノ
前
足
軽
町
十
軒
位
、下
端
町
境
ノ
辻
有
、」

（
朱
書
）
原
田
周
蔵

一
、
上
の
山

※
町
中
右
温
泉
有
（（
塚塚
））
、
楢
下
迄
二
里
八
丁
、

※
（
朱
書
）「
同
所
よ
り
江
戸
迄
九
十
里
廿
八
丁
廿
三
間
、」

本

五
十
九
文

カ

三
十
七
文

夫

二
十
八
文

同
所
松
平
山
城
守
様
御
城
下
、
高
三
万
石
、
御
通
の

節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
三
人
出
ル
、

小
路
堅
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
町
中
追
手
御

門
見
ゆ
る
、
下
番
人
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

下
端
前
川
と
云
、
大
橋
有
、
上
町
界
辻
あ
り
、

一
、
長
清
水
村

二
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
清
水
川
、
小
川
、
橋
有
、
同
所
入
口

村
隠
辻
有
、

一
、
下
関
根
村

四
十
軒
程

※
右
二
ヶ
村
続
也
、
左
之
方
米
沢
道
有
、

※
（
朱
書
）「
中
関
根
村
四
十
軒
程
一
丁
隔
り
、」

一
、
上
関
根
村

六
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
中
関
根
と
上
関
根
と
家
続
也
、

一
、
皆
沢
村

二
十
軒
程

関
根
の
雑
木
並
木
、

一
、
姥
ヶ
袋
村

十
軒
程

左
之
方
楢
下
道
有
、

（
朱
書
）
桧
山
文
吉

一
、
楢
下

八
十
軒
程

湯
ノ
原
ま
で
三
里
十
二
丁
、

本カ夫

九
十
六
文

同
所
上
の
山
領
、
赤
山
川
、
大
橋
有
、
右
之
方
御
関

所
有
、
御
通
の
節
御
番
人
出
ル
、
御
小
簾
、
下
番
人

御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
御
先
払
一
人
出
ル
、
楢
下
不

動
、
別
当
右
京
坊
、
楢
下
峠
江
出
ル
、
御
小
簾
、
不

動
御
参
詣
有
、
自
分
登
之
節
上
の
山
ニ
而
取
切
手
、
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此
所
江
置
也
、
上
端
右
之
方
高
山
有
、
二
丁
上
右
諏

訪
明
神
堂
あ
り
、

一
、
赤
山
新
田

五
・
六
軒
程

七
丁
上
（（
塚塚
））
、
赤
山
川
、
大
橋
有
、
下
端
右
の
方

山
神
堂
有
、

一
、
金
山
茶
屋

二
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））
、
上
の
山
領
也
、
御
通
の
節
茶
屋
ニ

而
御
休
被
遊
候
、
上
端
右
稲
荷
堂
有
、
御
登
ハ
上
端

山
際
の
茶
屋
ヘ
被
為
入
候
、
御
下
ハ
宿
中
の
茶
屋
へ

被
為
入
候
而
御
休
也
、

西
南

仙
台
領

（（
ササ
））

東
北

上
の
山
領

奥
羽
の
両
境
な
り
、
右
之
方
不
動
の
社
有
、
茶
屋
一

軒
有
、
金
山
迄
の
間
楢
下
九
折
長
坂
な
り
、
山
中
ニ

金
堀
山
有
、
小
沢
多
し
、

一
、
桧
皮
新
田

三
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））
、
小
川
有
、
橋
有
、
上
端
よ
り
峠
迄
の

長
坂
な
り
、

（
朱
書
）
高
橋
孫
右
衛
門

一
、
湯
の
原

六
十
軒
程

※
上
端
（（
塚塚
））
、
峠
田
迄
一
里
六
丁
、

本

四
十
八
文

カ

三
十
八
文

夫

二
十
四
文

右
之
方
大
川
有
、
石
川

知
行
所
、
右
之
方
仙

(

ア
キ
マ
マ)

台
様
御
関
所
有
、
村
隠
よ
り
東
之
方
東
光
寺
、
禅
、

五
丁
程
下
庚
申
堂
、
是
追
分
の
印
也
、
左
之
方
楢
下

道
、
右
米
沢
道
也
、
是
よ
り
米
沢
城
下
迄
六
里
十
八

丁
、
右
之
方
渡
し
、
瀬
川
、

※(

朱
書)

「
同
所
よ
り
江
戸
迄
八
十
五
里
八
丁
廿
三
間
、」

（
朱
書
）
高
橋
儀
右
衛
門

一
、
峠
田

六
十
軒
程

十
一
丁
下
（（
塚塚
））、
滑
津
迄
一
里
十
一
丁
、

本

五
十
三
文

カ

三
十
五
文

夫

二
十
七
文

（
ア
キ
マ
マ
）

石
川

知
行
所
、
上
端
峠
田
川
、
土
橋
、
十
丁
上

大
川
、
大
土
橋
有
、
湯
の
原
よ
り
此
所
の
間
小
川
多

し
、
宿
中
熊
野
権
現
堂
あ
り
、

一
、
滑
津

五
十
軒
程

（
朱
書
）
又
八

十
一
丁
下
（（
塚塚
））、
関
迄
一
里
十
一
丁
、

本カ夫

二
十
七
文

（
ア
キ
マ
マ
）

石
川

知
行
所
、
五
丁
上
滑
津
川
、
大
土
橋
有
、

（
朱
書
）
渡
辺
勘
兵
衛

一
、
関

七
十
軒
程

二
十
六
丁
上
（（
塚塚
））、
渡
良
瀬
迄
二
里
、

本

八
十
文

カ

五
十
三
文

夫

四
十
文

（
ア
キ
マ
マ
）

石
川

知
行
所
、
宿
中
小
橋
、
川
有
、
右
関
泉
寺

・
円
蔵
寺
、
真
言
、
松
平
陸
奧
守
様
よ
り
火
の
元
〆

役
二
人
有
之
、

一
、
楢
下
新
田

二
十
軒
程

三
十
丁
上
（（
塚塚
））、
原
新
田
共
云
、
是
よ
り
関
と
の

間
所
ゝ
小
川
、
土
橋
、
二
十
七
丁
下
左
向
、
山
伏

森
と
云
高
山
有
、
夫
よ
り
下
の
方
、
さ
い
の
川
原
、

土
橋
よ
り
半
丁
下
右
の
方
、松
二
本
有
、是
則
塚
也
、

一
、
原
町

十
四
・
五
軒
程

五
丁
下
（（
塚塚
））、
三
丁
下
小
川
、
土
橋
有
、

一
、
渡
良
瀬

五
十
軒
程

戸
沢
迄
一
里
二
十
丁
、

本

四
十
六
文

カ夫
（
ア
キ
マ
マ
）

同
所
石
川

知
行
所
な
り
、
宿
中
左
家
の
後
ニ
渡

良
瀬
川
有
、
桧
皮
新
田
よ
り
流
来
る
川
な
り
、

（
朱
書
）
大
宮
新
兵
衛

一
、
下
戸
沢

四
十
軒
程

（
朱
書
）
又
一
里
四
丁
四
十
三
間

上
戸
沢
迄
廿
四
丁
四
十
三
間
、

本

三
十
八
文

カ

二
十
五
文

夫

十
九
文

同
所
片
倉
小
十
郎
知
行
所
な
り
、
一
丁
上
左
白
石
江

の
追
分
あ
り
、
左
之
方
渡
良
瀬
川
、
流
下
川
有
、
新

峠
と
の
間
大
石
斗
有
、
峠
の
坂
上
り
、
山
の
上
左
飛

付
不
動
之
堂
有
、
左
之
方
茶
や
有
、
川
向
、
材
木
岩

と
云
山
あ
り
、
岩
に
飛
付
不
動
の
形
赤
く
見
ゆ
ル
、

堂
よ
り
二
丁
下
山
の
上
（（
塚塚
））、
此
辺
新
峠
と
云
、

四
丁
下
大
坂
山
也
、
峠
下
渡
良
瀬
川
と
い
ふ
、
土
橋

有
、
御
上
下
の
節
右
不
動
へ
御
不
詣
被
遊
、
別
当

(

参
カ)

出
候
得
者
御
小
簾
上
ル
、
川
端
ハ
片
倉
小
十
郎
知
行

（
ア
キ
マ
マ
）

所
、
川
向
西
の
方
長
井
郡
の
内
、
石
川

三
万
石

の
内
也
、
居
城
仙
台
角
田
と
い
ふ
所
也
、
右
川
ハ
両

境
也
、

（
朱
書
）
木
村
太
郎
右
衛
門

一
、
上
戸
沢

七
十
軒
程

（
朱
書
）
ト
又
四
十
一
間

※
二
十
丁
下
（（
塚塚
））、
小
坂
迄
一
里
六
丁
、

本

六
十
八
文

カ

四
十
五
文

夫

三
十
四
文

片
倉
小
十
郎
知
行
所
三
万
二
千
石
石
の
内
、
下
端

（
マ
マ
）

仙
台
様
御
関
所
あ
り
、
御
番
人
下
座
、
御
小
簾
、
下

番
人
挨
拶
、
下
戸
沢
と
の
間
山
越
、
所
ゝ
小
川
、
橋

あ
り
、
三
十
丁
下
三
ヶ
月
石
有
、

西
北

仙
台
領

（（
ササ
））

東
南

御
代
官
領

新
峠
ニ
而
不
動
堂
、
別
当
情
光
寺
出
ル
、
御
上
下

(

清
カ
）

の
節
御
参
詣
被
遊
候
、
堂
の
前
山
の
上
ニ
而
御
休
被

遊
候
、
坂
下
ハ
小
坂
な
り
、
小
坂
ハ
回
り
坂
と
云
大

難
所
也
、
奥
州
信
夫
郡
・
葛
田
郡
と
の
境
也
、

※
（
朱
書
）「
同
所
よ
り
江
戸
迄
七
十
六
里
十
六
丁
十
間
、」

（
朱
書
）
斎
藤
庄
兵
衛

一
、
小
坂

六
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
桑
折
迄
一
里
十
八
丁
、

(

朱
書)

又
半

本

五
十
四
文

カ

三
十
六
文

夫

二
十
七
文

同
所
御
代
官
支
配
所
な
り
、御
通
之
節
御
手
代
出
ル
、

御
小
簾
、御
先
払
両
人
出
ル
、御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

上
戸
沢
迄
之
間
上
り
坂
也
、十
三
丁
下
峠
上
り
（（
塚塚
））
、

峠
上
ニ
而
金
剛
院
出
ル
、
御
小
簾
、
清
水
有
、
山
神

堂
、峠
の
上
少
下
左
之
方
境
棒
杭
二
本
有
、此
所
へ
、

御
先
払
出
ル
也
、

一
、
和
泉
田
村

四
十
軒
程

此
間
小
沢
多
し
、

一
、
北
半
田
村

二
十
軒
程

此
村
家
三
・
四
軒
ツ
ゝ
、
三
・
四
ヶ
所
有

一
、
御
免
村

三
十
軒
程

下
端
右
益
子
大
明
神
堂
有
、

一
、
南
半
田
村

二
十
軒
程

（
朱
書
）
佐
藤
新
右
衛
門

一
、
桑
折

三
百
軒
程

（
朱
書
）
又
八

五
丁
上
（（
塚塚
））、
瀬
之
上
迄
一
里
十
四
丁
、

本カ

夫

二
十
七
文

信
夫
郡
江
戸
よ
り
七
十
三
里
六
丁
、
御
代
官
支
配
所

也
、
御
通
之
節
ハ
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払

両
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
二
丁
下
お
ほ
ろ

沢
と
云
小
川
、瀬
越
、
上
端
町
中
連
光
寺
、
藤
永
寺
、

右
方
城
跡
陣
屋
有
、
御
代
官
役
所
下
端
銀
山
有
、
左

之
方
仙
台
道
、
右
ハ
小
坂
道
追
分
印
、
地
蔵
塔
有
、

一
、
岡
村

七
十
軒
程

五
丁
上
（（
塚塚
））、

一
、
長
倉
村

三
十
軒
程

一
、
北
河
原
村

三
十
軒
程

宿
中
薬
師
堂
有
、

一
、
南
河
原
村

十
軒
程

下
端
摺
紙
川
（（
舟舟
））、
舟
渡
、
水
無
時
ハ
瀬
越
、
近

(

摺
上)

来
大
土
橋
往
来
な
れ
共
、
洪
水
ニ
而
橋
落
ル
時
ハ
往

来
留
る
、

（
朱
書
）
穴
戸
屋
作
右
衛
門

（
朱
書
）
又
五
十
軒

一
、
瀬
の
上

百
軒
程

福
島
迄
二
里
八
丁
、

本

八
十
文

カ

五
十
四
文

夫

四
十
文

木
下
肥
後
守
様
御
領
分
な
り
、
御
通
之
節
御
馳
走
人

出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
両
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ

り
挨
拶
、
宿
中
龍
光
寺
、
禅
、右
之
方
古
城
之
跡
有
、

上
端
霊
山
ヶ
嵩
見
ゆ
る
、
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峠
と
の
間
大
石
斗
有
、
峠
の
坂
上
り
、
山
の
上
左
飛

付
不
動
之
堂
有
、
左
之
方
茶
や
有
、
川
向
、
材
木
岩

と
云
山
あ
り
、
岩
に
飛
付
不
動
の
形
赤
く
見
ゆ
ル
、

堂
よ
り
二
丁
下
山
の
上
（（
塚塚
））、
此
辺
新
峠
と
云
、

四
丁
下
大
坂
山
也
、
峠
下
渡
良
瀬
川
と
い
ふ
、
土
橋

有
、
御
上
下
の
節
右
不
動
へ
御
不
詣
被
遊
、
別
当

(

参
カ)

出
候
得
者
御
小
簾
上
ル
、
川
端
ハ
片
倉
小
十
郎
知
行

（
ア
キ
マ
マ
）

所
、
川
向
西
の
方
長
井
郡
の
内
、
石
川

三
万
石

の
内
也
、
居
城
仙
台
角
田
と
い
ふ
所
也
、
右
川
ハ
両

境
也
、

（
朱
書
）
木
村
太
郎
右
衛
門

一
、
上
戸
沢

七
十
軒
程

（
朱
書
）
ト
又
四
十
一
間

※
二
十
丁
下
（（
塚塚
））、
小
坂
迄
一
里
六
丁
、

本

六
十
八
文

カ

四
十
五
文

夫

三
十
四
文

片
倉
小
十
郎
知
行
所
三
万
二
千
石
石
の
内
、
下
端

（
マ
マ
）

仙
台
様
御
関
所
あ
り
、
御
番
人
下
座
、
御
小
簾
、
下

番
人
挨
拶
、
下
戸
沢
と
の
間
山
越
、
所
ゝ
小
川
、
橋

あ
り
、
三
十
丁
下
三
ヶ
月
石
有
、

西
北

仙
台
領

（（
ササ
））

東
南

御
代
官
領

新
峠
ニ
而
不
動
堂
、
別
当
情
光
寺
出
ル
、
御
上
下

(

清
カ
）

の
節
御
参
詣
被
遊
候
、
堂
の
前
山
の
上
ニ
而
御
休
被

遊
候
、
坂
下
ハ
小
坂
な
り
、
小
坂
ハ
回
り
坂
と
云
大

難
所
也
、
奥
州
信
夫
郡
・
葛
田
郡
と
の
境
也
、

※
（
朱
書
）「
同
所
よ
り
江
戸
迄
七
十
六
里
十
六
丁
十
間
、」

（
朱
書
）
斎
藤
庄
兵
衛

一
、
小
坂

六
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
桑
折
迄
一
里
十
八
丁
、

(

朱
書)

又
半

本

五
十
四
文

カ

三
十
六
文

夫

二
十
七
文

同
所
御
代
官
支
配
所
な
り
、御
通
之
節
御
手
代
出
ル
、

御
小
簾
、御
先
払
両
人
出
ル
、御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

上
戸
沢
迄
之
間
上
り
坂
也
、十
三
丁
下
峠
上
り
（（
塚塚
））
、

峠
上
ニ
而
金
剛
院
出
ル
、
御
小
簾
、
清
水
有
、
山
神

堂
、峠
の
上
少
下
左
之
方
境
棒
杭
二
本
有
、此
所
へ
、

御
先
払
出
ル
也
、

一
、
和
泉
田
村

四
十
軒
程

此
間
小
沢
多
し
、

一
、
北
半
田
村

二
十
軒
程

此
村
家
三
・
四
軒
ツ
ゝ
、
三
・
四
ヶ
所
有

一
、
御
免
村

三
十
軒
程

下
端
右
益
子
大
明
神
堂
有
、

一
、
南
半
田
村

二
十
軒
程

（
朱
書
）
佐
藤
新
右
衛
門

一
、
桑
折

三
百
軒
程

（
朱
書
）
又
八

五
丁
上
（（
塚塚
））、
瀬
之
上
迄
一
里
十
四
丁
、

本カ

夫

二
十
七
文

信
夫
郡
江
戸
よ
り
七
十
三
里
六
丁
、
御
代
官
支
配
所

也
、
御
通
之
節
ハ
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払

両
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
二
丁
下
お
ほ
ろ

沢
と
云
小
川
、瀬
越
、
上
端
町
中
連
光
寺
、
藤
永
寺
、

右
方
城
跡
陣
屋
有
、
御
代
官
役
所
下
端
銀
山
有
、
左

之
方
仙
台
道
、
右
ハ
小
坂
道
追
分
印
、
地
蔵
塔
有
、

一
、
岡
村

七
十
軒
程

五
丁
上
（（
塚塚
））、

一
、
長
倉
村

三
十
軒
程

一
、
北
河
原
村

三
十
軒
程

宿
中
薬
師
堂
有
、

一
、
南
河
原
村

十
軒
程

下
端
摺
紙
川
（（
舟舟
））、
舟
渡
、
水
無
時
ハ
瀬
越
、
近

(

摺
上)

来
大
土
橋
往
来
な
れ
共
、
洪
水
ニ
而
橋
落
ル
時
ハ
往

来
留
る
、

（
朱
書
）
穴
戸
屋
作
右
衛
門

（
朱
書
）
又
五
十
軒

一
、
瀬
の
上

百
軒
程

福
島
迄
二
里
八
丁
、

本

八
十
文

カ

五
十
四
文

夫

四
十
文

木
下
肥
後
守
様
御
領
分
な
り
、
御
通
之
節
御
馳
走
人

出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
両
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ

り
挨
拶
、
宿
中
龍
光
寺
、
禅
、右
之
方
古
城
之
跡
有
、

上
端
霊
山
ヶ
嵩
見
ゆ
る
、
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一
、
新
鎌
田
村

六
十
軒
程

三
丁
半
上
（（
塚塚
））、
同
所
御
代
官
領
、
右
之
方

あ
つ
か
し
山
見
ゆ
る
、

(

阿
津
賀
志

)

一
、
本
鎌
田
村

六
十
軒
程

左
之
方
鎌
田
正
清
の
館
跡
有
、
右
之
方
羽
黒
山
見
ゆ

る
、
御
通
の
節
御
代
官
・
御
手
代
出
ル
、
外
ニ
御
先

払
両
人
出
ル
、扨
前
書
之
通
上
端
ま
り
こ
川
の
橋
有
、

(

丸

子

)

は
つ
た
川
と
も
い
ふ
、

一
、
本
内
村

三
十
軒
程

御
代
官
領
也
、
境
杭
下
ま
つ
川
、
瀬
越
、
川
向
右
境

(

松

)

杭
一
本
有
、

南

福
島
領

（（
ササ
））

北

奥
州
信
夫
郡

御
代
官
領
両
境
也
、
此
堺
よ
り
小
坂
峠
の
上
、
堺

(

南
カ)

杭
迄
東
西
南
北
、
六
万
石
の
場
所
也
、

一
、
五
十
辺
村

三
十
軒
程

(

い
が
ら
べ)

宿
中
左
方
信
夫
文
字
摺
の
石
の
追
分
道
有
、
上
端
右

之
方
に
堺
杭
一
本
有
、

一
、
五
十
辺
新
田

二
・
三
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
下
端
右
之
方
高
山
の
上
ニ
岩
屋
の
観

音
と
て
三
十
三
観
音
堂
有
よ
し
、
鷲
峰
山
観
音
寺
、

真
言
、
境
内
住
居
、

一
、
五
呂
地
村

五
・
六
軒

宿
中
右
天
神
堂
地
蔵
堂
有
、
此
所
増
御
供
出
、

（
朱
書
）
黒
沢
六
郎
兵
衛

一
、
福
島

家
多
し

※
若
宮
迄
二
里
、

※
（
朱
書
）「
江
戸
よ
り
同
所
迄
七
十
一
里
九
丁
、」

本

八
十
文

カ

五
十
四
文

夫

四
十
文

同
所
信
夫
郡
板
倉
内
膳
正
様
御
城
下
、
三
万
石
也
、

御
通
の
節
御
馳
走
人
出
ル
、御
小
簾
、御
先
払
両
人
、

扨
此
前
之
通
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
下
端
町
中
右
之

方
常
念
寺
、
禅
、
真
常
寺
、
真
言
、
左
方
光
泉
寺
、

門
徒
、
大
円
寺
、
浄
土
、
下
端
村
隠
し
の
辻
有
、

一
、
郷
野
目
村

二
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））、
一
丁
下
荒
川
、
橋
、
五
丁
下
須
川

と
い
ふ
大
川
（（
舟舟
））、
舟
渡
、
又
ハ
瀬
越
、
近
年
大

土
橋
出
来
、洪
水
ニ
而
右
橋
落
る
時
ハ
往
来
留
る
也
、

（
朱
書
）
又
四
・
五
軒

一
、
大
蔵
寺
村

四
十
軒
程

福
島
領
也
、

一
、
伏
拝
村

二
十
軒
程

(

ふ
し
お
が
み)

信
夫
郡
福
島
領
也
、下
端
中
居
川
と
い
ふ
、橋
あ
り
、

宿
中
左
之
方
黒
岩
の
虚
空
蔵
堂
へ
の
遊
分
道
あ
り
、

(

追
分
カ)

西
南

御
代
官
領

（（
ササ
））

東
北

福
島
領

右
堺
よ
り
伏
拝
村
迄
之
間
長
坂
也
、
此
坂
を
伏
拝
と

い
ふ
、

一
、
根
子
村

八
十
軒
程

三
丁
上
（（
塚塚
））、
下
十
五
日
馬
継
也
、
清
水
町
共
い

ふ
、
左
方
清
水
有
、
棒
杭
二
本
両
境
に
有
、
此
村
よ

り
御
手
代
壱
人
出
ル
、

一
、
若
宮

五
十
軒
程

八
丁
目
迄
一
里
四
丁
、

本

四
十
二
文

カ

二
十
九
文

夫

二
十
一
文

御
代
官
御
手
代
出
ル
、
御
先
払
共
前
書
之
通
扱
也
、

上
端
左
之
方
若
宮
八
幡
宮
有
、
上
十
五
日
馬
継
也
、

一
、
八
田
村

四
・
五
軒

御
代
官
領
也
、
此
間
赤
坂
有
、
山
越
し
、

一
、
浅
川
新
田

六
・
七
軒
程

前
田
様
御
預
所
也
、

一
、
中
浅
川

六
・
七
軒
程

半
丁
下
浅
川
と
い
ふ
小
川
、橋
有
、半
丁
上
右
野
中
、

比
丘
尼
石
と
い
ふ
大
石
あ
り
、

一
、
本
浅
川

二
・
三
軒
程

※
下
端
（（
塚塚
））、
同
所
下
総
国
関
宿
の
城
主
久
世
大
和

守
様
御
知
行
所
、
六
万
三
千
石
の
内
也
、
宿
中
左
右

大
木
槻
之
木
有
、
下
端
右
之
方
羽
黒
米
沢
道
有
、
板

屋
越
と
い
ふ
、

※
（
朱
書
）「
同
所
柏
の
実
名
物
也
、」

一
、
上
浅
川

三
・
四
軒
程

野
中
所
ゝ
大
石
斗
有
、
山
越
し
、

一
、
市
野
坂
新
田

三
・
四
軒
程

同
所
浅
川
村
の
内
、
是
よ
り
北
之
方
会
津
の
福
島

領
と
下
総
関
宿
領
入
込
有
之
、

一
、
辻
村

十
軒
程

十
丁
下
市
野
坂
と
い
ふ
長
坂
、

（
朱
書
）
桜
内
新
兵
衛

一
、
八
丁
目

三
百
軒
程

二
本
柳
迄
一
里
二
丁
、

本カ夫

二
十
二
文

同
所
信
夫
郡
二
本
松
領
也
、下
端
二
本
松
の
番
所
有
、

四
丁
上
両
境
よ
り
伏
拝
の
坂
上
ま
で
信
夫
郡
七
万
石
〃
〃
〃

御
領
地
、
此
辺
鞁
ヶ
岡
と
云
由
、
上
端
古
城
跡
有
、

〃
〃
〃

(

鼓)

前

堀
尾
越
中
守
住
居
之
由
、
宿
中
松
川
と
い
ふ
小
川
、

〃

橋
有
、
下
端
左
之
方
最
光
寺
、
真
言
、
常
正
寺
、
浄

土
、
清
連
寺
、
禅
、
常
円
寺
、
禅
、
此
村
之
間
家
続
、

南
方

安
達
郡

（（
ササ
））

北
方

信
夫
郡

（
朱
書
）
又
二
十

一
、
薬
師
堂
新
田

六
・
七
軒
程

半
丁
下
（（
塚塚
））、

一
、
大
取
上
村

十
八
・
九
軒
程

同
所
二
本
松
領
也
、
下
端
右
方
丹
羽
様
御
関
所
有
、

御
通
の
節
御
番
人
下
座
候
へ
ハ
御
小
簾
、
下
番
人
ハ

御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
下
端
小
川
有
、
石
橋
、
是
則

両
境
也
、

一
、
二
本
柳

五
十
軒
程

（
朱
書
）
又
一
里
九
丁

※
二
本
松
迄
二
里
三
十
丁
、
※
朱
書
「
油
井
迄
十
八
丁
、」

本

四
十
八
文

カ

三
十
一
文

夫

廿
四
文

二
本
松
領
也
、
宿
中
右
円
東
寺
、
真
言
、
境
内
疱
瘡

神
堂
あ
り
、
下
端
取
上
ヶ
坂
と
い
ふ
長
坂
有
、
坂
下

小
川
、
橋
有
、
此
処
よ
り
北
方
大
取
上
ヶ
、
難
所
、

一
、
油
井

五
・
六
十
軒
程

下
十
五
日
馬
継
也
、
上
端
油
井
川
、
小
橋
、
安
達
ヶ

原
ノ
黒
塚
、
人
肌
薬
師
、
縁
記
ハ
宿
中
右
方
弘
誓
山

東
光
寺
医
王
院
ニ
有
、
山
伏
也
、
即
人
肌
薬
師
の
別

当
也
、
縁
記
ハ
十
二
銅
ニ
而
出
ル
也
、
霊
仏
の
薬
師

也
、
宝
暦
十
四
年
正
月
十
二
日
よ
り
江
戸
茅
場
丁
薬

師
堂
ニ
而
開
帳
有
、
霊
仏
の
開
帳
な
る
故
記
之
、

一
、
福
岡
村

六
・
七
軒
程

下
端
と
ふ
川
と
い
ふ
、
橋
有
、

一
、
八
軒
茶
屋

十
四
・
五
軒
程

一
丁
半
下
（（
塚塚
））、
茶
屋
多
し
、
辰
巳
の
方
五
・
六

丁
程
野
中
ニ
安
達
ヶ
原
黒
塚
あ
り
、

一
、
足
軽
町

三
十
軒
程

上
端
村
、
堺
木
戸
門
有
、
下
端
村
隠
し
辻
有
、

（
朱
書
）
伊
東
与
惣
兵
衛

一
、
二
本
松

※
杉
田
迄
一
里
二
十
九
丁
、

本

四
十
六
文

カ

三
十
文

夫

二
十
三
文

同
所
丹
羽
左
京
大
夫
様
御
城
下
、
十
万
七
百
石
、
御

通
の
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
、
御
駕

籠
脇
よ
り
挨
拶
、
町
中
右
之
方
御
城
御
門
見
ゆ
る
、

御
門
番
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
宿
中
八
幡
社

有
、
正
念
寺
、
禅
、
長
関
寺
、
天
台
、
右
之
方
真
教

寺
、
門
徒
、
惣
雲
寺
、
浄
土
、
伝
法
寺
、
門
徒
、
町

中
よ
り
長
坂
有
、
坂
の
上
ニ
辻
番
有
、

※
朱
書
「
江
戸
よ
り
同
所
迄
六
十
五
里
廿
五
丁
、」

一
、
足
軽
町

五
十
軒
程

一
丁
半
下
（（
塚塚
））、
町
中
小
川
、
橋
有
、
下
端
堺
木

戸
門
有
、
村
隠
辻
有
、

一
、
お
れ
ん
茶
屋

二
十
軒
程

石
焼
豆
腐
茶
屋
有
、宿
中
小
坂
有
、此
間
並
木
松
有
、

一
、
正
法
寺

二
十
軒
程

上
端
七
夜
桜
と
い
ふ
有
、
右
の
方
山
上
ニ
天
竺
仏
の

観
音
有
、

一
、
杉
田

六
十
軒
程

本
宮
迄
一
里
十
三
丁
、

本

五
十
六
文

カ

三
十
六
文

夫

二
十
八
文
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一
、
市
野
坂
新
田

三
・
四
軒
程

同
所
浅
川
村
の
内
、
是
よ
り
北
之
方
会
津
の
福
島

領
と
下
総
関
宿
領
入
込
有
之
、

一
、
辻
村

十
軒
程

十
丁
下
市
野
坂
と
い
ふ
長
坂
、

（
朱
書
）
桜
内
新
兵
衛

一
、
八
丁
目

三
百
軒
程

二
本
柳
迄
一
里
二
丁
、

本カ夫

二
十
二
文

同
所
信
夫
郡
二
本
松
領
也
、下
端
二
本
松
の
番
所
有
、

四
丁
上
両
境
よ
り
伏
拝
の
坂
上
ま
で
信
夫
郡
七
万
石
〃
〃
〃

御
領
地
、
此
辺
鞁
ヶ
岡
と
云
由
、
上
端
古
城
跡
有
、

〃
〃
〃

(

鼓)

前

堀
尾
越
中
守
住
居
之
由
、
宿
中
松
川
と
い
ふ
小
川
、

〃

橋
有
、
下
端
左
之
方
最
光
寺
、
真
言
、
常
正
寺
、
浄

土
、
清
連
寺
、
禅
、
常
円
寺
、
禅
、
此
村
之
間
家
続
、

南
方

安
達
郡

（（
ササ
））

北
方

信
夫
郡

（
朱
書
）
又
二
十

一
、
薬
師
堂
新
田

六
・
七
軒
程

半
丁
下
（（
塚塚
））、

一
、
大
取
上
村

十
八
・
九
軒
程

同
所
二
本
松
領
也
、
下
端
右
方
丹
羽
様
御
関
所
有
、

御
通
の
節
御
番
人
下
座
候
へ
ハ
御
小
簾
、
下
番
人
ハ

御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
下
端
小
川
有
、
石
橋
、
是
則

両
境
也
、

一
、
二
本
柳

五
十
軒
程

（
朱
書
）
又
一
里
九
丁

※
二
本
松
迄
二
里
三
十
丁
、
※
朱
書
「
油
井
迄
十
八
丁
、」

本

四
十
八
文

カ

三
十
一
文

夫

廿
四
文

二
本
松
領
也
、
宿
中
右
円
東
寺
、
真
言
、
境
内
疱
瘡

神
堂
あ
り
、
下
端
取
上
ヶ
坂
と
い
ふ
長
坂
有
、
坂
下

小
川
、
橋
有
、
此
処
よ
り
北
方
大
取
上
ヶ
、
難
所
、

一
、
油
井

五
・
六
十
軒
程

下
十
五
日
馬
継
也
、
上
端
油
井
川
、
小
橋
、
安
達
ヶ

原
ノ
黒
塚
、
人
肌
薬
師
、
縁
記
ハ
宿
中
右
方
弘
誓
山

東
光
寺
医
王
院
ニ
有
、
山
伏
也
、
即
人
肌
薬
師
の
別

当
也
、
縁
記
ハ
十
二
銅
ニ
而
出
ル
也
、
霊
仏
の
薬
師

也
、
宝
暦
十
四
年
正
月
十
二
日
よ
り
江
戸
茅
場
丁
薬

師
堂
ニ
而
開
帳
有
、
霊
仏
の
開
帳
な
る
故
記
之
、

一
、
福
岡
村

六
・
七
軒
程

下
端
と
ふ
川
と
い
ふ
、
橋
有
、

一
、
八
軒
茶
屋

十
四
・
五
軒
程

一
丁
半
下
（（
塚塚
））、
茶
屋
多
し
、
辰
巳
の
方
五
・
六

丁
程
野
中
ニ
安
達
ヶ
原
黒
塚
あ
り
、

一
、
足
軽
町

三
十
軒
程

上
端
村
、
堺
木
戸
門
有
、
下
端
村
隠
し
辻
有
、

（
朱
書
）
伊
東
与
惣
兵
衛

一
、
二
本
松

※
杉
田
迄
一
里
二
十
九
丁
、

本

四
十
六
文

カ

三
十
文

夫

二
十
三
文

同
所
丹
羽
左
京
大
夫
様
御
城
下
、
十
万
七
百
石
、
御

通
の
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
、
御
駕

籠
脇
よ
り
挨
拶
、
町
中
右
之
方
御
城
御
門
見
ゆ
る
、

御
門
番
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
宿
中
八
幡
社

有
、
正
念
寺
、
禅
、
長
関
寺
、
天
台
、
右
之
方
真
教

寺
、
門
徒
、
惣
雲
寺
、
浄
土
、
伝
法
寺
、
門
徒
、
町

中
よ
り
長
坂
有
、
坂
の
上
ニ
辻
番
有
、

※
朱
書
「
江
戸
よ
り
同
所
迄
六
十
五
里
廿
五
丁
、」

一
、
足
軽
町

五
十
軒
程

一
丁
半
下
（（
塚塚
））、
町
中
小
川
、
橋
有
、
下
端
堺
木

戸
門
有
、
村
隠
辻
有
、

一
、
お
れ
ん
茶
屋

二
十
軒
程

石
焼
豆
腐
茶
屋
有
、宿
中
小
坂
有
、此
間
並
木
松
有
、

一
、
正
法
寺

二
十
軒
程

上
端
七
夜
桜
と
い
ふ
有
、
右
の
方
山
上
ニ
天
竺
仏
の

観
音
有
、

一
、
杉
田

六
十
軒
程

本
宮
迄
一
里
十
三
丁
、

本

五
十
六
文

カ

三
十
六
文

夫

二
十
八
文
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二
本
松
迄
宿
中
、
温
石
山
光
恩
寺
、
天
台
、
和
田
山

厳
角
寺
、
天
台
、
此
二
ヶ
所
の
寺
最
明
寺
殿
建
立
の

よ
し
、
左
方
山
上
ニ
、
仏
神
の
像
を
刻
ミ
付
た
る
岩

多
し
と
い
ふ
、

一
、
温
石
町

四
十
軒
程

一
丁
半
下
（（
塚塚
））、
上
十
五
日
馬
継
也
、
温
石
売
店

有
、
下
端
杉
田
川
、
大
橋
、
薬
師
堂
有
、

一
、
杉
田
薬
師

六
・
七
軒
程

宿
中
左
之
方
薬
師
堂
有
、
麓
左
方
薬
師
の
井
と
て
名

水
有
、
茶
屋
有
、

一
、
松
串
村

五
・
六
軒
程

下
端
右
之
方
、
二
本
松
嶽
湯
元
江
の
追
分
有
、
東
ヶ

嶽
と
云
山
有
、
常
ニ
烟
立
ル
由
、
鬼
面
森
と
い
ふ
黒

山
あ
り
、
下
端
右
之
方
す
か
ま
の
地
と
い
ふ
あ
り
、

マ

（
朱
書
）
原
瀬
与
五
右
衛
門
、
鴨
原
惣
左
衛
門

一
、
本
宮

四
百
軒
程

下
端
（（
塚塚
））
高
倉
迄
一
里
十
一
丁
、
イ
ニ
十
三
丁
、

本

五
十
文

カ

二
十
二
文

夫

二
十
五
文

二
本
松
領
也
、御
通
の
節
御
馳
走
人
・
御
先
払
両
人
、

下
端
会
津
道
有
、
家
の
後
逢
隈
川
、
下
端
小
川
、
土

(

阿
武
隈
、
以
下
同)

橋
有
、
町
中
寺
四
宇
有
、

一
、
新
井
新
田

四
十
軒
程

安
達
郡
の
内
、
四
十
丁
下
人
取
川
と
云
川
有
、
人
取

峠
有
、

一
、
高
倉

百
軒
程

郡
山
迄
二
里
半
、

本カ夫
五
丁
上
（（
塚塚
））、
二
本
松
領
也
、
御
通
の
節
御
先
払

出
候
得
ハ
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
上
端
左
牛
ヶ
鼻
と

い
ふ
山
有
、古
城
の
跡
有
、高
倉
遠
江
守
住
居
の
由
、

下
端
五
百
川
、
大
土
橋
有
、
下
逢
隈
川
ニ
続
也
、

（
朱
書
）
又
五
軒

一
、
高
倉
新
田

五
十
軒
程

右
側
家
也
、
左
方
安
積
山
有
、
山
の
上
ニ
老
木
の
松

一
本
有
、
名
所
也
、

一
、
比
和
田
村

八
十
軒
程

(

日
和
田
、
以
下
同)

五
丁
下
（（
塚塚
））、
宿
中
下
端
左
要
正
院
と
い
ふ
寺
有
、

骨

骨

寺
之
内
、
蛇
首
の
地
蔵
堂
有
、
蛇
の
※
首
を
胎
内
ニ

〃

〃

納
ル
故
名
と
す
、
昔
蛇
の
住
た
る
池
有
、
右
之
三
百

石
程
の
田
地
と
な
り
て
今
所
ゝ
作
、
寺
内
、
松
浦
佐

世
姫
御
影
有
、
棚
か
き
桜
有
、
道
脇
二
丁
程
寄
り
、

佐
世
姫
水
や
と
り
と
い
ふ
、
又
田
の
中
に
大
石
有
、

蛇
の
あ
か
り
休
た
る
石
と
い
ふ
、
同
一
里
塚
之
間
浅

香
山
見
ゆ
る
、
老
木
の
松
あ
り
、
安
積
山
ハ
浅
香
山

の
誤
か
、
古
歌
ニ
、

浅
香
山
影
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の

あ
さ
く
や
人
の
思
ふ
も
の
か
な

山
ノ
井
も
西
南
に
当
て
山
の
麓
に
有
、
浅
香
の
沼
も

有
、此
辺
の
左
ニ
当
て
見
ゆ
る
山
中
に
小
川
、橋
有
、

※
（
頭
注
）「
養
老
七
亥
年
と
有
、
今
戌
年
な
り
、
千
四
百
年

ニ
成
、
佐
与
姫
と
い
ふ
人
、
大
蛇
退
治
後
、
此
地
元
の
社
内

、
、

へ
納
候
故
、
蛇
骨
の
地
蔵
と
い
ふ
、」

一
、
福
原

六
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
二
丁
下
福
原
川
、
瀬
越
、
宿
中
右
権

五
郎
景
正
の
堂
有
、
本
清
寺
、
禅
、
右
ほ
ら
沢
沼
有
、

沼
よ
り
上
り
た
る
鐘
有
、
沼
、
境
に
有
、
安
積
の
沼

と
い
ふ
、一
里
ほ
ど
脇
ニ
有
、二
十
丁
下
比
和
田
川
、

土
橋
有
、

一
、
久
保
田

七
十
軒
程

下
端
右
方
阿
弥
陀
堂
有
、
観
音
堂
有
、
同
所
福
原
迄

の
間
、
天
正
の
頃
よ
り
伊
達
政
宗
・
佐
竹
義
勢
、

(

重
カ)

岩
城
・
相
馬
と
合
戦
の
場
所
と
云
、

一
、
大
篠
村

五
・
六
軒
程

半
丁
下
久
保
田
川
、
橋
有
、

（
朱
書
）
今
泉
久
右
衛
門

一
、
郡
山

四
・
五
百
軒
程

笹
川
迄
一
里
半
、

本

四
十
八
文

カ

三
十
文

夫

廿
四
文

二
本
松
領
也
、
御
通
の
節
御
馳
走
人
御
先
払
出
ル
、

取
扱
前
条
之
通
、
宿
中
寺
二
軒
、
左
之
方
家
の
後
逢

隈
川
、
下
端
右
之
方
三
春
の
城
見
ゆ
る
、

一
、
小
荒
田
村

六
十
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、

一
、
日
出
山

五
十
軒
程

二
本
松
領
、
名
酒
有
、
一
丁
半
下
笹
川
の
土
橋
有
、

一
、
笹
川

七
十
軒
程

二
丁
半
下
（（
塚塚
））、
須
賀
川
迄
二
里
八
丁
、

本

六
十
文

カ

四
十
八
文

夫

三
十
四
文

二
本
松
領
也
、
御
通
の
節
御
先
払
出
候
得
ハ
前
書
の

通
扱
、
宿
中
一
宇
有
、

南
方

長
沼
領

（（
ササ
））

北
方

二
本
松
領

十
ソ
内

一
、
重
光
寺
村

二
十
軒
程

長
沼
預
所
、
二
丁
下
左
之
方
、
堺
杭
二
本
有
、

（
朱
書
）
又
四
・
五
軒

一
、
下
滑
川
村

四
十
軒
程

又
三
十
軒

一
、
滑
川
村

三
軒
程

松
平
播
磨
守
様
御
領
地
也
、
下
端
長
沼
坂
と
云
、
右

坂
下
よ
り
出
ル
、
清
水
有
、
下
端
左
り
川
と
い
ふ
川

有
、
な
め
川
と
も
云
小
川
な
り
、

南
方

高
田
領

（（
ササ
））

北
方

長
沼
領

長
沼
刑
部
預
所
と
い
ふ
ハ
、
水
戸
松
平
播
磨
守
様
御

知
行
取
扱
の
内
、
高
二
万
石
の
内
也
、
同
所
も
入
込

有
之
、
播
磨
守
様
御
在
城
、
常
州
新
沼
郡
府
中
、

一
、
下
宿
村

八
十
軒
程

二
丁
半
（（
塚塚
））、
高
田
領
、
十
二
丁
下
森
ノ
内
両
杭

あ
り
、

一
、
中
宿
村

三
十
軒
程

高
田
領
、
下
端
岩
瀬
森
有
、
山
上
大
職
冠
鎌
足
大
明

神
社
有
、
石
の
鳥
井
有
、

（
白
河
、
以
下
同
）

南
方

白
川
領

（（
ササ
））

北
方

高
田
領

（
朱
書
）
藤
井
半
右
衛
門

（
朱
書
）
又
三
百
軒

一
、
須
賀
川

二
百
軒
程

※
笠
石
迄
一
里
十
三
丁
、
※
朱
書
「
矢
吹
迄
二
里
十
丁
、」

本カ夫
江
戸
よ
り
五
十
四
里
廿
八
丁
、
白
川
領
也
、
阿
部
播

磨
守
様
御
領
也
、
御
通
の
節
御
馳
走
人
・
御
先
払
出

ル
、
前
条
之
通
、
上
端
左
之
方
水
戸
道
有
、
古
城
の

跡
有
、
下
端
小
坂
有
、
小
川
有
、
諏
訪
明
神
堂
有
、

寺
五
宇
有
、

一
、
高
久
田
村

二
十
軒
程

五
丁
下
（（
塚塚
））、
五
丁
下
赤
坂
有
、

一
、
鏡
沼
新
田

二
十
軒
程

白
川
領
也
、
右
之
方
家
の
後
へ
竹
藪
之
内
沼
有
、
夏

の
時
分
鏡
の
如
く
水
湛
、
影
見
ゆ
る
也
、

一
、
笠
石

八
十
軒
程

※
宿
中
（（
塚塚
））、
矢
吹
迄
一
里
十
丁
、

本

※
（
朱
書
）「
中
畑
新
田
迄
一
里
半
、」

カ夫
下
十
五
日
馬
継
也
、
宿
中
左
笠
石
有
、
右
長
命
寺
、

此
辺
宮
城
野
ヶ
原
と
い
ふ
、

一
、
久
来
石

八
十
軒
程

※
上
十
五
日
馬
継
也
、同
所
ニ
而
馬
の
尾
と
い
ふ
滝
有
、

右
光
源
寺
、
真
言

※
（
朱
書
）「
中
畑
新
田
迄
一
里
、」

（
朱
書
）
横
川
栄
之
助

一
、
矢
吹

九
十
軒
程

（
朱
書
）
又
八

下
端
（（
塚塚
））、
踏
瀬
迄
一
里
廿
丁
、

本

百
文

カ

六
十
四
文

夫

廿
五
文

御
通
の
節
御
先
払
両
人
出
ル
、御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

宿
中
寺
一
宇
有
、

一
、
中
畑
新
田

四
十
軒
程

白
川
領
、
上
端
左
棚
倉
へ
の
道
有
、
是
よ
り
棚
倉
、

烏
峠
ハ
溝
山
へ
の
道
、
此
追
分
よ
り
往
来
、
白
幡
明

神
堂
有
、
正
福
寺
、
天
台
、

一
、
大
和
久

五
十
軒
程

下
十
五
日
馬
継
也
、
同
所
御
代
官
領
也
、
御
通
之
節

151

太田原慶子 佐藤良宣 滝本　敦 本田　伸



隈
川
、
下
端
右
之
方
三
春
の
城
見
ゆ
る
、

一
、
小
荒
田
村

六
十
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、

一
、
日
出
山

五
十
軒
程

二
本
松
領
、
名
酒
有
、
一
丁
半
下
笹
川
の
土
橋
有
、

一
、
笹
川

七
十
軒
程

二
丁
半
下
（（
塚塚
））、
須
賀
川
迄
二
里
八
丁
、

本

六
十
文

カ

四
十
八
文

夫

三
十
四
文

二
本
松
領
也
、
御
通
の
節
御
先
払
出
候
得
ハ
前
書
の

通
扱
、
宿
中
一
宇
有
、

南
方

長
沼
領

（（
ササ
））

北
方

二
本
松
領

十
ソ
内

一
、
重
光
寺
村

二
十
軒
程

長
沼
預
所
、
二
丁
下
左
之
方
、
堺
杭
二
本
有
、

（
朱
書
）
又
四
・
五
軒

一
、
下
滑
川
村

四
十
軒
程

又
三
十
軒

一
、
滑
川
村

三
軒
程

松
平
播
磨
守
様
御
領
地
也
、
下
端
長
沼
坂
と
云
、
右

坂
下
よ
り
出
ル
、
清
水
有
、
下
端
左
り
川
と
い
ふ
川

有
、
な
め
川
と
も
云
小
川
な
り
、

南
方

高
田
領

（（
ササ
））

北
方

長
沼
領

長
沼
刑
部
預
所
と
い
ふ
ハ
、
水
戸
松
平
播
磨
守
様
御

知
行
取
扱
の
内
、
高
二
万
石
の
内
也
、
同
所
も
入
込

有
之
、
播
磨
守
様
御
在
城
、
常
州
新
沼
郡
府
中
、

一
、
下
宿
村

八
十
軒
程

二
丁
半
（（
塚塚
））、
高
田
領
、
十
二
丁
下
森
ノ
内
両
杭

あ
り
、

一
、
中
宿
村

三
十
軒
程

高
田
領
、
下
端
岩
瀬
森
有
、
山
上
大
職
冠
鎌
足
大
明

神
社
有
、
石
の
鳥
井
有
、

（
白
河
、
以
下
同
）

南
方

白
川
領

（（
ササ
））

北
方

高
田
領

（
朱
書
）
藤
井
半
右
衛
門

（
朱
書
）
又
三
百
軒

一
、
須
賀
川

二
百
軒
程

※
笠
石
迄
一
里
十
三
丁
、
※
朱
書
「
矢
吹
迄
二
里
十
丁
、」

本カ夫
江
戸
よ
り
五
十
四
里
廿
八
丁
、
白
川
領
也
、
阿
部
播

磨
守
様
御
領
也
、
御
通
の
節
御
馳
走
人
・
御
先
払
出

ル
、
前
条
之
通
、
上
端
左
之
方
水
戸
道
有
、
古
城
の

跡
有
、
下
端
小
坂
有
、
小
川
有
、
諏
訪
明
神
堂
有
、

寺
五
宇
有
、

一
、
高
久
田
村

二
十
軒
程

五
丁
下
（（
塚塚
））、
五
丁
下
赤
坂
有
、

一
、
鏡
沼
新
田

二
十
軒
程

白
川
領
也
、
右
之
方
家
の
後
へ
竹
藪
之
内
沼
有
、
夏

の
時
分
鏡
の
如
く
水
湛
、
影
見
ゆ
る
也
、

一
、
笠
石

八
十
軒
程

※
宿
中
（（
塚塚
））、
矢
吹
迄
一
里
十
丁
、

本

※
（
朱
書
）「
中
畑
新
田
迄
一
里
半
、」

カ夫
下
十
五
日
馬
継
也
、
宿
中
左
笠
石
有
、
右
長
命
寺
、

此
辺
宮
城
野
ヶ
原
と
い
ふ
、

一
、
久
来
石

八
十
軒
程

※
上
十
五
日
馬
継
也
、同
所
ニ
而
馬
の
尾
と
い
ふ
滝
有
、

右
光
源
寺
、
真
言

※
（
朱
書
）「
中
畑
新
田
迄
一
里
、」

（
朱
書
）
横
川
栄
之
助

一
、
矢
吹

九
十
軒
程

（
朱
書
）
又
八

下
端
（（
塚塚
））、
踏
瀬
迄
一
里
廿
丁
、

本

百
文

カ

六
十
四
文

夫

廿
五
文

御
通
の
節
御
先
払
両
人
出
ル
、御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

宿
中
寺
一
宇
有
、

一
、
中
畑
新
田

四
十
軒
程

白
川
領
、
上
端
左
棚
倉
へ
の
道
有
、
是
よ
り
棚
倉
、

烏
峠
ハ
溝
山
へ
の
道
、
此
追
分
よ
り
往
来
、
白
幡
明

神
堂
有
、
正
福
寺
、
天
台
、

一
、
大
和
久

五
十
軒
程

下
十
五
日
馬
継
也
、
同
所
御
代
官
領
也
、
御
通
之
節
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御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
宿
中
三
能
寺
、
真
言
、
下

端
右
之
方
両
堺
分
杭
二
本
有
、

南
方

御
代
官
領

（（
ササ
））

北
方

白
川
領

一
、
踏
瀬

七
十
軒
程

五
丁
下
（（
塚塚
））、
太
田
川
迄
一
里
廿
六
丁
、

本

四
十
七
文

カ

三
十
一
文

夫

二
十
四
文

上
十
五
日
馬
継
也
、
高
田
領
、
当
時
御
代
官
預
、
御

手
代
出
ル
、
先
払
出
ル
、
前
条
之
通
扱
、
右
之
方
阿

弥
陀
堂
、
下
端
観
音
堂
有
、

一
、
四
ツ
屋
新
田

四
・
五
軒
程

半
丁
下
右
之
方
す
か
ま
の
池
有
、
片
葉
の
池
共
云
、

片
葉
の
芦
あ
り
、

一
、
岩
崎
新
田

四
・
五
軒
程

（
朱
書
）
石
射
弥
次
右
衛
門

（
朱
書
）
又
九
十
軒
程

一

太
田
川

三
十
軒
程

※
三
丁
下
（（
塚塚
））、
白
川
迄
二
里
、

本

※
朱
書
「
小
田
川
迄
十
三
丁
、」

カ夫
下
十
五
日
馬
継
な
り
、
同
所
高
田
領
、
御
通
の
節
御

手
代
御
先
払
い
出
ル
、

一
、
小
田
川

八
十
軒
程

※
上
十
五
日
馬
継
な
り
、
御
通
の
節
御
手
代
・
御
先
払

出
ル
、
同
所
右
大
石
あ
り
、
其
下
よ
り
湧
出
ル
清
水

有
、
山
の
上
ニ
八
幡
の
社
有
、
上
端
右
山
上
薬
師
堂

有
、

※
（
朱
書
）「
白
川
迄
一
里
弐
三
丁
、」

一
、
和
泉
田
村

二
十
軒
程

下
端
七
曲
坂
と
い
ふ
赤
坂
有
、
八
丁
坂
と
い
ふ
、
山

の
上
右
両
境
杭
、

南
方

白
川
領

（（
ササ
））

北
方

御
代
官
領

一
、
根
田
村

二
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
左
関
雲
寺
、
禅
、
境
内
九
葉
の
楓
有
、

下
端
右
山
の
上
ニ
愛
宕
堂
あ
り
、

一
、
足
軽
町

二
十
軒
程

下
端
赤
坂
有
、
左
会
津
道
あ
り
、
追
分
清
水
有
、

一
、
河
原
町

十
五
軒
程

※
下
端
逢
隈
川
、
四
十
六
間
の
大
橋
有
、
左
之
方
昔
の

白
川
二
所
の
関
山
見
ゆ
る
、
文
治
五
年
七
月
、
源
頼

朝
か
此
関
を
越
る
時
初
秋
也
、
能
因
か
昔
を
思
ひ
出

さ
る
と
宣
ヘ
ハ
、
梶
原
源
太
景
季
馬
を
控
へ
、

秋
風
に
草
木
の
つ
ゆ
を
ち
ら
ハ
せ
て

君
か
越
れ
ハ
関
守
も
な
し

と
詠
し
け
れ
ハ
、
二
品
、
御
入
興
甚
し
と
い
へ
り
、

是
ハ
、
奥
州
の
守
護
泰
衡
御
征
罸
と
し
て
鎌
倉
を
進

発
、
奥
州
へ
下
向
の
時
也
、
右
関
山
乃
麓
に
秀
衡
帰

と
い
ふ
所
あ
り
、
源
義
経
初
而
奥
州
へ
下
向
、
秀
衡

か
方
へ
入
、成
人
の
後
ニ
秀
衡
を
頼
、軍
勢
を
催
し
、

鎌
倉
ニ
登
り
頼
朝
ニ
謁
候
時
、
秀
衡
此
関
ま
で
送
り

し
と
也
、
又
能
因
法
師
か
詠
ニ
、

都
を
ハ
霞
と
共
に
出
し
か
と

秋
風
そ
吹
白
川
の
関

源
三
位
頼
政
か
、

都
を
ハ
青
葉
な
か
ら
に
出
し
か
と

紅
葉
ち
り
し
か
白
川
の
関
と

詠
候
も
此
関
也
、

※
（
朱
書
）「
同
所
野
郎
か
蕎
麦
と
て
名
物
之
茶
や
あ
り
、」

（
朱
書
）
羽
賀
四
郎

一
、
白
川

天
神
橋
（（
塚塚
））、
白
坂
迄
一
里
卅
丁
、

本

七
十
七
文

カ

四
十
九
文

夫

四
十
文

同
所
阿
部
播
磨
守
様
御
城
下
、
高
十
万
石
、
奥
州
白

川
郡
、
御
通
の
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先

（
籠
脱
カ
）

払
両
人
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
旅
丁
の
内
一
里
塚

石
橋
有
、
右
之
方
棚
倉
江
の
道
有
、
天
神
丁
天
神
堂

有
、
左
之
方
愛
宕
堂
、
田
町
の
内
右
薬
師
堂
、
弁
天

堂
有
、
右
之
方
円
福
寺
、
下
端
町
堺
木
戸
門
有
、

一
、
足
軽
町

五
十
軒
程

上
端
村
隠
辻
有
、
町
中
小
川
、
橋
有
、
下
端
町
境
木

戸
門
有
、

一
、
皮
籠
村

二
十
軒
程

四
丁
下
（（
塚塚
））、
下
端
一
丁
左
、
金
売
吉
次
・
吉
内

の
墓
所
有
、
昔
此
所
ニ
而
熊
坂
と
云
盗
賊
ニ
逢
死
た

る
由
、
同
所
ニ
而
皮
籠
ニ
入
葬
埋
た
る
由
ニ
而
、
此

村
を
皮
籠
村
と
い
ふ
と
そ
、
下
端
吉
次
・
吉
内
の
社

（
マ
マ
）

有
、
同
所
ニ
而
八
幡
宮
ニ
祝
い
、
野
中
よ
り
引
越
、

宝
暦
十
二
午
年
夏
の
頃
勧
進
の
由
と
い
ふ
、
今
ハ
所

の
氏
神
也
、
宮
の
入
口
鳥
井
あ
り
、

（
朱
書
）
佐
藤
平
左
衛
門

一
、
白
坂

百
軒
程

芦
野
迄
三
里
、

本

百
三
文

カ

八
十
三
文

夫

六
十
五
文

白
川
領
、
御
通
の
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
先
払
出
候

得
ハ
前
書
之
通
、
宿
中
右
観
音
寺
、
天
台
、
下
端
左

龍
神
堂
有
、
昔
源
義
経
勧
請
之
由
、
左
之
方
昔
白
川

二
所
之
関
見
ゆ
る
、

（
朱
書
）
藤
沢
宗
宅

一

境
明
神

二
十
軒
程

※
下
端
（（
塚塚
））、
下
端
小
坂
上
り
、
宿
中
右
二
社
有
、

坂
の
上
ハ
関
東
明
神
、
下
は
奥
州
明
神
也
、
扨
同
所

ニ
而
御
先
払
二
人
出
ル
、

南
方

野
州
羽
黒
領

(

黒
羽
、
以
下
同)

（（
ササ
））

北
方

奥
州
白
川
領

関
東
明
神

玉
津
島
大
明
神

奥
州
明
神

住
吉
大
明
神

関
東
明
神
の
別
当
、
真
言
、
境
内
住
居
、

宝
寿
院
正
願
寺

奥
州
明
神
別
当
、
天
台
、
境
内
住
居
、

和
光
山
法
正
寺

御
上
下
之
節
両
者
へ
御
参
詣
被
遊
候
、
此
の
間
白
坂

迄
八
丁
有
、
七
丁
右
愛
宕
堂
、
右
方
大
仏
有
、
御
小

マ
テ

（
宅
カ
）

休
、
藤
川
宗
沢
方
ヘ
被
為
入
、
此
所
よ
り
御
先
払
二

人
増
、

※
（
朱
書
）「
同
所
茶
屋
餅
名
物
也
、」

一
、
山
中
村

十
軒
程

羽
黒
領
、
左
右
山
有
、

一
、
大
久
保
田

四
・
五
軒
程

羽
黒
領
、
上
端
小
川
、
土
橋
有
、

一
、
寄
居
村

六
十
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、
宿
中
右
養
東
寺
、
真
言
、
左
之
方

名
物
の
膏
薬
店
有
、

一
、
脇
沢
村

五
・
六
軒
程

一
、
高
瀬
村

三
十
軒
程

宿
中
右
八
幡
宮
、
神
明
宮
、
左
之
方
寺
有
、

一
、
蟹
沢
村

十
五
・
六
軒
程

一
、
板
屋
村

五
十
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、
上
端
小
川
、
瀬
越
、
又
ハ
仮
橋
也
、

羽
黒
領
也
、

一
、
峰
岸
村

十
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、

北
方

羽
黒
領

（（
ササ
））

南
方

芦
野
領

橋
向
右
之
方
鏡
山
と
云
、
山
の
麓
に
清
水
有
、
遊
行

柳
有
、
西
行
法
師
か
歌
に
、

道
の
辺
の
清
水
流
る
ゝ
柳
陰

し
ば
し
と
て
こ
そ
立
留
り
け
り

一
、
足
軽
町

十
軒
程

（
朱
書
）
臼
井
丹
右
衛
門

一
、
芦
野

二
百
軒
程

越
堀
迄
三
里
、

本

百
十
八
文

カ

七
十
六
文

夫

五
十
九
文

同
所
交
代
寄
合
芦
野
中
務
様
御
在
所
、
高
三
千
十
六

石
、
上
端
町
中
芦
野
川
有
、
御
通
之
節
御
馳
走
人
出

ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
両
人
、御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

右
之
方
寺
一
宇
有
、
左
右
茶
屋
多
し
、

一
、
黒
川
新
田

十
四
・
五
軒

下
端
川
有
、
左
右
境
杭
、
女
夫
石
有
、

西
方

羽
黒
領
堺
黒
川
ト
云
、

（（
ササ
））

東
方

橋
有
、
川
中
ヨ
リ
芦
野
堺

一
、
女
夫
石
村

四
・
五
軒
程
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戸
門
有
、

一
、
皮
籠
村

二
十
軒
程

四
丁
下
（（
塚塚
））、
下
端
一
丁
左
、
金
売
吉
次
・
吉
内

の
墓
所
有
、
昔
此
所
ニ
而
熊
坂
と
云
盗
賊
ニ
逢
死
た

る
由
、
同
所
ニ
而
皮
籠
ニ
入
葬
埋
た
る
由
ニ
而
、
此

村
を
皮
籠
村
と
い
ふ
と
そ
、
下
端
吉
次
・
吉
内
の
社

（
マ
マ
）

有
、
同
所
ニ
而
八
幡
宮
ニ
祝
い
、
野
中
よ
り
引
越
、

宝
暦
十
二
午
年
夏
の
頃
勧
進
の
由
と
い
ふ
、
今
ハ
所

の
氏
神
也
、
宮
の
入
口
鳥
井
あ
り
、

（
朱
書
）
佐
藤
平
左
衛
門

一
、
白
坂

百
軒
程

芦
野
迄
三
里
、

本

百
三
文

カ

八
十
三
文

夫

六
十
五
文

白
川
領
、
御
通
の
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
先
払
出
候

得
ハ
前
書
之
通
、
宿
中
右
観
音
寺
、
天
台
、
下
端
左

龍
神
堂
有
、
昔
源
義
経
勧
請
之
由
、
左
之
方
昔
白
川

二
所
之
関
見
ゆ
る
、

（
朱
書
）
藤
沢
宗
宅

一

境
明
神

二
十
軒
程

※
下
端
（（
塚塚
））、
下
端
小
坂
上
り
、
宿
中
右
二
社
有
、

坂
の
上
ハ
関
東
明
神
、
下
は
奥
州
明
神
也
、
扨
同
所

ニ
而
御
先
払
二
人
出
ル
、

南
方

野
州
羽
黒
領

(

黒
羽
、
以
下
同)

（（
ササ
））

北
方

奥
州
白
川
領

関
東
明
神

玉
津
島
大
明
神

奥
州
明
神

住
吉
大
明
神

関
東
明
神
の
別
当
、
真
言
、
境
内
住
居
、

宝
寿
院
正
願
寺

奥
州
明
神
別
当
、
天
台
、
境
内
住
居
、

和
光
山
法
正
寺

御
上
下
之
節
両
者
へ
御
参
詣
被
遊
候
、
此
の
間
白
坂

迄
八
丁
有
、
七
丁
右
愛
宕
堂
、
右
方
大
仏
有
、
御
小

マ
テ

（
宅
カ
）

休
、
藤
川
宗
沢
方
ヘ
被
為
入
、
此
所
よ
り
御
先
払
二

人
増
、

※
（
朱
書
）「
同
所
茶
屋
餅
名
物
也
、」

一
、
山
中
村

十
軒
程

羽
黒
領
、
左
右
山
有
、

一
、
大
久
保
田

四
・
五
軒
程

羽
黒
領
、
上
端
小
川
、
土
橋
有
、

一
、
寄
居
村

六
十
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、
宿
中
右
養
東
寺
、
真
言
、
左
之
方

名
物
の
膏
薬
店
有
、

一
、
脇
沢
村

五
・
六
軒
程

一
、
高
瀬
村

三
十
軒
程

宿
中
右
八
幡
宮
、
神
明
宮
、
左
之
方
寺
有
、

一
、
蟹
沢
村

十
五
・
六
軒
程

一
、
板
屋
村

五
十
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、
上
端
小
川
、
瀬
越
、
又
ハ
仮
橋
也
、

羽
黒
領
也
、

一
、
峰
岸
村

十
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、

北
方

羽
黒
領

（（
ササ
））

南
方

芦
野
領

橋
向
右
之
方
鏡
山
と
云
、
山
の
麓
に
清
水
有
、
遊
行

柳
有
、
西
行
法
師
か
歌
に
、

道
の
辺
の
清
水
流
る
ゝ
柳
陰

し
ば
し
と
て
こ
そ
立
留
り
け
り

一
、
足
軽
町

十
軒
程

（
朱
書
）
臼
井
丹
右
衛
門

一
、
芦
野

二
百
軒
程

越
堀
迄
三
里
、

本

百
十
八
文

カ

七
十
六
文

夫

五
十
九
文

同
所
交
代
寄
合
芦
野
中
務
様
御
在
所
、
高
三
千
十
六

石
、
上
端
町
中
芦
野
川
有
、
御
通
之
節
御
馳
走
人
出

ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
両
人
、御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

右
之
方
寺
一
宇
有
、
左
右
茶
屋
多
し
、

一
、
黒
川
新
田

十
四
・
五
軒

下
端
川
有
、
左
右
境
杭
、
女
夫
石
有
、

西
方

羽
黒
領
堺
黒
川
ト
云
、

（（
ササ
））

東
方

橋
有
、
川
中
ヨ
リ
芦
野
堺

一
、
女
夫
石
村

四
・
五
軒
程
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芦
野
領
な
り
、

一
、
黒
川
新
田

十
四
・
五
軒
程

(

マ
マ)

上
端
川
有
、
左
之
方
堺
杭
有
、
黒
川
か
黒
野
か
誤
り

乎
、

一
、
蛇
沢
村

七
・
八
軒

此
間
山
越
也
、

一
、
石
田
坂
村

七
・
八
軒
程

一
、
寺
郷
村

五
十
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
同
所
羽
黒
領
也
、
下
端
坂
、
下
笹
川

と
云
川
、
橋
有
、

一
、
杉
渡
村

十
軒
程

同
所
よ
り
芦
野
へ
の
間
二
十
三
坂
と
い
ふ
、赤
坂
也
、

寺
郷
の
間
山
越
、
下
端
右
之
方
日
光
山
見
ゆ
る
、

（
朱
書
）
藤
田
平
兵
衛

一
、
越
堀

百
軒
程

太
田
原
迄
三
里
十
丁
、

本

百
二
十
二
文

カ

七
十
六
文

夫

五
十
九
文

同
所
下
総
国
羽
黒
領
大
関
伊
予
守
様
御
領
地
、
一

(

下
野
国
黒
羽
、
以
下
同)

万
八
千
石
の
内
な
り
、
御
通
の
節
御
馳
走
人
出
ル
、

御
小
簾
、
御
先
払
挨
拶
、
宿
中
右
寺
有
、
下
端
よ
り

此
間
山
越
、
上
十
五
日
馬
継
也
、

西
方

御
代
官
領

（（
ササ
））

東
方

羽
黒
領

境
川
中
也
（（
舟舟
））、
舟
渡
、
水
無
時
ハ
瀬
越
、
仮
橋

上
殺
生
石
有
。

（
朱
書
）
木
口
助
之
丞

一
、
鍋
懸

八
十
軒
程

※
下
十
五
日
馬
継
也
、同
所
御
代
官
領
、御
手
代
出
ル
、

御
小
簾
、
御
先
払
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
下
端
小

坂
下
右
之
方
辻
番
所
有
、
東
方
（（
ササ
））、
羽
黒
領
、

※
（
朱
書
）「
太
田
原
迄
三
里
、」

一
、
下
樋
沢
村

二
十
軒
程

二
丁
下
（（
塚塚
））、
羽
黒
領
一
丁
下
左
堺
杭
有
、

一
、
上
樋
沢
村

二
十
軒
程

羽
黒
領
也
、
此
間
一
丁
隔
、

一
、
沼
田
村

八
・
九
軒
程

羽
黒
領
、
下
端
左
方
水
戸
道
有
、
羽
黒
領
一
万
八
千

石
内
也
、

一
、
鎌
取
坂
村

三
・
四
軒
程

羽
黒
領
、
右
之
方
片
側
家
也
、
左
之
方
松
原
也
、

東
方
（（
ササ
））、
羽
黒
領
、
堺
杭
よ
り
一
丁
下
鎌
取
坂
、

赤
坂
有
、

一
、
久
保
村

同
所
御
代
官
領
也
、
南
方
（（
ササ
））、
御
代
官
領
、

（
朱
書
）
又
六
・
七
軒

一
、
練
貫
村

六
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
同
所
御
代
官
領
也
、
宿
中
右
那
須
道

有
、下
端
左
愛
宕
堂
、夫
よ
り
下
左
方
堺
杭
一
本
有
、

一
、
本
市
野
坂
村

三
十
軒
程

下
端
右
法
続
寺
、
真
言
、

一
、
中
市
野
沢
村

三
十
軒
程

下
端
小
川
、
橋
有
、
此
間
少
隔
、

一
、
上
市
野
沢
村

三
十
軒
程

下
端
小
川
、
橋
有
、

一
、
発
込
村

三
十
軒
程

同
所
御
代
官
領
と
太
田
原
領
の
堺
、
一
丁
下
右
方
堺

杭
あ
り
、
※
北
方
（（
ササ
））、
御
代
官
領
、

※
（
朱
書
）「
小
滝
村
と
云
有
、
四
十
軒
程
、」

一
、
深
田
村

三
十
軒
程

太
田
原
領
也
、下
端
棚
倉
へ
の
道
有
、右
十
王
堂
有
、

一
、
上
の
坊
村

二
十
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、
五
十
間
下
ニ
松
二
本
有
、
右
女
松
、

左
男
松
な
り
、

（
朱
書
）
ウ
ヘ

一
、
上
の
台
村

六
・
七
軒
程

右
之
方
那
須
の
嵩
、
高
原
山
見
ゆ
る
、

（
朱
書
）
戸
南
十
郎
左
衛
門
、
益
子
政
之
助

一
、
太
田
原

六
丁
下
（（
塚塚
））、
佐
久
山
迄
二
里
、
イ
ニ
一
里
廿
八
丁
、

本

六
十
八
文

カ

四
十
六
文

夫

三
十
四
文

野
州
那
須
郡
江
戸
よ
り
三
十
七
里
十
八
丁
、
同
所
太

田
原
飛
騨
守
様
御
城
下
、
高
一
万
千
四
百
石
、
御
通

の
節
御
馳
走
人
出
ル
、御
小
簾
、御
先
払
二
人
出
ル
、

御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
一
丁
下
鏡
川
と
い
ふ
川
有
、

瀬
越
、
水
無
時
ハ
仮
橋
、
右
方
薬
師
堂
、
同
吉
祥
院
、

天
台
、
正
法
寺
、
法
花
、
町
中
愛
宕
堂
有
、
下
端
右

之
方
山
の
上
ニ
雷
電
堂
有
、
一
丁
下
※
錆
川
な
り
、

但
町
中
右
方
御
城
御
門
見
ゆ
る
、
御
番
人
下
座
、
御

駕
籠
脇
よ
り
御
挨
拶
、

※
（
朱
書
）「
イ
ニ
米
沢
村
、
九
十
軒
、
中
井
村
ノ
前
ニ
有
、」

一
、
中
居
村

九
十
軒
程

御
代
官
領
也
、
那
須
ヶ
嵩
見
ゆ
る
、
楊
枝
山
、
高
原

山
見
ゆ
る
、
下
端
境
川
と
い
ふ
小
川
、
橋
あ
り
、
橋

向
に
、

北
方

太
田
原
領

（（
ササ
））

南
方

御
代
官
領

堺
杭
よ
り
一
里
塚
迄
六
丁
、
塚
よ
り
五
丁
上
日
光
山

道
有
、

一
、
米
沢
村

六
十
軒
程

同
所
御
代
官
領
也
、

一
、
吉
沢
村

二
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
佐
久
山
領
也
、

南
方

佐
久
山
領

一
、
三
軒
茶
屋

七
・
八
軒
程

佐
久
山
領
也
、
下
端
伯
耆
川
、
瀬
越
、
又
ハ
仮
橋
な

り
、
下
端
観
音
堂
有
、

（
朱
書
）
井
上
勘
左
衛
門

一
、
佐
久
山

三
百
軒
程

喜
連
川
迄
二
里
廿
丁
、

本

百
廿
文

カ

七
十
二
文

夫

五
十
二
文

同
所
交
代
寄
合
福
原
内
匠
様
御
在
所
、
三
千
五
百
石

の
内
、
御
通
之
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先

払
二
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
町
中
左
御
門

見
ゆ
る
、
御
番
人
下
座
、
挨
拶
同
断
、
下
端
左
日
光

山
道
有
、
同
下
小
坂
有
、

一
、
前
坂
新
田

十
軒
程

一
、
高
橋
村

八
・
九
軒
程

一
、
若
林
村

八
・
九
軒
程

一
、
二
里
塚
新
田

十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
此
塚
迄
見
当
ニ
而
替
る
也
、
古
来
ハ

家
の
後
也
、
今
の
往
還
ハ
新
道
也
、

一
、
疋
田
新
田

六
・
七
軒
程

一
、
押
上
村

五
・
六
軒
程

同
所
小
茶
屋
有
、
上
端
小
川
、
橋
有
、

一
、
中
曽
袮
田

五
・
六
軒
程

一
、
曽
祢
田
村

五
十
軒
程

同
所
佐
久
山
領
也
、

東
北

佐
久
山
領

（（
ササ
））

西
南

喜
連
川
領

右
境
よ
り
三
丁
下
塚
な
り
、

一
、
田
町

三
十
軒
程

十
六
丁
下
（（
塚塚
））、
半
丁
下
羽
黒
江
の
追
分
有
、
下

端
よ
り
十
一
丁
、
那
須
福
原
へ
の
道
あ
り
、

一
、
川
原
町

五
十
軒
程

一
、
足
軽
町

二
十
軒
程

上
端
小
坂
有
、
右
之
方
日
光
道
有
、
下
端
喜
連
川
、

瀬
越
、
仮
橋
の
時
も
有
、
此
川
北
ノ
方
那
須
郡
、

（
朱
書
）
斎
藤
郡
蔵
、
上
野
多
右
衛
門

一
、
喜
連
川

三
百
軒
程

町
中
（（
塚塚
））、
氏
家
迄
二
里
、

本

八
十
五
文

カ

五
十
四
文

夫

四
十
二
文

江
戸
よ
り
三
十
三
里
、同
所
下
野
国
塩
谷
郡
喜
連
川
、

左
兵
衛
督
様
御
在
所
、
五
千
石
程
有
之
、
町
中
左
之

方
山
の
上
御
城
有
、
追
手
御
門
見
ゆ
る
、
御
番
人
下

座
候
得
者
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
源
頼
朝
狩
場
の
跡

の
由
、
町
中
東
光
寺
、
浄
土
、
龍
蔵
寺
、
法
花
、
泉

念
寺
、
浄
土
、
同
所
鮎
の
す
し
・
竹
火
縄
名
物
也
、

同
所
よ
り
大
久
保
侯
の
城
下
烏
山
ヘ
一
里
半
、
大
関

侯
の
在
所
羽
黒
江
五
里
、

一
、
荒
町

三
十
軒
程

同
所
喜
連
川
新
田
共
云
、
下
端
右
の
方
常
州
下
妻
へ

の
道
有
、
洪
水
ニ
而
橋
落
る
時
ハ
往
来
留
る
な
り
、

川
下
常
州
へ
落
る
也
、

一
、
羽
黒
村

十
五
・
六
軒
程
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瀬
越
、
水
無
時
ハ
仮
橋
、
右
方
薬
師
堂
、
同
吉
祥
院
、

天
台
、
正
法
寺
、
法
花
、
町
中
愛
宕
堂
有
、
下
端
右

之
方
山
の
上
ニ
雷
電
堂
有
、
一
丁
下
※
錆
川
な
り
、

但
町
中
右
方
御
城
御
門
見
ゆ
る
、
御
番
人
下
座
、
御

駕
籠
脇
よ
り
御
挨
拶
、

※
（
朱
書
）「
イ
ニ
米
沢
村
、
九
十
軒
、
中
井
村
ノ
前
ニ
有
、」

一
、
中
居
村

九
十
軒
程

御
代
官
領
也
、
那
須
ヶ
嵩
見
ゆ
る
、
楊
枝
山
、
高
原

山
見
ゆ
る
、
下
端
境
川
と
い
ふ
小
川
、
橋
あ
り
、
橋

向
に
、

北
方

太
田
原
領

（（
ササ
））

南
方

御
代
官
領

堺
杭
よ
り
一
里
塚
迄
六
丁
、
塚
よ
り
五
丁
上
日
光
山

道
有
、

一
、
米
沢
村

六
十
軒
程

同
所
御
代
官
領
也
、

一
、
吉
沢
村

二
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
佐
久
山
領
也
、

南
方

佐
久
山
領

一
、
三
軒
茶
屋

七
・
八
軒
程

佐
久
山
領
也
、
下
端
伯
耆
川
、
瀬
越
、
又
ハ
仮
橋
な

り
、
下
端
観
音
堂
有
、

（
朱
書
）
井
上
勘
左
衛
門

一
、
佐
久
山

三
百
軒
程

喜
連
川
迄
二
里
廿
丁
、

本

百
廿
文

カ

七
十
二
文

夫

五
十
二
文

同
所
交
代
寄
合
福
原
内
匠
様
御
在
所
、
三
千
五
百
石

の
内
、
御
通
之
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先

払
二
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
町
中
左
御
門

見
ゆ
る
、
御
番
人
下
座
、
挨
拶
同
断
、
下
端
左
日
光

山
道
有
、
同
下
小
坂
有
、

一
、
前
坂
新
田

十
軒
程

一
、
高
橋
村

八
・
九
軒
程

一
、
若
林
村

八
・
九
軒
程

一
、
二
里
塚
新
田

十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
此
塚
迄
見
当
ニ
而
替
る
也
、
古
来
ハ

家
の
後
也
、
今
の
往
還
ハ
新
道
也
、

一
、
疋
田
新
田

六
・
七
軒
程

一
、
押
上
村

五
・
六
軒
程

同
所
小
茶
屋
有
、
上
端
小
川
、
橋
有
、

一
、
中
曽
袮
田

五
・
六
軒
程

一
、
曽
祢
田
村

五
十
軒
程

同
所
佐
久
山
領
也
、

東
北

佐
久
山
領

（（
ササ
））

西
南

喜
連
川
領

右
境
よ
り
三
丁
下
塚
な
り
、

一
、
田
町

三
十
軒
程

十
六
丁
下
（（
塚塚
））、
半
丁
下
羽
黒
江
の
追
分
有
、
下

端
よ
り
十
一
丁
、
那
須
福
原
へ
の
道
あ
り
、

一
、
川
原
町

五
十
軒
程

一
、
足
軽
町

二
十
軒
程

上
端
小
坂
有
、
右
之
方
日
光
道
有
、
下
端
喜
連
川
、

瀬
越
、
仮
橋
の
時
も
有
、
此
川
北
ノ
方
那
須
郡
、

（
朱
書
）
斎
藤
郡
蔵
、
上
野
多
右
衛
門

一
、
喜
連
川

三
百
軒
程

町
中
（（
塚塚
））、
氏
家
迄
二
里
、

本

八
十
五
文

カ

五
十
四
文

夫

四
十
二
文

江
戸
よ
り
三
十
三
里
、同
所
下
野
国
塩
谷
郡
喜
連
川
、

左
兵
衛
督
様
御
在
所
、
五
千
石
程
有
之
、
町
中
左
之

方
山
の
上
御
城
有
、
追
手
御
門
見
ゆ
る
、
御
番
人
下

座
候
得
者
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
源
頼
朝
狩
場
の
跡

の
由
、
町
中
東
光
寺
、
浄
土
、
龍
蔵
寺
、
法
花
、
泉

念
寺
、
浄
土
、
同
所
鮎
の
す
し
・
竹
火
縄
名
物
也
、

同
所
よ
り
大
久
保
侯
の
城
下
烏
山
ヘ
一
里
半
、
大
関

侯
の
在
所
羽
黒
江
五
里
、

一
、
荒
町

三
十
軒
程

同
所
喜
連
川
新
田
共
云
、
下
端
右
の
方
常
州
下
妻
へ

の
道
有
、
洪
水
ニ
而
橋
落
る
時
ハ
往
来
留
る
な
り
、

川
下
常
州
へ
落
る
也
、

一
、
羽
黒
村

十
五
・
六
軒
程
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坂
出
村
共
云
、
喜
連
川
領
也
、
上
端
寺
有
、
村
中
小

坂
有
、
是
よ
り
上
り
所
ゝ
小
坂
有
、

一
、
松
山
新
田

百
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
同
所
下
総
佐
倉
領
也
、
下
端
よ
り
六

丁
下
右
之
方
堺
杭
二
本
有
、

西
南

佐
倉
領

（（
ササ
））

東
北

喜
連
川
領

両
堺
下
矢
黒
坂
と
云
坂
有
、
相
州
の
箱
根
山
よ
り
此

山
迄
の
間
山
な
し
、
坂
中
の
右
之
方
山
中
に
矢
黒
十

貫
地
蔵
と
云
堂
有
、
北
方
生
田
坂
有
、
晴
天
の
節
ハ

南
に
当
て
富
士
山
見
ゆ
る
、
是
よ
り
羽
黒
坂
と
い
ふ

難
所
有
、
長
坂
、
坂
下
左
之
宝
羽
黒
権
現
堂
、
同
愛

宕
堂
、
山
の
上
ニ
有
、

一
、
桜
野

百
軒
程

野
州
塩
谷
郡
の
内
下
総
佐
倉
領
、
堀
田
相
模
守
様
御

領
地
、
四
万
石
の
内
、
宿
中
左
右
御
仮
屋
、
御
印
蔵

有
、烏
山
へ
の
道
有
、此
近
郷
塩
谷
の
里
と
い
ふ
由
、

下
端
よ
り
新
田
迄
八
丁
あ
り
、
御
通
の
節
御
先
払
出

る
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、

一
、
茶
屋
町

七
・
八
軒
程

（
朱
書
）
平
石
六
右
衛
門

一
、
氏
家

百
軒
程

（
朱
書
）
又
半
、

上
端
（（
塚塚
））、
白
沢
迄
一
里

本

八
十
三
文

カ

五
十
四
文

夫

四
十
二
文

（
ア
キ
マ
マ
）

同
所
戸
田

様
御
領
地
、
七
万
石
之
内
、
御
通

の
節
御
先
払
出
ル
事
も
有
、下
端
堺
川
と
云
ふ
小
川
、

橋
有
、
下
左
之
方
堺
杭
二
本
有
、

東
北

佐
倉
領

（（
ササ
））

西
南

宇
都
宮
領

両
堺
也
、
堺
下
茶
や
有
、

一
、
堂
原
新
田

七
・
八
軒
程

宿
中
右
之
方
城
跡
有
、
氏
家
内
膳
住
居
之
内
、

一
、
阿
久
津
村

七
十
軒
程

同
所
野
州
塩
谷
郡
宇
都
宮
領
也
、
阿
久
津
川
有
、
左

之
方
大
日
堂
、
右
之
方
神
明
宮
有
、

（
朱
書
）
宇
梶
太
郎
右
衛
門

一
、
白
沢

百
軒
程

五
丁
半
下
絹
川
、
向
中
川
原
杉
一
本
あ
り
（（
塚塚
））、

(

鬼
怒
川
、
以
下
同)

宇
都
宮
迄
二
里
半
、

本

九
十
二
文

カ

六
十
一
文

夫

四
十
七
文

（
ア
キ
マ
マ
）

同
所
野
州
河
内
郡
戸
田

様
御
領
、
御
通
の
節

御
馳
走
人
出
ル
時
有
、
御
小
簾
、
御
先
払
出
候
得
ハ

御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
下
端
九
丁
半
土
橋
○○
有
、
是

よ
り
五
丁
下
絹
川
（（
舟舟
））、
舟
渡
、
右
両
川
ヘ
宇
都

宮
よ
り
川
綱
出
候
得
ハ
、
御
小
簾
、
右
之
方
常
州
筑

波
山
見
ゆ
る
也
、

一
、
街
道
新
田

三
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））、

一
、
竹
林
村

八
・
九
軒
程

（
朱
書
）
石
塚
次
郎
兵
衛

一
、
宇
都
宮

雀
宮
迄
二
里
一
丁
、

本カ夫

四
十
文

伝
馬
丁
（（
塚塚
））、
同
所
下
野
国
河
内
郡
戸
田
山
城
守

様
御
城
下
、
七
百
七
千
八
百
五
十
石
、
御
通
の
節

(

万)

御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
両
人
出
ル
、
御

駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
伝
馬
丁
伝
馬
役
所
有
、
荷
物
貫

（
官
脱
以
下
同
）

目
此
所
ニ
而
改
る
、
伝
馬
丁
ハ
日
光
社
地
ニ
而
御
代

領
也
、
御
手
代
二
人
出
ル
、
貫
目
御
改
役
出
ル
、
御

本
陣
よ
り
一
丁
下
左
之
方
御
城
御
門
見
ゆ
る
、
御
番

人
下
座
、
挨
拶
、
町
中
玉
川
と
い
ふ
、
土
橋
有
、
右

之
方
正
一
位
勲
六
等
日
光
大
明
神
堂
有
、
神
領
五
千

（
王
カ
）

石
、
別
当
天
皇
寺
、
天
台
、
是
則
宇
都
宮
一
社
明
神

也
、
旅
人
の
参
詣
を
禁
、
城
中
見
通
候
故
也
、
近
年

ハ
参
詣
致
せ
候
也
、
町
中
右
不
動
堂
、
夫
よ
り
大
仏

堂
、
寺
三
宇
有
、
町
中
田
川
の
大
橋
有
、

一
、
台
新
田

七
十
軒
程

五
丁
半
下
（（
塚塚
））、
右
之
方
日
光
山
、
浅
間
嵩
見
ゆ
る
、

一
、
雀
宮

八
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
上
石
橋
迄
一
里
半
、

本

六
十
五
文

カ

四
十
三
文

夫

三
十
二
文

野
州
河
内
郡
御
代
官
領
、
御
通
之
節
御
手
代
出
ル
、

御
小
簾
、
御
先
払
出
候
得
ハ
挨
拶
、
宿
中
左
寺
有
、

下
左
之
方
正
一
位
雀
宮
大
明
神
、
此
所
よ
り
南
ニ
当

て
富
士
山
と
筑
波
山
見
ゆ
る
、

北
方

宇
都
宮
領

（（
ササ
））

南
方

御
代
官
領

一
、
茂
原
村

四
・
五
軒
程

此
所
関
宿
久
世
大
和
守
様
御
領
也
、
六
万
三
千
石
の

内
、

（
貼
紙
抹
消
）

「
南
方

関
宿
領

（（
ササ
））

北
方

御
代
官
領
」

一
、
下
鞘
堂
新
田

五
・
六
軒
程

※
関
宿
領
也
、

※
（
点
羽
）

「

一
、
鞘
堂
新
田

七
・
八
軒
程

」

北
方

関
宿
領

（（
ササ
））

南
方

御
代
官
領

一
、
古
山
新
田

八
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））、
御
代
領
也
、

(

官
脱
、
以
下
同)

（
朱
書
）
伊
沢
八
右
衛
門

一
、
上
石
橋

百
軒
程

小
金
井
迄
一
里
半
、

本カ夫

廿
九
文

御
代
官
領
、
御
通
之
節
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御

先
払
出
候
得
ハ
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
下
端
左
道

心
庵
あ
り
、
鷲
の
宮
と
い
ふ
有
、
大
木
槻
之
木
有
、

一
、
下
石
橋

十
四
・
五
軒
程

右
之
方
分
杭
一
本
有
、

南
方

佐
倉
領

（（
ササ
））

北
方

御
代
領

一
、
二
軒
新
田

三
・
四
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、
佐
倉
領
也
、

一
、
笹
村

十
二
・
三
軒
程

下
総
佐
倉
領
也
、

（
朱
書
）
大
越
忠
右
衛
門

一
、
小
金
井

百
軒
程

一
丁
半
上
（（
塚塚
））、
蕷
柄
新
田
迄
廿
九
丁
、

本

三
十
二
文

カ

二
十
二
文

夫

十
六
文

野
州
都
賀
郡
堀
田
備
中
守
様
御
領
地
、
十
一
万
石
之

内
、
御
通
之
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払

二
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
挨
拶
、
宿
中
慈
眼
寺
、
真
言
、

御
朱
印
地
也
、
山
門
ニ
恐
し
き
仁
王
有
、
夫
よ
り
左

方
連
光
寺
、
真
言
、
三
里
程
西
の
方
ニ
壬
生
の
城
見

ゆ
る
、
壬
生
ハ
鳥
井
丹
波
守
様
御
城
下
也
、

南
方

御
代
領

（（
ササ
））

北
方

壬
生
領

鳥
井
丹
波
守
領

右
両
堺
也
、
是
よ
り
五
丁
程
下
右
方
分
杭
一
本
有
、

南
方

壬
生
領

（（
ササ
））

北
方

佐
倉
領

一
、
大
町
新
田

五
・
六
軒
程

下
端
右
之
方
両
堺
分
杭
有
、

（
い
も
が
ら
）

一
、
蕷
柄
新
田

六
十
軒
程

（
朱
書
）
又
十
一
丁

下
端
（（
塚塚
））、
小
山
迄
一
里
、

本

三
十
二
文

カ

二
十
二
文

夫

十
六
文

御
代
官
領
、
御
通
の
節
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御

上
下
之
節
此
所
ニ
而
馬
継
無
之
、
小
山
と
小
金
井
ニ

而
継
也
、
上
端
右
之
方
行
祥
院
、
真
言
、
一
宇
有
、

一
、
喜
沢
新
田

六
・
七
軒
程

御
代
官
領
、
此
辺
室
の
八
島
と
い
ふ
、
五
丁
程
下
右

イ
ニ
声

之
方
八
色
の
沼
あ
り
、
池
の
内
ニ
八
島
有
、
八
神
を

祭
る
、
昔
此
所
ニ
福
神
遊
、
庭
の
池
の
辺
ニ
而
薪
を

以
魚
を
焼
ゆ
へ
、
歌
人
ハ
是
を
取
て
古
語
と
す
、

き
り
は
る
る
室
の
八
嶋
の
秋
風
に

残
り
て
た
つ
は
煙
な
り
け
り

掌
中
「
怜
野
集
」
霞
、
俊
頼
、
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宿
中
（（
塚塚
））、
上
石
橋
迄
一
里
半
、

本

六
十
五
文

カ

四
十
三
文

夫

三
十
二
文

野
州
河
内
郡
御
代
官
領
、
御
通
之
節
御
手
代
出
ル
、

御
小
簾
、
御
先
払
出
候
得
ハ
挨
拶
、
宿
中
左
寺
有
、

下
左
之
方
正
一
位
雀
宮
大
明
神
、
此
所
よ
り
南
ニ
当

て
富
士
山
と
筑
波
山
見
ゆ
る
、

北
方

宇
都
宮
領

（（
ササ
））

南
方

御
代
官
領

一
、
茂
原
村

四
・
五
軒
程

此
所
関
宿
久
世
大
和
守
様
御
領
也
、
六
万
三
千
石
の

内
、

（
貼
紙
抹
消
）

「
南
方

関
宿
領

（（
ササ
））

北
方

御
代
官
領
」

一
、
下
鞘
堂
新
田

五
・
六
軒
程

※
関
宿
領
也
、

※
（
点
羽
）

「

一
、
鞘
堂
新
田

七
・
八
軒
程

」

北
方

関
宿
領

（（
ササ
））

南
方

御
代
官
領

一
、
古
山
新
田

八
十
軒
程

三
丁
下
（（
塚塚
））、
御
代
領
也
、

(

官
脱
、
以
下
同)

（
朱
書
）
伊
沢
八
右
衛
門

一
、
上
石
橋

百
軒
程

小
金
井
迄
一
里
半
、

本カ夫

廿
九
文

御
代
官
領
、
御
通
之
節
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御

先
払
出
候
得
ハ
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
下
端
左
道

心
庵
あ
り
、
鷲
の
宮
と
い
ふ
有
、
大
木
槻
之
木
有
、

一
、
下
石
橋

十
四
・
五
軒
程

右
之
方
分
杭
一
本
有
、

南
方

佐
倉
領

（（
ササ
））

北
方

御
代
領

一
、
二
軒
新
田

三
・
四
軒
程

一
丁
下
（（
塚塚
））、
佐
倉
領
也
、

一
、
笹
村

十
二
・
三
軒
程

下
総
佐
倉
領
也
、

（
朱
書
）
大
越
忠
右
衛
門

一
、
小
金
井

百
軒
程

一
丁
半
上
（（
塚塚
））、
蕷
柄
新
田
迄
廿
九
丁
、

本

三
十
二
文

カ

二
十
二
文

夫

十
六
文

野
州
都
賀
郡
堀
田
備
中
守
様
御
領
地
、
十
一
万
石
之

内
、
御
通
之
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払

二
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
挨
拶
、
宿
中
慈
眼
寺
、
真
言
、

御
朱
印
地
也
、
山
門
ニ
恐
し
き
仁
王
有
、
夫
よ
り
左

方
連
光
寺
、
真
言
、
三
里
程
西
の
方
ニ
壬
生
の
城
見

ゆ
る
、
壬
生
ハ
鳥
井
丹
波
守
様
御
城
下
也
、

南
方

御
代
領

（（
ササ
））

北
方

壬
生
領

鳥
井
丹
波
守
領

右
両
堺
也
、
是
よ
り
五
丁
程
下
右
方
分
杭
一
本
有
、

南
方

壬
生
領

（（
ササ
））

北
方

佐
倉
領

一
、
大
町
新
田

五
・
六
軒
程

下
端
右
之
方
両
堺
分
杭
有
、

（
い
も
が
ら
）

一
、
蕷
柄
新
田

六
十
軒
程

（
朱
書
）
又
十
一
丁

下
端
（（
塚塚
））、
小
山
迄
一
里
、

本

三
十
二
文

カ

二
十
二
文

夫

十
六
文

御
代
官
領
、
御
通
の
節
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御

上
下
之
節
此
所
ニ
而
馬
継
無
之
、
小
山
と
小
金
井
ニ

而
継
也
、
上
端
右
之
方
行
祥
院
、
真
言
、
一
宇
有
、

一
、
喜
沢
新
田

六
・
七
軒
程

御
代
官
領
、
此
辺
室
の
八
島
と
い
ふ
、
五
丁
程
下
右

イ
ニ
声

之
方
八
色
の
沼
あ
り
、
池
の
内
ニ
八
島
有
、
八
神
を

祭
る
、
昔
此
所
ニ
福
神
遊
、
庭
の
池
の
辺
ニ
而
薪
を

以
魚
を
焼
ゆ
へ
、
歌
人
ハ
是
を
取
て
古
語
と
す
、

き
り
は
る
る
室
の
八
嶋
の
秋
風
に

残
り
て
た
つ
は
煙
な
り
け
り

掌
中
「
怜
野
集
」
霞
、
俊
頼
、
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烟
か
と
室
の
八
嶋
を
見
し
程
に

や
か
て
も
空
の
霞
ぬ
る
か
な

今
見
れ
ハ
室
の
八
嶋
も
あ
わ
れ
な
り

烟
り
に
遠
き
老
の
身
な
れ
ハ

一
、
喜
沢
村

五
十
軒
程

南
方

遠
山
知
行
所

（（
ササ
））

北
方

御
代
官
領

一
、
下
町

二
十
軒
程

遠
山
知
行
所
な
り
、

（
朱
書
）
小
河
彦
右
衛
門

（
朱
書
）
又
五
百
軒

一
、
小
山

四
百
軒
程

町
中
（（
塚塚
））、
侭
田
迄
一
里
二
十
四
丁
、

(

間
々
田
、
以
下
同)

本

六
十
五
文

カ

四
十
三
文

夫

三
十
二
文

下
野
国
都
賀
郡
宇
都
宮
領
也
、宿
中
右
天
王
堂
社
有
、

山
門
、
仁
王
門
有
、
当
所
鎮
守
の
由
、
右
天
王
院
、

真
言
、
別
当
な
り
、
夫
よ
り
下
右
之
方
光
源
寺
、
真

言
、
同
右
之
方
結
城
道
有
、
追
分
也
、
右
之
方
後
の

方
ニ
古
城
の
跡
有
、
昔
此
所
の
城
主
下
野
大
掾
小
山

判
官
藤
原
政
光
と
云
人
住
居
の
城
跡
也
、
大
な
る
蛇

住
け
る
由
、
草
木
と
へ
と
も
取
事
な
ら
す
、
政
光
ハ

(

い
欠)

俵
藤
太
秀
郷
の
末
葉
に
て
、
藤
原
氏
小
山
小
四
郎
頼

光
の
子
也
、
御
上
下
の
節
新
田
ヘ
馬
継
無
し
、
小
金

井
迄
通
候
也
、

南
方

御
代
官
領

（（
ササ
））

北
方

遠
山
知
行
所

一
、
小
山
茶
屋
町

二
十
軒
程

宿
中
左
右
（（
塚塚
））、

南
方

結
城
領

（（
ササ
））

北
方

御
代
官
領

此
所
下
総
下
野
の
両
堺
也
、

一
、
二
日
市
新
田

四
・
五
軒
程

結
城
領
、
此
間
並
木
松
也
、

一
、
栗
の
木
新
田

三
・
四
軒
程

一
、
栗
野
木
宮
村

七
・
八
軒
程

下
総
国
結
城
領
也
、
水
野
日
向
守
様
御
領
地
、
一
万

八
千
石
の
内
也
、

一
、
千
田
塚
村

八
・
九
軒
程

二
丁
下
（（
塚塚
））、
下
総
国
関
宿
領
也
、
久
世
大
和
守

様
御
領
、
六
万
三
千
石
の
内
也
、

南
方

関
宿
領

（（
ササ
））

北
方

結
城
領

（
朱
書
）
青
木
勇
助

一
、
侭
田

百
軒
程

野
木
迄
一
里
半
、

本

六
十
八
文

カ

四
十
六
文

夫

三
十
四
文

戸
田
山
城
守
様
御
領
地
、
御
通
の
節
御
馳
走
人
出
候

得
ハ
御
小
簾
、
御
先
払
出
候
ヘ
ハ
御
駕
籠
脇
よ
り
挨

拶
、
上
端
左
右
沼
有
、
宿
中
新
正
寺
、
左
之
方
愛
宕

堂
、
左
に
小
観
音
堂
有
、
下
端
左
右
地
蔵
、
二
丁
下

右
方
分
杭
有
、
是
よ
り
南
の
方
御
代
官
所
、
同
右
之

方
分
杭
有
、
北
之
方
関
宿
領
、

南
方

御
代
官
領

（（
ササ
））

北
方

関
宿
領

一
、
乙
女
村

十
軒
程

御
代
官
領
也
、
村
中
左
仙
光
寺
、
真
言
、
左
之
方
八

幡
社
小
観
堂
有
、
道
明
寺
、
浄
土
、
下
端
右
日
光
・

鹿
沼
へ
の
追
分
有
、

一
、
勘
沢
村

十
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
御
代
官
領
、
上
端
左
雷
電
堂
、
下
端

右
地
蔵
堂
、
同
八
幡
社
有
、

一
、
友
沼
村

五
十
軒
程

御
代
官
領
也
、
上
端
宝
光
院
、
真
言
、
右
報
恩
寺
、

真
言
、
左
八
幡
宮
有
、
宿
中
左
之
方
分
杭
壱
本
有
、

北
方

御
代
官
領

（（
ササ
））

南
方

古
河
領

一
、
松
原
新
田

三
十
軒
程

古
河
領
也
、

（
朱
書
）
熊
倉
七
郎
右
衛
門

一
、
野
木

二
百
軒
程

（
朱
書
）

又
五

宿
中
（（
塚塚
））、
古
河
迄
二
十
九
丁
、

本

廿
九
文

カ

十
九
文

夫

十
四
文

古
河
之
領
也
、一
丁
上
端
正
一
位
野
木
大
明
神
堂
有
、

石
の
鳥
井
有
、
宿
中
右
之
方
万
願
寺
、
真
言
、
雷
電

堂
有
、
正
明
寺
、
浄
土
、
下
端
左
観
音
堂
有
、
小
山

朝
政
御
領
候
所
な
り
、

（
朱
書
）
吉
沢
与
一

一
、
古
河

三
丁
下
（（
塚塚
））、
※
栗
橋
迄
一
里
半
、

本

六
十
一
文

※
（
朱
書
）「
中
田
迄
一
里
四
丁
、」

カ

四
十
一
文

夫

三
十
一
文

江
戸
よ
り
十
一
里
、
下
総
国
葛
飾
郡
土
井
大
炊
頭
様

御
城
下
也
、
御
通
之
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、

御
先
払
二
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
町
中
右

御
城
御
門
見
ゆ
る
、
御
番
人
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ
り

挨
拶
、
尤
下
座
大
体
な
し
、
此
城
内
頼
政
堂
と
い
ふ

有
、
猪
の
早
太
、
昔
源
三
位
頼
政
之
首
を
此
処
へ
持

（
怒
カ
）

参
り
葬
埋
た
る
由
、
城
な
か
に
怨
り
事
有
時
は
頼
政

堂
夥
敷
鳴
動
告
候
由
、
早
太
ヶ
子
孫
今
ニ
相
続
し
て

此
堂
を
守
る
と
い
ふ
、
下
端
町
中
右
方
弘
法
の
御
廟

へ
の
道
有
、
下
端
右
之
方
神
明
宮
、
尊
寿
院
、
真
言
、

左
方
正
恩
寺
、禅
、夫
よ
り
下
左
方
長
久
山
本
城
寺
、

法
花
、
石
地
蔵
堂
有
、
村
隠
土
手
並
木
松
原
也
、
下

総
と
下
野
と
の
堺
ハ
二
十
丁
程
北
、
利
根
川
を
以
堺

と
す
、

一
、
新
田
茶
屋

四
・
五
軒
程

古
河
領
、
下
端
常
州
筑
波
山
下
に
山
見
ゆ
る
、
高
き

ハ
芦
穂
山
、
低
き
ハ
築
波
山
也
、
左
之
方
野
原
之

(

マ
マ)

内
沼
有
、
昔
小
山
判
官
放
せ
し
鷺
二
羽
此
沼
辺
に
住

よ
し
、

（
朱
書
）
藤
田
源
右
衛
門

一
、
中
田
村

八
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
葛
飾
郡
古
河
領
、
御
通
之
節
御
馳
走

人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
出
候
得
ハ
御
駕
籠
脇
よ

り
挨
拶
、古
河
迄
並
木
松
也
、宿
中
左
之
方
八
幡
宮
、

香
取
明
神
堂
、
一
ノ
宮
ニ
有
之
、
左
右
玄
了
寺
、
真

言
、
境
内
三
言
の
宮
と
て
小
社
有
、
是
則
静
御
前
の

墓
成
由
云
伝
ふ
、
御
本
陣
へ
被
為
入
、
栗
橋
川
、
舟

渡
御
見
合
有
之
事
有
、
栗
橋
川
（（
舟舟
））、
△△
大
舟
渡
、

土
井
様
御
召
船
御
借
被
成
候
得
ハ
、
川
綱
、
御
馳
走

人
出
ル
、
御
小
簾
、
此
川
関
東
一
ノ
大
川
利
根
川
と

い
ふ
、源
ハ
上
野
よ
り
来
ル
、坂
東
太
郎
共
い
ふ
也
、

栗
橋
御
関
所
川
向
に
有
、

（
朱
書
）
池
田
与
四
右
衛
門

一
、
栗
橋

二
百
軒
程

幸
手
迄
二
里
、

本

八
十
文

カ

五
十
三
文

夫

四
十
文

同
処
二
百
石
斗
の
船
あ
り
て
、
江
戸
往
来
ス
、
同
所

（
ア
キ
マ
マ
）

御
支
配
所
、
公
儀
御
関
所
也
、
女
ハ
切
手
無

通
事
不
相
成
、
旅
人
笠
を
ぬ
き
て
通
也
、
御
番
所
川

端
右
之
方
な
り
、
御
通
之
節
御
手
代
出
ル
、
御
番
人

下
座
、
何
れ
も
御
小
簾
、
御
関
所
少
過
、
御
番
人
手

附
之
者
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
宿
中
寺
三
宇

有
、
御
関
所
下
利
根
川
舟
渡
之
節
、
御
舟
に
被
為
召

候
ハ
ゝ
、
御
床
几
へ
心
付
、
御
た
は
こ
包
、
御
茶
、

弁
当
、
御
刀
筒
、
御
長
刀
、御
手
鑓
を
乗
セ
可
申
事
、

一
、
川
通
村

二
十
軒
程

村
中
（（
塚塚
））、
此
処
小
左
衛
門
村
と
も
い
ふ
、
宿
中

(

右)

弁
天
社
有
、
堂
前
ニ
大
槻
ノ
木
有
、
是
則
塚
也
、

一
、
外
国
府
間

十
軒
程

(

そ
と
ご
う
ま)

一
丁
上
水
道
路
と
い
ふ
川
有
、
大
橋
有
、
上
端
右
大

日
権
現
の
堂
有
、
此
所
民
部
様
御
賄
料
の
内
也
、
一

丁
下
右
杭
一
本
有
、

南
方

民
部
卿
料

（（
ササ
））

北
方

御
代
官
支
配

是
よ
り
土
手
通
な
り
、

一
、
高
須
賀
村

二
十
軒
程

此
所
民
部
卿
様
御
賄
料
十
万
石
の
内
、
宿
中
右
観
音

堂
有
、
鴨
川
塘
と
い
ふ
、
大
橋
有
、
此
橋
出
羽
橋
共

い
ふ
、
下
端
八
幡
社
有
、

一
、
長
漸
村

十
軒
程
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カ

十
九
文

夫

十
四
文

古
河
之
領
也
、一
丁
上
端
正
一
位
野
木
大
明
神
堂
有
、

石
の
鳥
井
有
、
宿
中
右
之
方
万
願
寺
、
真
言
、
雷
電

堂
有
、
正
明
寺
、
浄
土
、
下
端
左
観
音
堂
有
、
小
山

朝
政
御
領
候
所
な
り
、

（
朱
書
）
吉
沢
与
一

一
、
古
河

三
丁
下
（（
塚塚
））、
※
栗
橋
迄
一
里
半
、

本

六
十
一
文

※
（
朱
書
）「
中
田
迄
一
里
四
丁
、」

カ

四
十
一
文

夫

三
十
一
文

江
戸
よ
り
十
一
里
、
下
総
国
葛
飾
郡
土
井
大
炊
頭
様

御
城
下
也
、
御
通
之
節
御
馳
走
人
出
ル
、
御
小
簾
、

御
先
払
二
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
町
中
右

御
城
御
門
見
ゆ
る
、
御
番
人
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ
り

挨
拶
、
尤
下
座
大
体
な
し
、
此
城
内
頼
政
堂
と
い
ふ

有
、
猪
の
早
太
、
昔
源
三
位
頼
政
之
首
を
此
処
へ
持

（
怒
カ
）

参
り
葬
埋
た
る
由
、
城
な
か
に
怨
り
事
有
時
は
頼
政

堂
夥
敷
鳴
動
告
候
由
、
早
太
ヶ
子
孫
今
ニ
相
続
し
て

此
堂
を
守
る
と
い
ふ
、
下
端
町
中
右
方
弘
法
の
御
廟

へ
の
道
有
、
下
端
右
之
方
神
明
宮
、
尊
寿
院
、
真
言
、

左
方
正
恩
寺
、禅
、夫
よ
り
下
左
方
長
久
山
本
城
寺
、

法
花
、
石
地
蔵
堂
有
、
村
隠
土
手
並
木
松
原
也
、
下

総
と
下
野
と
の
堺
ハ
二
十
丁
程
北
、
利
根
川
を
以
堺

と
す
、

一
、
新
田
茶
屋

四
・
五
軒
程

古
河
領
、
下
端
常
州
筑
波
山
下
に
山
見
ゆ
る
、
高
き

ハ
芦
穂
山
、
低
き
ハ
築
波
山
也
、
左
之
方
野
原
之

(

マ
マ)

内
沼
有
、
昔
小
山
判
官
放
せ
し
鷺
二
羽
此
沼
辺
に
住

よ
し
、

（
朱
書
）
藤
田
源
右
衛
門

一
、
中
田
村

八
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
葛
飾
郡
古
河
領
、
御
通
之
節
御
馳
走

人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
出
候
得
ハ
御
駕
籠
脇
よ

り
挨
拶
、古
河
迄
並
木
松
也
、宿
中
左
之
方
八
幡
宮
、

香
取
明
神
堂
、
一
ノ
宮
ニ
有
之
、
左
右
玄
了
寺
、
真

言
、
境
内
三
言
の
宮
と
て
小
社
有
、
是
則
静
御
前
の

墓
成
由
云
伝
ふ
、
御
本
陣
へ
被
為
入
、
栗
橋
川
、
舟

渡
御
見
合
有
之
事
有
、
栗
橋
川
（（
舟舟
））、
△△
大
舟
渡
、

土
井
様
御
召
船
御
借
被
成
候
得
ハ
、
川
綱
、
御
馳
走

人
出
ル
、
御
小
簾
、
此
川
関
東
一
ノ
大
川
利
根
川
と

い
ふ
、源
ハ
上
野
よ
り
来
ル
、坂
東
太
郎
共
い
ふ
也
、

栗
橋
御
関
所
川
向
に
有
、

（
朱
書
）
池
田
与
四
右
衛
門

一
、
栗
橋

二
百
軒
程

幸
手
迄
二
里
、

本

八
十
文

カ

五
十
三
文

夫

四
十
文

同
処
二
百
石
斗
の
船
あ
り
て
、
江
戸
往
来
ス
、
同
所

（
ア
キ
マ
マ
）

御
支
配
所
、
公
儀
御
関
所
也
、
女
ハ
切
手
無

通
事
不
相
成
、
旅
人
笠
を
ぬ
き
て
通
也
、
御
番
所
川

端
右
之
方
な
り
、
御
通
之
節
御
手
代
出
ル
、
御
番
人

下
座
、
何
れ
も
御
小
簾
、
御
関
所
少
過
、
御
番
人
手

附
之
者
下
座
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
宿
中
寺
三
宇

有
、
御
関
所
下
利
根
川
舟
渡
之
節
、
御
舟
に
被
為
召

候
ハ
ゝ
、
御
床
几
へ
心
付
、
御
た
は
こ
包
、
御
茶
、

弁
当
、
御
刀
筒
、
御
長
刀
、御
手
鑓
を
乗
セ
可
申
事
、

一
、
川
通
村

二
十
軒
程

村
中
（（
塚塚
））、
此
処
小
左
衛
門
村
と
も
い
ふ
、
宿
中

(

右)

弁
天
社
有
、
堂
前
ニ
大
槻
ノ
木
有
、
是
則
塚
也
、

一
、
外
国
府
間

十
軒
程

(

そ
と
ご
う
ま)

一
丁
上
水
道
路
と
い
ふ
川
有
、
大
橋
有
、
上
端
右
大

日
権
現
の
堂
有
、
此
所
民
部
様
御
賄
料
の
内
也
、
一

丁
下
右
杭
一
本
有
、

南
方

民
部
卿
料

（（
ササ
））

北
方

御
代
官
支
配

是
よ
り
土
手
通
な
り
、

一
、
高
須
賀
村

二
十
軒
程

此
所
民
部
卿
様
御
賄
料
十
万
石
の
内
、
宿
中
右
観
音

堂
有
、
鴨
川
塘
と
い
ふ
、
大
橋
有
、
此
橋
出
羽
橋
共

い
ふ
、
下
端
八
幡
社
有
、

一
、
長
漸
村

十
軒
程
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一
、
内
国
府
間

五
十
軒
程

(

う
ち
ご
う
ま)

宿
中
曽
根
正
福
寺
と
い
ふ
、
真
言
、
上
端
茶
屋
有
、

（
朱
書
）
知
久
文
左
衛
門

一
、
幸
手

二
百
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
杉
戸
迄
一
里
廿
五
丁
、

本

八
十
文

カ

五
十
三
文

夫

三
十
文

御
代
官
領
、
御
通
之
節
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御

先
払
出
候
得
ハ
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
宿
中
寺
一

宇
あ
り
、
内
国
府
間
の
間
家
続
也
、

一
、
本
多
賀
野
村

三
十
軒
程

（
岩
槻
）

福
島
村
と
も
い
ふ
、
上
端
右
之
方
岩
附
道
有
、
幸
手

の
間
右
利
根
川
、
大
橋
、
是
村
境
也
、
宿
中
寺
三
宇

有
、
薬
師
堂
有
、

中
一
、
多
賀
野
村

十
軒
程

※
此
所
菩
薩
村
共
云
、
左
雷
電
堂
有
、

※
（
点
羽
）

「

一
、
上
多
賀
野
村

十
軒

」

一
、
和
田
村

六
・
七
軒
程

大
島
村
共
云
、
又
天
神
島
と
云
、

一
、
小
屋
堀

八
・
九
軒
程

半
丁
下
左
右
小
森
二
ツ
、

一
、
九
軒
茶
屋

五
軒
程

（
朱
書
）
長
瀬
清
兵
衛

一
、
杉
戸

二
百
軒
程

（
朱
書
）
又
一

粕
壁
迄
一
里
廿
五
丁
、

(

春
日
部
、
以
下
同)

本

六
十
一
文

カ

四
十
一
文

夫

三
十
一
文

御
通
の
節
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
出
候
時

ハ
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、宿
中
左
神
明
堂
、法
正
院
、

真
言
、
下
端
弁
天
、
右
利
根
川
、
大
橋
有
、

一
、
勢
伊
地
村

十
八
・
九
軒
程

宿
中
右
香
取
明
神
社
有
、

一
、
三
本
木
村

十
八
・
九
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、

一
、
蔵
下
村

十
軒
程

一
、
堤
根
村

二
十
七
軒
程

御
代
官
所
、
下
端
左
寺
一
宇
有
、

一
、
本
郷
村

十
八
・
九
軒
程

一
、
小
渕
村

十
七
・
八
軒
程

上
端
（（
塚塚
））、
宿
中
左
観
音
堂
、
別
当
山
伏
、

一
、
新
町

十
八
・
九
軒
程

（
朱
書
）
猪
川
安
右
衛
門

（
朱
書
）
又
三
、
四

一
、
粕
壁

二
百
軒
程

越
谷
迄
二
里
廿
丁
、

本

百
六
文

カ

六
十
七
文

夫

五
十
七
文

御
通
之
節
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
出
ル
、

御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
上
端
右
方
富
士
山
見
ゆ
る
、

左
方
ニ
八
幡
宮
、
右
方
寺
、
左
右
寺
二
宇
有
、
下
端

右
利
根
川
、
大
橋
有
、

一
、
油
子
村

四
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
新
宿
屋
共
い
ふ
、

一
、
上
備
後

四
十
軒
程

右
雷
電
堂
有
、

一
、
下
備
後

十
四
・
五
軒
程

一
、
大
篠
村

七
・
八
軒
程

左
薬
師
堂
有
、

一
、
木
枝
村

八
・
九
軒
程

宿
中
右
富
士
浅
間
大
観
行
院
、
真
言
、

一
、
下
間
久
里

二
十
四
・
五
軒

右
方
古
沼
有
、
上
端
観
音
堂
有
、
下
左
方
八
幡
宮
、

此
所
鰻
の
蒲
焼
名
物
、
茶
屋
有
、

一
、
上
間
久
里

二
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、

一
、
大
里
村

二
十
軒
程

サ
ト

宿
中
寺
あ
り
、

一
、
大
林
村

二
十
軒
程

宿
中
左
薬
師
堂
有
、
寺
一
宇
有
、

一
、
大
沢
村

二
百
軒
程

上
端
宿
中
左
右
小
辻
、
是
則
（（
塚塚
））、
此
処
惣
名
越

谷
と
云
ハ
違
也
、
当
所
と
日
代
り
馬
継
也
、
上
端
荒

川
よ
り
下
端
迄
九
丁
有
、
上
端
左
之
方
寺
一
宇
、
右

之
方
一
宇
有
、
左
天
神
堂
、
右
鹿
島
堂
有
、

（
朱
書
）
真
田
八
右
衛
門

一
、
越
谷

二
百
軒
程

（
草
加
、
以
下
同
）

草
下
迄
二
十
八
丁
、

本

六
十
七
文

カ

四
十
七
文

夫

三
十
七
文

御
代
官
領
、
御
手
代
二
人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払

二
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
重
光
院
と
云
山

伏
出
ル
、
御
機
嫌
伺
ニ
罷
出
ル
、
左
方
寺
有
、
下
端

荒
川
と
云
、
橋
有
、
入
口
よ
り
此
所
迄
九
丁
、
御
下

向
之
節
、
江
戸
よ
り
伺
御
機
嫌
御
使
者
同
所
ヘ
出
ル

也
、

一
、
尾
曽
祢
田
村

十
軒
程

越
谷
の
入
口
也
、

一
、
蒲
生
片
町

十
二
・
三
軒

金
右
衛
門
新
田
共
云
、
九
左
衛
門
新
田
共
云
、
此
所

側
村
也
、
惣
名
蒲
生
片
町
と
い
ふ
也
、

一
、
金
左
衛
門
新
田

宿
中
左
、
同
所
左
綾
瀬
川
、
横
の
川
有
、
此
間
蒲
生

川
と
云
、
土
橋
有
、

一
、
九
左
衛
門
新
田

拾
五
・
六
軒
程

太
女
村
と
も
云
、
下
端
綾
瀬
川
の
橋
有
、

タ

メ

一
、
四
軒
茶
屋

四
・
五
軒
程

（
朱
書
）
清
水
理
兵
衛

一
、
草
下

二
百
軒
程

千
住
迄
二
里
、

本

八
十
四
文

カ

五
十
六
文

夫

四
十
二
文

御
上
下
之
節
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
出
候

得
ハ
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
上
端
右
小
社
、
宿
中

右
方
寺
二
宇
有
、
下
端
大
神
明
、
地
蔵
堂
有
、

一
、
瀬
崎
村

三
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、

宿
中
小
川
、
橋
有
、
水
神
沼
有
、
名
水
な
り
、

一
、
瀬
崎
茶
屋

五
・
六
軒
程

一
、
久
保
木
間
村

二
十
軒
程

此
所
右
方
梅
木
の
和
中
散
売
家
有
、

一
、
島
根
村

四
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
此
所
竹
塚
村
共
云
、
左
の
方
寺
一
宇

有
、
此
村
三
切
ニ
成
て
有
也
、

一
、
梅
田
村

七
・
八
軒
程

不
動
堂
有
、
別
当
谷
宗
明
王
院
な
り
、

(

マ
マ)

（
朱
書
）
秋
葉
市
郎
兵
衛

（
朱
書
）
又
六

一
、
千
住

五
百
軒
程

※
御
通
之
節
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
出
候
得

者
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
宿
中
右
伝
馬
役
所
有
、
左

水
戸
道
有
、
茶
屋
多
し
、
右
不
動
堂
、別
当
長
仙
寺
、

浄
土
、
千
住
一
丁
目
よ
り
七
丁
目
迄
有
、
水
戸
道
よ

り
小
菅
の
御
殿
迄
七
丁
有
、
下
端
八
幡
宮
、
御
登
り

の
節
、
江
戸
よ
り
御
徒
頭
・
御
小
性
・
抱
御
中
小
性

(

姓)
(

姓)

・
御
徒
参
、
御
本
陣
前
ニ
罷
出
、
其
外
上
ゝ
様
御
使

者
、与
一
様
御
使
者
出
ル
、津
軽
屋
三
右
衛
門
出
ル
、

(

那
須
与
一)

御
供
ハ
江
戸
表
之
通
、
江
戸
よ
り
御
迎
の
御
徒
頭
よ

り
御
道
書
伺
、
并
御
老
中
様
御
願
書
差
上
申
候
、

※
（
朱
書
）「
本
所
二
ツ
目
迄
二
里
、」

一
、
掃
部
宿

二
百
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
下
端
左
之
方
梅
若
へ
の
土
手
道
有
、

塚
の
下
ニ
小
橋
有
、
即
千
住
一
丁
目
小
橋
也
、

一
、
川
原

此
所
辻
商
人
居
也
、
左
右
田
地
、

ツ
チ

一
、
橋
戸
村

六
・
七
軒
程

一
、
小
塚
原

六
十
軒
程

宿
中
右
ニ
金
杭
の
追
分
道
有
、
下
端
荒
川
と
云
、
六

十
六
間
の
大
※
橋
有
、

※
（
点
羽
）

「

一
、
浅
草
町

」

一
、
山
谷
町
二
丁
目

右
之
方
弁
天
堂
有
、
下
端
所
ゝ
石
橋
有
、
夫
よ
り
右

之
方
公
義
御
仕
置
場
有
、
右
之
方
道
心
庵
有
、
回
向

院
持
分
也
、
此
間
大
橋
有
、
角
田
川
と
云
、

一
、
山
谷
町

右
之
方
神
明
堂
有
、
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谷
と
云
ハ
違
也
、
当
所
と
日
代
り
馬
継
也
、
上
端
荒

川
よ
り
下
端
迄
九
丁
有
、
上
端
左
之
方
寺
一
宇
、
右

之
方
一
宇
有
、
左
天
神
堂
、
右
鹿
島
堂
有
、

（
朱
書
）
真
田
八
右
衛
門

一
、
越
谷

二
百
軒
程

（
草
加
、
以
下
同
）

草
下
迄
二
十
八
丁
、

本

六
十
七
文

カ

四
十
七
文

夫

三
十
七
文

御
代
官
領
、
御
手
代
二
人
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払

二
人
出
ル
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
重
光
院
と
云
山

伏
出
ル
、
御
機
嫌
伺
ニ
罷
出
ル
、
左
方
寺
有
、
下
端

荒
川
と
云
、
橋
有
、
入
口
よ
り
此
所
迄
九
丁
、
御
下

向
之
節
、
江
戸
よ
り
伺
御
機
嫌
御
使
者
同
所
ヘ
出
ル

也
、

一
、
尾
曽
祢
田
村

十
軒
程

越
谷
の
入
口
也
、

一
、
蒲
生
片
町

十
二
・
三
軒

金
右
衛
門
新
田
共
云
、
九
左
衛
門
新
田
共
云
、
此
所

側
村
也
、
惣
名
蒲
生
片
町
と
い
ふ
也
、

一
、
金
左
衛
門
新
田

宿
中
左
、
同
所
左
綾
瀬
川
、
横
の
川
有
、
此
間
蒲
生

川
と
云
、
土
橋
有
、

一
、
九
左
衛
門
新
田

拾
五
・
六
軒
程

太
女
村
と
も
云
、
下
端
綾
瀬
川
の
橋
有
、

タ

メ

一
、
四
軒
茶
屋

四
・
五
軒
程

（
朱
書
）
清
水
理
兵
衛

一
、
草
下

二
百
軒
程

千
住
迄
二
里
、

本

八
十
四
文

カ

五
十
六
文

夫

四
十
二
文

御
上
下
之
節
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
出
候

得
ハ
、
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
上
端
右
小
社
、
宿
中

右
方
寺
二
宇
有
、
下
端
大
神
明
、
地
蔵
堂
有
、

一
、
瀬
崎
村

三
十
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、

宿
中
小
川
、
橋
有
、
水
神
沼
有
、
名
水
な
り
、

一
、
瀬
崎
茶
屋

五
・
六
軒
程

一
、
久
保
木
間
村

二
十
軒
程

此
所
右
方
梅
木
の
和
中
散
売
家
有
、

一
、
島
根
村

四
十
軒
程

宿
中
（（
塚塚
））、
此
所
竹
塚
村
共
云
、
左
の
方
寺
一
宇

有
、
此
村
三
切
ニ
成
て
有
也
、

一
、
梅
田
村

七
・
八
軒
程

不
動
堂
有
、
別
当
谷
宗
明
王
院
な
り
、

(

マ
マ)

（
朱
書
）
秋
葉
市
郎
兵
衛

（
朱
書
）
又
六

一
、
千
住

五
百
軒
程

※
御
通
之
節
御
手
代
出
ル
、
御
小
簾
、
御
先
払
出
候
得

者
御
駕
籠
脇
よ
り
挨
拶
、
宿
中
右
伝
馬
役
所
有
、
左

水
戸
道
有
、
茶
屋
多
し
、
右
不
動
堂
、別
当
長
仙
寺
、

浄
土
、
千
住
一
丁
目
よ
り
七
丁
目
迄
有
、
水
戸
道
よ

り
小
菅
の
御
殿
迄
七
丁
有
、
下
端
八
幡
宮
、
御
登
り

の
節
、
江
戸
よ
り
御
徒
頭
・
御
小
性
・
抱
御
中
小
性

(

姓)
(

姓)

・
御
徒
参
、
御
本
陣
前
ニ
罷
出
、
其
外
上
ゝ
様
御
使

者
、与
一
様
御
使
者
出
ル
、津
軽
屋
三
右
衛
門
出
ル
、

(

那
須
与
一)

御
供
ハ
江
戸
表
之
通
、
江
戸
よ
り
御
迎
の
御
徒
頭
よ

り
御
道
書
伺
、
并
御
老
中
様
御
願
書
差
上
申
候
、

※
（
朱
書
）「
本
所
二
ツ
目
迄
二
里
、」

一
、
掃
部
宿

二
百
軒
程

下
端
（（
塚塚
））、
下
端
左
之
方
梅
若
へ
の
土
手
道
有
、

塚
の
下
ニ
小
橋
有
、
即
千
住
一
丁
目
小
橋
也
、

一
、
川
原

此
所
辻
商
人
居
也
、
左
右
田
地
、

ツ
チ

一
、
橋
戸
村

六
・
七
軒
程

一
、
小
塚
原

六
十
軒
程

宿
中
右
ニ
金
杭
の
追
分
道
有
、
下
端
荒
川
と
云
、
六

十
六
間
の
大
※
橋
有
、

※
（
点
羽
）

「

一
、
浅
草
町

」

一
、
山
谷
町
二
丁
目

右
之
方
弁
天
堂
有
、
下
端
所
ゝ
石
橋
有
、
夫
よ
り
右

之
方
公
義
御
仕
置
場
有
、
右
之
方
道
心
庵
有
、
回
向

院
持
分
也
、
此
間
大
橋
有
、
角
田
川
と
云
、

一
、
山
谷
町

右
之
方
神
明
堂
有
、

140

【新収蔵資料紹介】 「奥州通道中記」



一
、
新
鳥
越
町
四
丁
目
・
三
丁
目

右
寺
一
宇
有
、

一
、
同
二
町
目

(

マ
マ)

右
寺
一
宇
有
、

一
、
同
一
丁
目

出
口
江
橋
と
云
有
、
今
ハ
山
谷
橋
と
云
、
右
之
方
土

手
通
、
左
之
方
小
野
へ
の
追
分
道
有
、

一
、
聖
天
町

右
之
方
聖
天
の
宮
有
、
金
龍
山
と
い
ふ
、
別
当
本
龍

院
、
天
台
宗
ニ
而
、
浅
草
寺
の
末
寺
也
、

一
、
山
の
宿

右
之
方
浅
草
の
観
音
の
山
林
有
、

一
、
花
川
戸

右
之
方
六
地
蔵
有
、
則
一
里
塚
、

一
、
大
川
橋

此
橋
安
永
年
中
懸
る
也
、
橋
無
き
時
ハ
竹
町
の
渡
ニ

而
有
之
由
、
其
頃
迄
年
々
御
通
行
は
浅
草
通
両
国
橋

ニ
而
候
由
、

一
、
竹
町

一
、
大
川
端

川
向
ニ
浅
草
御
蔵
并
駒
形
堂
、
金
龍
山
等
一
円
に
見

ゆ
る
、左
ニ
多
田
薬
師
之
堂
有
、別
当
玉
島
来
江
寺
、

門
前
ニ
身
代
地
蔵
と
云
石
の
古
仏
有
り
、

一
、
埋
堀
町

一
、
石
原
町

右
方
鎮
護
山
碩
運
寺
、
禅
宗
有
、

一
、
御
竹
蔵
裏
通

一
、
亀
沢
町

一
、
本
所
二
ツ
目

西
葛
飾
郡
之
内
也
、

【
参
考
文
献
】

・「
御
登
御
道
中
記
」（
国
文
学
研
究
資
料
館

津
軽

家
文
書
、
請
求
番
号
二
二
Ｂ
・
３
３
５
３
・
１
）

・「
江
戸
よ
り
御
国
迄
行
程
記
」（
国
文
学
研
究
資
料

館

津
軽
家
文
書
、請
求
番
号
２
２
Ｂ
０
１
８
９
８
）

・『
松
前
町
史

通
説
編

第
一
巻
上
』
一
九
八
八
、

松
前
町
史
編
纂
室

・「
柳
堂
補
任

一
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大

日
本
近
世
資
料
［
７
］
１
』
一
九
六
三
、
東
京
大
学

出
版
会
）

・
弘
前
大
学
国
文
学
研
究
会
編
『
津
軽
史
辞
典
』
一
九

七
七
、
名
著
出
版

太
田
原
慶
子　

青
森
県
立
郷
土
館　

学
芸
主
幹

佐
藤　

良
宣　
　
　
　

同 
 
 
 
 
 

　

学
芸
主
幹

滝
本　
　

敦　
　
　
　

同　
　
　
　

学
芸
主
幹

　

〒
030
｜

0802 

青
森
市
本
町
二
丁
目
８-

14

本
田　
　

伸　

青
森
県
立
青
森
商
業
高
等
学
校
教
諭

　

〒
030
｜

0951 

青
森
市
大
字
戸
山
字
赤
坂
７-

１
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一
、
鎗
印
・
小
荷
駄
印
、
可
為
一
様
事
、

一
、
於
他
所
領
若
伝
馬
之
馳
走
ハ
、
取
勝
ニ
不
仕
、
役

人
之
可
任
下
知
事
、

一
、
於
船
渡
、
先
渡
之
道
具
次
第
、
不
乱
様
ニ
可
相
渡

事
、
并
役
人
之
下
知
無
之
乗
急
仕
間
敷
事
、

但
船
よ
り
二
・
三
十
間
程
隔
て
、
其
行
列
之
侭

ニ
下
馬
仕
、
下
知
を
相
待
、
差
図
次
第
荷
馬
共

ニ
乗
候
様
可
仕
候
、
尤
召
仕
之
者
へ
此
段
兼
々

可
申
付
事
、

右
之
旨
を
堅
可
相
守
者
也
、

辰
五
月

一
、
御
貸
人
・
自
分
家
来
手
当
給
料

御
貸
人

立
前

二
朱
手
当

山
形
ニ
而

二
朱

自
分
家
来

立
前

壱
歩

山
形
ニ
而

弐
朱

御
貸
人
ハ
昼
・
旅
籠
銭
ハ
不
遣
、
残
り
計
な
る
へ

し
、
自
分
家
来
ハ
昼
・
旅
籠
一
日
六
十
文
ツ
ヽ
、

一
、
詰
合
中
御
貸
人
給
金

御
貸
人
者
二
人
扶
持
之
内
、
一
人
扶
持
者
主
人
方
ヘ

入
れ
候
而
一
ヶ
年
給
金
壱
両
弐
歩
、
自
分
家
来
も
給

金
ハ
同
様
也
、
凡
而
家
来
之
給
金
聢
と
馳
走
仕
る
へ

し
、
遅
々
ニ
有
之
候
、
近
頃
安
政
五
戊
午
年
六
月
、

家
来
共
よ
り
申
出
候
に
者
、
御
住
居
御
側
役
ニ
而
ハ

御
貸
人
扶
持
を
不
入
、
其
上
月
々
詰
役
銭
と
し
て
壱

朱
ツ
ヽ
呉
候
よ
し
、
自
分
家
来
ハ
扶
持
米
余
り
候
を

呉
候
よ
し
、
我
等
已
前
御
側
役
初
而
承
り
候
時
ハ
、

立
前

壱
歩
、

七
月

弐
歩
、

都
合
壱
両
弐
歩
差
遣
候
、

十
二
月

弐
歩
、

立
前

壱
歩
、

一
、
覚
書
之
事

嘉
永
四
辛
亥
年
三
月
廿
日
御
登
之
節
ハ
、
御
道
中

ニ
而
御
手
当
、
御
簾
番
壱
両
、
御
小
性
抱
三
歩
弐

朱
被
下
置
候
、

一
、
御
酒
事

江
戸
御
立
日
之
初
御
寓

半
御
道
中

湊
、
元
者
大
久
保
ニ
而

碇
ヶ
関

一
、
御
番
割

二
人
之
節
ハ
御
供
終
日
、

三
人
之
節
ハ
御
供
半
日
代
り
、

四
人
之
節
は
一
人
御
小
休
、

御
番
入
ハ

江
戸
御
立
之
初
泊
ハ
輩
頭
よ
り
入
、

御
国
御
立
之
日
ハ
末
ノ
輩
よ
り
勤
ム
、

一
、
御
目
付
御
逢
ハ
二
度
、
初
御
菓
子
頂
戴
、
二
度
目

無
之
、
於
御
前
御
近
習
・
坊
主
出
之
、
御
小
性
組
同

断
、
万
延
元
年
申
九
月
、
両
組
御
警
衛
ニ
も
御
菓
子

被
下
、
御
目
見
両
度
、
御
菓
子
ハ
御
側
役
詰
所
ニ
而

被
下
之
、

【
謝
辞
】

こ
の
資
料
紹
介
の
執
筆
に
あ
た
り
、
弘
前
大
学
名
誉

教
授
の
長
谷
川
成
一
氏
に
御
協
力
を
頂
い
た
。
こ
こ

に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

青
森
県
立
郷
土
館
研
究
紀
要

第

号
46

【
新
収
蔵
資
料
紹
介
】「
奥
州
通
道
中
記
」

正
誤
表

頁
・
段
・
行

誤

正

頁
・
下
段
・

行
目

一
、
土
手
町

一
、
下下
土
手
町

170

18

頁
・
下
段
・

行
目

一
、
下
土
手
町

一
、
土
手
町
（「
下下
」
を
抹
消
）

170

19

頁
・
中
段
・

行
目

本

四
十
文

本

四
十
三三
文

166

22

頁
・
中
段
・
１
行
目

（
朱
書
）
又
四
十
軒

（
朱
書
）
四
・・
五五
軒

165

三
十
軒
程

三
十
軒
程

頁
・
下
段
・
７
行
目

…

八
幡
社
有
、
蔵
院
、
真
言
、…

…

八
幡
社
有
、
金金
蔵
院
、
真
言
、…

163
頁
・
下
段
・

行
目

※
十
一
丁
上
中
川
原
内
（（
塚塚
））、
六
郷
迄

…

十
一
丁
上
中
川
原
内
（（
塚塚
））、
※※
六
郷
迄

…

163

13

頁
・
下
段
・

行
目

…

下
端
赤
坂
三
ツ
有
、…

…

下
端
赤
坂
三
つつ
有
、…

162

20

頁
・
中
段
・

行
目

（
こ
の
行
の
後
ろ
に
挿
入
）

一一
、、
十十
日日
町町

二二
十十
軒軒
程程
、、
下下
端端
神神
明明
社社
有有
、、

161

25

頁
・
中
段
・

行
目

※

※

（
抹抹
消消
）

161

16

頁
・
中
段
・

～

行
目

阿
弥
陀
堂
有
、

阿
弥
陀
堂
ああ
りり
、

160

24

25

頁
・
上
段
・
５
行
目

天
神
堂

有
、

天
神
堂
有
、（
空空
白白
をを
詰詰
めめ
るる
）

158
頁
・
上
段
・
６
行
目

△
船
渡
、

川
綱
、

△
船
渡
、
川
綱
、（
空空
白白
をを
詰詰
めめ
るる
）

158
頁
・
上
段
・
２
行
目

是
よ
り
北
之
方
会
津
の

是
よ
り
北
のの
方
会
津
の

152
頁
・
上
段
・

行
目

伏
拝
の
坂
上
ま
で

伏
拝
の
坂
上
迄迄

152

14



頁
・
段
・
行

誤

正

頁
・
上
段
・

行
目

御
領
地

御
預預
地

152

13

頁
・
上
段
・

行
目

下
端
左
り
川

下
端
ささ
り
川

150

22

頁
・
下
段
・
６
行
目

夫

夫

五五
十十
文文

150
頁
・
中
段
・
７
行
目

右
両
境
杭
、

右
両
堺堺
杭
、

149
頁
・
上
段
・
８
行
目

宝
暦
十
二
年
午
年
夏
の
勧
進
の
由
と
い
ふ
、

宝
暦
十
二
年
午
年
夏
の
勧
請請
の
由
と
い
ふ
、

148
頁
・
中
段
・
９
行
目

御
上
下
之
節
両
者
へ
御
参
詣
被
遊
候
、

御
上
下
之
節
両
社社
へ
御
参
詣
被
遊
候
、

148
頁
・
上
段
・
５
行
目

野
州
河
内
郡
御
代
官
領
、

野
州
河
内
郡
御
代
領
、

（「
代
官
」
の
「
官
」
の
字
を
削削
除除
）

144
頁
・
下
段
・

行
目

御
代
官
領
、

御
代
領

（「
代
官
」
の
「
官
」
の
字
を
削削
除除
）

144

18

頁
・
上
段
・

～

頁

宿
中
寺
三
宇
あ
り
、

宿
中
寺
三
宇
有有
、

141

10

11

頁
・
上
段
・

行
目

一
、
和
田
村

六
・
七
軒
程

一
、
和
田
村

六
・
七
軒
程
（
３３
字字
上上
げげ
るる
）

141

20

頁
・
上
段
・

行
目

139

24

一
、
埋
堀
町

一
、
※※
外外
手手
町
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